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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッセージングサービスデバイスにおいて、ユーザメッセージを含むメッセージングパ
ッケージをメッセージングエンドポイントから受信する工程と、
　前記メッセージングパッケージに対応すると予測される応答メッセージを決定するため
に、前記メッセージングサービスデバイスにおいて前記メッセージングパッケージの自然
言語処理を行う工程と、
　前記メッセージングサービスデバイスにおいて、前記ユーザメッセージの発信者である
ユーザに関連付けられたユーザ人口統計学的情報及びユーザ位置のうち１つまたは複数に
基づいて、前記メッセージングパッケージに応答するように割り当てられている管理者ア
カウントを決定する工程と、
　前記メッセージングサービスデバイスにおいて、前記ユーザメッセージ及び前記応答メ
ッセージを含む定型応答パッケージを生成する工程と、ここで、該定型応答パッケージは
、前記ユーザメッセージの表示に関連付けられた制御部を表示するために前記メッセージ
ングサービスデバイスとは別個の管理者メッセージングエンドポイントを構成するための
命令を更に含み、前記制御部は、選択されると、前記応答メッセージの閲覧、編集、又は
送信のうち１つまたは複数を可能にするインタフェースを表示し、
　通信ネットワークを介して、前記定型応答パッケージを前記管理者メッセージングエン
ドポイントに送信する工程と、を備える、コンピュータ実装方法。
【請求項２】
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　前記定型応答パッケージは、前記応答メッセージを用いて前記メッセージングサービス
デバイスを介して前記メッセージングパッケージに応答するように前記管理者メッセージ
ングエンドポイントを構成するように作動する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記応答メッセージは１以上のダイナミックフィールドを備え、前記方法は、
　前記メッセージングエンドポイントに関連付けられているユーザアカウント情報を取り
出す工程と、
　前記ユーザアカウント情報に基づいて、１以上の値を前記１以上のダイナミックフィー
ルドのうちの少なくとも１つに割り当てる工程と、をさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記自然言語処理を行う工程は、前記メッセージングパッケージの少なくとも一部を自
然言語プロセッサに提出する工程を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記自然言語プロセッサは、前記メッセージングサービスデバイスのメッセージング対
話履歴に基づいて訓練される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　１以上のメッセージング意図キーワードを前記自然言語プロセッサから受信する工程と
、
　前記１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、前記応答メッセージを応答メ
ッセージレポジトリから取り出す工程と、をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出する工程と、
　前記複数の応答メッセージを前記自然言語プロセッサに提出することに応答して、意図
キーワードマッピングを前記自然言語プロセッサから受信する工程であって、前記意図キ
ーワードマッピングは、前記複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連
付けを定義する、工程と、
　前記複数の応答メッセージと前記複数の意図キーワードとの間の定義された前記関連付
けを、応答メッセージレポジトリに格納する工程と、をさらに備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　応答用メッセージングパッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントから受信
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージに基づいていないと決定す
る工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージから管理者指定の応答メッセージを抽出する工程
と、
　前記メッセージングパッケージからユーザメッセージを抽出する工程と、
　前記ユーザメッセージおよび前記管理者指定の応答メッセージを前記自然言語プロセッ
サに提出する工程と、
　追加キーワードマッピングを前記自然言語プロセッサから受信する工程であって、前記
追加キーワードマッピングは、前記管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キ
ーワードとの間の関連付けを定義する、受信する工程と、
　前記管理者指定の応答メッセージを前記応答メッセージレポジトリに格納する工程と
　前記管理者指定の応答メッセージと前記１以上の追加意図キーワードとの間の前記関連
付けを、前記応答メッセージレポジトリに格納する工程と、をさらに備える、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　応答用メッセージングパッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントから受信
する工程と、
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　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージを使用するかどうかを決定
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージを使用するかどうかに基づ
いて、自然言語プロセッサを訓練する工程と、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記メッセージングパッケージの前記自然言語処理は１以上の意図キーワードおよび１
以上のパラメータを決定し、前記方法は、
　前記１以上の意図キーワードおよび前記１以上のパラメータに基づいて、自動コマース
対話を構成する工程をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　デバイス上のプロセッサ回路と、
　ネットワークインタフェースと、
　コマース仲介サーバであって、前記プロセッサ回路上で、
　　メッセージングサービスデバイスにおいてメッセージングエンドポイントからのユー
ザメッセージを含むメッセージングパッケージを前記ネットワークインタフェースから受
信し、
　　前記メッセージングパッケージに対応すると予測される応答メッセージを決定するた
めに、前記メッセージングサービスデバイスにおいて前記メッセージングパッケージの自
然言語処理を行い、
　　前記メッセージングサービスデバイスにおいて、前記ユーザメッセージの発信者であ
るユーザに関連付けられたユーザ人口統計学的情報及びユーザ位置のうち１つまたは複数
に基づいて、前記メッセージングパッケージに応答するように割り当てられている管理者
アカウントを決定し、
　　前記メッセージングサービスデバイスにおいて、前記ユーザメッセージ及び前記応答
メッセージを含む定型応答パッケージを生成する工程と、ここで、該定型応答パッケージ
は、前記ユーザメッセージの表示に関連付けられた制御部を表示するために前記メッセー
ジングサービスデバイスとは別個の管理者メッセージングエンドポイントを構成するため
の命令を更に含み、前記制御部は、選択されると、前記応答メッセージの閲覧、編集、又
は送信のうち１つまたは複数を可能にするインタフェースを表示し、
　　通信ネットワークを介して、前記定型応答パッケージを前記管理者メッセージングエ
ンドポイントに送信するように作動するコマース仲介サーバと、を備える、装置。
【請求項１２】
　前記コマース仲介サーバは、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出し、前
記複数の応答メッセージを前記自然言語プロセッサに提出することに応答して、意図キー
ワードマッピングを、前記自然言語プロセッサから受信し、前記意図キーワードマッピン
グは、前記複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連付けを定義し、前
記複数の応答メッセージと前記複数の意図キーワードとの間の定義された前記関連付けを
、応答メッセージレポジトリに格納し、前記自然言語プロセッサから１以上のメッセージ
ング意図キーワードを受信し、前記１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、
前記応答メッセージを前記応答メッセージレポジトリから取り出すように作動することを
さらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記コマース仲介サーバは、前記管理者メッセージングエンドポイントから応答用メッ
セージングパッケージを受信し、前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセ
ージに基づいていないと決定し、前記応答用メッセージングパッケージから管理者指定の
応答メッセージを抽出し、前記メッセージングパッケージからユーザメッセージを抽出し
、前記ユーザメッセージおよび前記管理者指定の応答メッセージを自然言語プロセッサに
提出し、追加キーワードマッピングを、前記自然言語プロセッサから受信し、前記追加キ
ーワードマッピングは、前記管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キーワー
ドとの間の関連付けを定義し、前記管理者指定の応答メッセージを応答メッセージレポジ
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トリに格納し、前記管理者指定の応答メッセージと前記１以上の追加意図キーワードとの
間の前記関連付けを、前記応答メッセージレポジトリに格納するように作動することをさ
らに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記コマース仲介サーバは、前記管理者メッセージングエンドポイントから応答用メッ
セージングパッケージを受信し、前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセ
ージを使用するかどうかを決定し、前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッ
セージを使用するかどうかに基づいて、自然言語プロセッサを訓練するように作動するこ
とをさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記応答メッセージは１以上のダイナミックフィールドを備え、
　前記コマース仲介サーバは、前記メッセージングエンドポイントに関連付けられている
ユーザアカウント情報をソーシャルネットワーキングサービスから取り出し、前記ユーザ
アカウント情報に基づいて、１以上の値を前記１以上のダイナミックフィールドのうちの
少なくとも１つに割り当てるように作動することをさらに備える、請求項１１に記載の装
置。
【請求項１６】
　少なくとも１つのコンピュータ可読記憶媒体であって、
　実行されたときに、
　メッセージングサービスデバイスにおいて、ユーザメッセージを含むメッセージングパ
ッケージをメッセージングエンドポイントから受信する工程と、
　前記メッセージングパッケージに対応すると予測される応答メッセージを決定するため
に、前記メッセージングサービスデバイスにおいて前記メッセージングパッケージの自然
言語処理を行う工程と、
　前記メッセージングサービスデバイスにおいて、前記ユーザメッセージの発信者である
ユーザに関連付けられたユーザ人口統計学的情報及びユーザ位置のうち１つまたは複数に
基づいて、前記メッセージングパッケージに応答するように割り当てられている管理者ア
カウントを決定する工程と、
　前記メッセージングサービスデバイスにおいて、前記ユーザメッセージ及び前記応答メ
ッセージを含む定型応答パッケージを生成する工程と、ここで、該定型応答パッケージは
、前記ユーザメッセージの表示に関連付けられた制御部を表示するために前記メッセージ
ングサービスデバイスとは別個の管理者メッセージングエンドポイントを構成するための
命令を更に含み、前記制御部は、選択されると、前記応答メッセージの閲覧、編集、又は
送信のうち１つまたは複数を可能にするインタフェースを表示し、
　通信ネットワークを介して、前記定型応答パッケージを前記管理者メッセージングエン
ドポイントに送信する工程と、をシステムに行わせる命令を備える、コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項１７】
　実行されたときに、
　複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出する工程と、
　前記複数の応答メッセージを前記自然言語プロセッサに提出することに応答して、意図
キーワードマッピングを前記自然言語プロセッサから受信する工程であって、前記意図キ
ーワードマッピングは、前記複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連
付けを定義する、工程と、
　前記複数の応答メッセージと前記複数の意図キーワードとの間の定義された前記関連付
けを、応答メッセージレポジトリに格納する工程と、
　前記自然言語プロセッサから１以上のメッセージング意図を受信する工程と、
　前記１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、前記応答メッセージを前記応
答メッセージレポジトリから取り出す工程と、をシステムに行わせる命令をさらに備える
、請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項１８】
　実行されたときに、
　応答用メッセージングパッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントから受信
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージに基づいていないと決定す
る工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージから管理者指定の応答メッセージを抽出する工程
と、
　前記メッセージングパッケージからユーザメッセージを抽出する工程と、
　前記ユーザメッセージおよび前記管理者指定の応答メッセージを自然言語プロセッサに
提出する工程と、
　追加キーワードマッピングを前記自然言語プロセッサから受信する工程であって、前記
追加キーワードマッピングは、前記管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キ
ーワードとの間の関連付けを定義する、受信する工程と、
　前記管理者指定の応答メッセージを応答メッセージレポジトリに格納する工程と、
　前記管理者指定の応答メッセージと前記１以上の追加意図キーワードとの間の前記関連
付けを、前記応答メッセージレポジトリに格納する工程と、をシステムに行わせる命令を
さらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　実行されたときに、
　応答用メッセージングパッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントから受信
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージを使用するかどうかを決定
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージを使用するかどうかに基づ
いて、自然言語プロセッサを訓練する工程と、をシステムに行わせる命令をさらに備える
、請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　前記応答メッセージは１以上のダイナミックフィールドを備え、実行されたときに、
　前記メッセージングエンドポイントに関連付けられているユーザアカウント情報をソー
シャルネットワーキングサービスから取り出す工程と、
　前記ユーザアカウント情報に基づいて、１以上の値を前記１以上のダイナミックフィー
ルドのうちの少なくとも１つに割り当てる工程と、をシステムにさらに行わせる命令を備
える、請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　メッセージングサービスデバイスにおいて、ユーザメッセージを含むメッセージングパ
ッケージをメッセージングエンドポイントから受信する工程と、
　自然言語プロセッサにおいて、前記メッセージングパッケージの自然言語処理を行う工
程と、
　前記自然言語処理に基づいて、前記メッセージングパッケージの意図を決定する工程と
、
　前記意図に基づいて、前記メッセージングパッケージに対応すると予測される応答メッ
セージを決定する工程と、
　前記ユーザメッセージの発信者であるユーザに関連付けられたユーザ人口統計学的情報
及びユーザ位置のうち１つまたは複数に基づいて、前記メッセージングパッケージに応答
するように割り当てられている管理者アカウントを決定する工程と、
　前記ユーザメッセージ及び前記応答メッセージを含む定型応答パッケージを生成する工
程と、ここで、該定型応答パッケージは、前記ユーザメッセージの表示に関連付けられた
制御部を表示するために前記メッセージングサービスデバイスとは別個の管理者メッセー
ジングエンドポイントを構成するための命令を更に含み、前記制御部は、選択されると、
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前記応答メッセージの閲覧、編集、又は送信のうち１つまたは複数を可能にするインタフ
ェースを表示し、
　通信ネットワークを介して、決定された前記応答メッセージに基づいて、前記定型応答
パッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントに送信する工程と、を備える、コ
ンピュータ実装方法。
【請求項２２】
　前記定型応答パッケージは、前記応答メッセージを用いて前記メッセージングサービス
デバイスを介して前記メッセージングパッケージに応答するように前記管理者メッセージ
ングエンドポイントを構成するように作動する、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記応答メッセージは１以上のダイナミックフィールドを備え、前記方法は、
　前記メッセージングエンドポイントに関連付けられているユーザアカウント情報を取り
出す工程と、
　前記ユーザアカウント情報に基づいて、１以上の値を前記１以上のダイナミックフィー
ルドのうちの少なくとも１つに割り当てる工程と、をさらに備える、請求項２１または２
２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記自然言語処理を行う工程は、前記メッセージングパッケージの少なくとも一部を自
然言語プロセッサに提出する工程を備える、請求項２１～２３のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項２５】
　前記自然言語プロセッサは、前記メッセージングサービスデバイスのメッセージング対
話履歴に基づいて訓練される、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　１以上のメッセージング意図キーワードを前記自然言語プロセッサから受信する工程と
、
　前記１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、前記応答メッセージを応答メ
ッセージレポジトリから取り出す工程と、をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出する工程と、
　前記複数の応答メッセージを前記自然言語プロセッサに提出することに応答して、意図
キーワードマッピングを前記自然言語プロセッサから受信する工程であって、前記意図キ
ーワードマッピングは、前記複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連
付けを定義する、工程と、
　前記複数の応答メッセージと前記複数の意図キーワードとの間の定義された前記関連付
けを、応答メッセージレポジトリに格納する工程と、をさらに備える、請求項２１～２６
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　応答用メッセージングパッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントから受信
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージに基づいていないと決定す
る工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージから管理者指定の応答メッセージを抽出する工程
と、
　前記メッセージングパッケージからユーザメッセージを抽出する工程と、
　前記ユーザメッセージおよび前記管理者指定の応答メッセージを前記自然言語プロセッ
サに提出する工程と、
　追加キーワードマッピングを前記自然言語プロセッサから受信する工程であって、前記
追加キーワードマッピングは、前記管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キ
ーワードとの間の関連付けを定義する、受信する工程と、
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　前記管理者指定の応答メッセージを前記応答メッセージレポジトリに格納する工程と、
　前記管理者指定の応答メッセージと前記１以上の追加意図キーワードとの間の前記関連
付けを、前記応答メッセージレポジトリに格納する工程と、をさらに備える、請求項２７
に記載の方法。
【請求項２９】
　応答用メッセージングパッケージを前記管理者メッセージングエンドポイントから受信
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージを使用するかどうかを決定
する工程と、
　前記応答用メッセージングパッケージが前記応答メッセージを使用するかどうかに基づ
いて、自然言語プロセッサを訓練する工程と、をさらに備える、請求項２１～２８のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記メッセージングパッケージの前記自然言語処理は１以上の意図キーワードおよび１
以上のパラメータを決定し、前記方法は、
　前記１以上の意図キーワードおよび前記１以上のパラメータに基づいて、自動コマース
対話を構成する工程をさらに備える、請求項２１～２９のいずれか１項に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動メッセージングのための技術の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザは、メッセージングシステムにおいて、２名以上のユーザ間でテキストベースの
会話で互いにメッセージをやりとりしながら互いに対話することがある。ユーザは、メッ
セージングシステムにおいて自身に関連付けられているユーザアカウントを有してもよく
、ユーザアカウントは、ユーザのオンラインアイデンティティ、ユーザ宛てに送られるメ
ッセージの宛先を与え、一般には、メッセージングシステムへのユーザのアクセスとその
使用を調整する。ユーザは、モバイルデバイス（例、携帯電話）、デスクトップコンピュ
ータ、ウェブブラウザ、専門のメッセージングクライアント等を含め、多様なエンドポイ
ントからメッセージングシステムにアクセスしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】消費者・企業間のメッセージングシステムの一実施形態を示す図。
【図２】ソーシャルグラフの一実施例を示す図。
【図３Ａ】企業ページを表示するメッセージングエンドポイント用のユーザインタフェー
スの一実施形態を示す図。
【図３Ｂ】注文ページを表示するメッセージングエンドポイント用のユーザインタフェー
スの一実施形態を示す図。
【図３Ｃ】消費者・企業間のメッセージング対話を表示するメッセージングエンドポイン
ト用のユーザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図４】注文依頼を処理する消費者・企業間サービスの一実施形態を示す図。
【図５】フォロー要求を処理する消費者・企業間サービスの一実施形態を示す図。
【図６】図１のシステムに関する第１の論理フローの一実施形態を示す図。
【図７】一連の受信メッセージを表示する管理者メッセージングエンドポイント用のユー
ザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図８】自動応答を生成する消費者・企業間サービスの一実施形態を示す図。
【図９】図１のシステムに関する第２の論理フローの一実施形態を示す図。
【図１０Ａ】メッセージング会話を表示するメッセージングエンドポイント用のユーザイ
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ンタフェースの一実施形態を示す図。
【図１０Ｂ】選択・販促ページを表示するメッセージングエンドポイント用のユーザイン
タフェースの一実施形態を示す図。
【図１０Ｃ】製品ページを表示するメッセージングエンドポイント用のユーザインタフェ
ースの一実施形態を示す図。
【図１０Ｄ】更新されたメッセージング会話を表示するメッセージングエンドポイント用
のユーザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図１１】メッセージングエンドポイントにインタフェース構成を提供する消費者・企業
間サービスの一実施形態を示す図。
【図１２】メッセージングエンドポイントにフルフィルメント更新メッセージを提供する
消費者・企業間サービスの一実施形態を示す図。
【図１３】図１のシステムに関する第３の論理フローの一実施形態を示す図。
【図１４Ａ】販促メッセージを表示するメッセージングエンドポイント用のユーザインタ
フェースの一実施形態を示す図。
【図１４Ｂ】自動化されたメッセージング対話を表示するメッセージングエンドポイント
用のユーザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図１４Ｃ】一部自動化されたメッセージング対話を表示するメッセージングエンドポイ
ント用のユーザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図１５Ａ】販促メッセージに対するユーザコメントを表示するメッセージングエンドポ
イント用のユーザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図１５Ｂ】ユーザコメントに応答して管理者メッセージダイアログを表示するメッセー
ジングエンドポイント用のユーザインタフェースの一実施形態を示す図。
【図１６】自動応答を生成する消費者・企業間サービスの一実施形態を示す図。
【図１７】図１のシステムに関する第４の論理フローの一実施形態を示す図。
【図１８】図１のシステムに関する集中型システムの一実施形態を示す図。
【図１９】図１のシステムに関する分散型システムの一実施形態を示す図。
【図２０】コンピューティングアーキテクチャの一実施形態を示す図。
【図２１】通信アーキテクチャの一実施形態を示す図。
【図２２】無線デバイスアーキテクチャの一実施形態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　以下は、本明細書に記載されるいくつかの新規な実施形態の基本的な理解を提供するた
めに、簡単な概要を提示する。この概要は、包括的な外観ではなく、本発明の主要／重要
要素を特定することも、本発明の範囲を画定することも意図していない。この概要の唯一
の目的は、後に提示されるより詳細な説明への前書きとして、いくつかの概念を簡単な形
態で提示することである。
【０００５】
　様々な実施形態は、全体として、ソーシャルメッセージングの認可およびカスタマイズ
のための技術に向けられている。いくつかの実施形態は、特に、企業とメッセージが送ら
れるユーザとの間のソーシャルネットワーキング関係に基づいて、メッセージングシステ
ムへのコマースエンティティのアクセスを認可し、企業とユーザとの間のメッセージング
をソーシャルネットワーキング情報に従ってカスタマイズする技術に向けられている。一
実施形態では、例えば、装置は、クライアントデバイスから注文依頼パッケージをネット
ワークインタフェースから受信するように作動し、注文依頼はユーザアカウントとコマー
スアカウントとを指定し、ユーザアカウントはソーシャルグラフデータ構造内のユーザエ
ンティティに関連付けられ、コマースアカウントはソーシャルグラフデータ構造内のコマ
ースエンティティに関連付けられており、および、注文依頼パッケージを、コマースエン
ティティに関連付けられているコマースフロントエンドサーバに送信するように作動する
コマース仲介サーバと、コマース仲介サーバが注文依頼パッケージをクライアントデバイ
スから受信したことに応答して、ソーシャルグラフデータ構造内においてユーザエンティ
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ティとコマースエンティティとの間にコマースエッジを作成するように作動するソーシャ
ルグラフデータ構造コンポーネントとを備えてもよく、コマースエッジは注文依頼パッケ
ージに関連付けられている。他の実施形態が記載され、請求される。
【０００６】
　様々な実施形態は、全体として、定型応答を自動的に決定するための技術に向けられて
いる。いくつかの実施形態は、特に、自然言語処理を使用して、定型応答のセットのうち
のどれがユーザによる特定の自然言語のクエリまたはコメントに最も適切かを決定する技
術に向けられている。一実施形態では、例えば、コマース仲介サーバは、メッセージング
サービスにおいてメッセージングパッケージをメッセージングエンドポイントから受信し
、メッセージングパッケージの自然言語処理を行って、メッセージングパッケージに対応
すると予測される応答メッセージを決定し、メッセージングパッケージに応答するために
割り当てられている管理者アカウントを決定し、管理者アカウントの管理者メッセージン
グエンドポイントに定型応答パッケージを送信するように作動してもよく、定型応答パッ
ケージは応答メッセージを含む。他の実施形態が記載され、請求される。
【０００７】
　様々な実施形態は、全体として、製品、サービスおよび企業の推奨のための技術に向け
られている。いくつかの実施形態は、特に、アフィニティ情報のメッセージングを増幅さ
せる製品、サービスおよび企業の推奨のための技術に向けられている。一実施形態では、
例えば、装置は、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられているユ
ーザコンテキストを管理するように作動するユーザコンテキストコンポーネントと、ユー
ザアカウント用のユーザプロフィールを取り出すように作動するユーザプロフィールコン
ポーネントと、ユーザコンテキストおよびユーザプロフィールに基づいて１以上の推奨を
決定し、推奨に基づいてクライアントデバイスのメッセージングエンドポイント用の推奨
インタフェースを構成するように作動する推奨コンポーネントとを備えてもよく、メッセ
ージングエンドポイントはメッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられ
ている。他の実施形態が記載され、請求される。
【０００８】
　様々な実施形態は、全体として、自動化されたメッセージングのための技術に向けられ
ている。いくつかの実施形態は、特に、ソーシャルネットワーキング情報を増幅させる自
動化された企業・消費者間のメッセージングのための技術に向けられている。一実施形態
では、例えば、装置は、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられて
いるユーザプロフィールを取り出すように作動するユーザプロフィールコンポーネントと
、メッセージング開始をクライアントデバイスのメッセージングエンドポイントから受信
し、メッセージング開始に応答して、ユーザプロフィールに基づいて自動応答を構成する
ように作動するメッセージング自動コンポーネントとを備え得る。他の実施形態が記載さ
れ、請求される。
【０００９】
　上記および関連する目的を達成するために、ある特定の例示的な態様が、以下の説明お
よび添付の図面に関連して本明細書において記載される。これらの態様は、本明細書にお
いて開示される原理を実行することができる様々な方法を示し、全ての態様およびその均
等物が、特許請求される主題の範囲内にあることが意図される。他の利点および新規な特
徴は、以下の詳細な説明を図面と併せて検討することにより明らかとなるであろう。
【００１０】
　ユーザは友達とのチャットで慣れているため、メッセージング通信を使用してソーシャ
ルネットワークサービスのページを介して企業と関わり合うことがある。ユーザは、友達
、同僚およびその他知り合いとコミュニケーションを取るために使用するのと同じメッセ
ージングアプリケーションで、これらの企業の製品およびサービスを見つけ、関わり合い
、購入する。これらのメッセージの中には自動的に応答されるものもあるが、他のものは
企業ページの管理者が完全にまたは一部手動で応答するものもある。一部手動による応答
は、自然言語プロセッサによって特定される応答案を利用してもよく、これは管理者に自
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動的に提示されるが、送信前に手動で承認される。対して、管理者の承認なくメッセージ
ングサービスが応答する、完全に自動化された応答も利用されてもよい。管理者自身がユ
ーザに送信する応答を作成する、完全に手動による応答も利用されてもよい。発見、関わ
り合いおよびメッセージングのための様々な技術を組み合わせることによって、ユーザに
その特定の状況に応じた最適な応答が提示されうる。そのため、本明細書の実施形態は、
適切な場合、自動化技術をさらに増幅しながら、企業とのコミュニケーションの自然さを
改善し得る。
【００１１】
　ここで、図面を参照し、図面では、類似の要素は、全体を通して同様の参照符号を用い
て示している。以下の説明では、その完全な理解を与えるため、説明を目的として、様々
な具体的詳細について記載している。しかしながら、これら特定の詳細を省いても、新規
な実施形態を実施できることは明らかであろう。一方で、周知の構造およびデバイスにつ
いては、その説明を容易とするために、ブロック図の形式で示している。その意図は、請
求項に係る主題に矛盾しないあらゆる変更、均等物、および代替案を包括することである
。
【００１２】
　本明細書で使用される「ａ」および「ｂ」および「ｃ」および同様な記号は、任意の正
の整数を表す変数であることを意図していることに留意されたい。したがって、例えば、
実施態様においてａ＝５の値が設定される場合、コンポーネント１２２－１～１２２－ａ
として示される一式のコンポーネント１２２は、コンポーネント１２２－１、１２２－２
、１２２－３、１２２－４、および１２２－５を含む。実施形態は、この文脈に限定され
ない。
【００１３】
　図１は、消費者・企業間のメッセージングシステム１００のブロック図を示す。一実施
形態では、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、１つまたは複数のコンポ
ーネントを含むソフトウェアアプリケーションを有するコンピュータ実装システムを含み
得る。図１に示す消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、特定のトポロジに
おいて限定された数の要素を有するが、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
は、所与の実施態様に関して所望されるように、代替トポロジにおいてより多くのまたは
より少ない要素を含むことができることが理解されるであろう。
【００１４】
　消費者・企業間サービス１１０は、消費者と企業との間の仲介者として機能し得る。消
費者と企業はともに消費者・企業間サービス１１０のユーザであってもよく、消費者は個
人ユーザアカウントにより表され、企業はコマースアカウントによって表され、おそらく
は、個人ユーザアカウントが企業の担当者および他の従業員と関連付けられているなど、
１つまたは複数の個人ユーザアカウントは企業に関連付けられている。消費者ユーザはソ
ーシャルグラフにおいてユーザエンティティのエントリで表されてもよい。企業または他
の商業ユーザはソーシャルグラフにおいてコマースエンティティによって表されてもよい
。消費者ユーザと商業ユーザとの関係は、ソーシャルグラフにおいて、ユーザエンティテ
ィと商業エンティティとの間の１つまたは複数のエッジによって表されてもよい。
【００１５】
　消費者・企業間サービス１１０はメッセージングサービス１４０を備え得る。メッセー
ジングサービス１４０は、一般に、個人ユーザなどの個人エンティティと、企業および他
の組織などの団体エンティティとの間で受信、記憶および配信するように構成されてもよ
い。メッセージングサービス１４０は、メッセージングエンドポイント１２５などのメッ
セージングエンドポイントがオフラインのときにメッセージを記憶し、メッセージングエ
ンドポイントが利用できるようになったらメッセージを配信してもよい。メッセージング
サービス１４０はユーザに同じユーザアカウントで複数のメッセージングエンドポイント
（例、モバイルデバイスのメッセージングクライアント、パーソナルコンピュータのウェ
ブブラウザ）を使用する権限を与えてもよく、メッセージングサービス１４０はユーザア
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カウントのメッセージング状態に関してメッセージングエンドポイントの全てを最新の状
態に保つ。
【００１６】
　消費者・企業間サービス１１０は、ソーシャルネットワーキングサービス１７０を備え
得る。ソーシャルネットワーキングサービス１７０は、ソーシャルグラフを表すソーシャ
ルグラフデータ構造を維持してもよい。ソーシャルグラフは、ユーザエンティティ、コマ
ースエンティティ、および他の種類のエンティティなどのエンティティ間の関係を表して
もよい。ソーシャルグラフはグラフ関係として関係を表してもよく、全ての情報がグラフ
内の特定のノードに属して、またはグラフ内の２つのノード間の特定のエッジに属して符
号化される。ソーシャルネットワーキングサービス１７０はソーシャルネットワーキング
サービスの一要素であってもよく、ソーシャルグラフは、少なくとも部分的に、ソーシャ
ルネットワーキング情報を含む。消費者・企業間サービス１１０全体は、ソーシャルネッ
トワーキングサービスの一要素であっても、または複数の要素から構成されてもよい。
【００１７】
　消費者・企業間サービス１１０は消費者ポータル１５０を備え得る。消費者ポータル１
５０は、消費者がクライアントアプリケーションを使用するための消費者・企業間サービ
ス１１０への統一エントリポイントであってもよい。消費者ポータル１５０は、消費者・
企業間サービス１１０を使用しないユーザ、または消費者・企業間サービス１１０を使用
してコマースに関わらないユーザを含め、非コマースエンティティにとっての一般的なユ
ーザポータルとして機能してもよい。消費者ポータル１５０はメッセージングサービス１
４０およびソーシャルネットワーキングサービス１７０へのアクセスを提供してもよい。
いくつかの実施形態では、ソーシャルネットワーキングサービス１７０への全てのアクセ
スは消費者ポータル１５０によって介在されてもよく、そこで、ユーザがソーシャルグラ
フ情報の一部または全部に直接アクセスしなくても、ユーザの代わりにソーシャルネット
ワーキングサービス１７０の情報が使用および管理される。いくつかの実施形態では、ユ
ーザは自身のユーザアカウントを使用してメッセージングサービス１４０に直接アクセス
してもよく、消費者ポータル１５０は消費者・企業間サービス１１０の消費者機能に制限
され、一般的なメッセージング機能（例、友達とのメッセージング）は、消費者ポータル
１５０の介在なく、メッセージングエンドポイント１２５とメッセージングサービス１４
０との間の直接的なネットワーク通信を介して提供される。
【００１８】
　消費者・企業間サービス１１０は企業ポータル１６０を備え得る。企業ポータル１６０
は、企業エンティティがクライアントアプリケーションを使用するための消費者・企業間
サービス１１０への統一エントリポイントであってもよい。企業ポータル１６０は、メッ
セージングサービス１４０およびソーシャルネットワーキングサービス１７０へのアクセ
スを提供してもよい。いくつかの実施形態では、ソーシャルネットワーキングサービス１
７０への全てのアクセスは企業ポータル１６０によって介在されてもよく、そこで、コマ
ースエンティティがソーシャルグラフ情報の一部または全部に直接アクセスしなくても、
コマースエンティティの代わりにソーシャルネットワーキングサービス１７０の情報が使
用および管理される。いくつかの実施形態では、コマースエンティティは自身のコマース
アカウントを使用してメッセージングサービス１４０に直接アクセスしてもよく、企業ポ
ータル１６０は消費者・企業間サービス１１０のビジネス機能に制限され、一般的なメッ
セージング機能（例、顧客とのメッセージング）は、企業ポータル１６０の介在なく、コ
マースフロントエンドサービス１９０とメッセージングサービス１４０との間の直接的な
ネットワーク通信を介して提供される。
【００１９】
　ユーザは、クライアントデバイス１２０上で実行するメッセージングエンドポイント１
２５のソフトウェアアプリケーションを使用して、消費者・企業間のメッセージングシス
テム１００に参加し、消費者・企業間サービス１１０と対話してもよい。クライアントデ
バイス１２０は、通例、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）フォン
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、または他のスマートフォンなど、従来の電話機能以上の機能を提供するソフトウェアア
プリケーションを実行することのできる携帯電話であるスマートフォンであってもよい。
メッセージングエンドポイント１２５は、消費者・企業間サービス１１０の一部を形成す
る特定のメッセージングサービス１４０に特に関連付けられていてもよく、または複数の
メッセージングサービスと対話するように作動する汎用メッセージングクライアントであ
ってもよい。メッセージングエンドポイント１２５は、メッセージングタスクおよびコマ
ースタスクを実施するために、消費者ポータル１５０およびメッセージングサービス１４
０の一方または両方と対話してもよい。
【００２０】
　コマースエンティティの担当者、従業員および／または代理人のアクションによるなど
、コマースエンティティは、コマースフロントエンドサーバ１９０を使用して、消費者・
企業間のメッセージングシステム１００に参加し、消費者・企業間サービス１１０と対話
してもよい。コマースフロントエンドサーバ１９０は、コマースエンティティが消費者・
企業間のメッセージングシステム１００に参加するために使用する任意のソフトウェアお
よびコンピュータハードウェアの両方または一方を備え得る。コマースフロントエンドサ
ーバ１９０は、メッセージングタスクおよびコマースタスクの実施のために、企業ポータ
ル１６０およびメッセージングサービス１４０の一方または両方と対話してもよい。コマ
ースフロントエンドサーバ１９０は、消費者・企業間のメッセージングシステム１００内
の企業のプレゼンスの管理者が使用するコンピューティングデバイス、購入されたサービ
スを行う従業員もしくは購入された製品を供給する従業員が使用するコンピューティング
デバイス、または消費者・企業間のメッセージングシステム１００に関係するタスクを行
うコマースエンティティの他のメンバーが使用するコンピューティングデバイスのために
、コマースエンティティ内の仲介者として機能または作用してもよい。
【００２１】
　ネットワーク１８０はコンピュータデバイス間でコンピュータ伝送を搬送するように作
動する任意の形態のコンピュータネットワークを備え得る。ネットワーク１８０はイント
ラネットおよびインターネットの一方または両方を含んでもよい。ネットワーク１８０は
、モバイルクライアントデバイス１２０に接続を提供するために使用されるように、セル
ラーデータおよびＷｉ－ＦｉデータネットワークまたはセルラーデータもしくはＷｉ－Ｆ
ｉデータネットワークを含み得る。
【００２２】
　消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザ間の対話から生成される知
識を使用してもよい。消費者・企業間のメッセージングシステム１００はソーシャルネッ
トワーキングサービスのコンポーネントを備えてもよく、ソーシャルネットワーキングサ
ービスのより幅広い対話から生成される知識を使用してもよい。このように、消費者・企
業間のメッセージングシステム１００およびより大きなソーシャルネットワーキングサー
ビスのユーザのプライバシーを保護するために、消費者・企業間のメッセージングシステ
ム１００は、ユーザがそのアクションを消費者・企業間のメッセージングシステム１００
によって記録させる、または、例えば、適切なプライバシー設定を設定することによって
他のシステム（例、サードパーティシステム）と共有させることをオプトインまたはオプ
トアウトするのを可能にする認可サーバ（または他の適したコンポーネント）を含み得る
。ユーザのプライバシー設定は、ユーザに関連付けられているどの情報を記録してもよい
か、ユーザに関連付けられている情報をどのように記録してもよいか、ユーザに関連付け
られている情報をいつ記録してもよいか、ユーザに関連付けられている情報を誰が記録し
てもよいか、ユーザに関連付けられている情報を誰と共有してもよいか、ユーザに関連付
けられている情報をどのような目的で記録または共有してもよいかを決定してもよい。認
可サーバまたは他の認可コンポーネントは、ブロッキング、データのハッシュ化、匿名化
、または他の適切な技術により、消費者・企業間のメッセージングシステム１００および
ソーシャルネットワーキングサービスの他の要素のユーザの１つまたは複数のプライバシ
ー設定を実施するために使用してもよい。例えば、ソーシャルネットワーキングサービス
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のユーザとソーシャルネットワーキングサービスとの間の対話を、メディアコンテンツの
プリファレンスおよびメディアコンテンツの異なる部分のプリファレンス間の関係を学習
するために使用してもよいが、これらの対話を学習プロセスの前に、またはその一部とし
て匿名化してもよい。
【００２３】
　図２は、ソーシャルグラフ２００の一実施例を示す。特定の実施形態において、ソーシ
ャルネットワーキングサービスは、ソーシャルネットワーキングサービス１７０を介して
ソーシャルグラフデータ構造として、１つまたは複数のソーシャルグラフ２００を１つま
たは複数のデータストアに記憶してもよい。
【００２４】
　特定の実施形態において、ソーシャルグラフ２００は、多数のユーザノード２０２およ
び多数の概念ノード２０４を含み得る多数のノードを含み得る。ソーシャルグラフ２００
は、ノード同士を接続する多数のエッジ２０６を含み得る。特定の実施形態では、ソーシ
ャルネットワーキングサービス、クライアントシステム、サードパーティシステム、また
は任意の他のシステムもしくはデバイスは、適切なアプリケーションのソーシャルグラフ
２００および関連ソーシャルグラフ情報にアクセスしてもよい。ソーシャルグラフ２００
のノードおよびエッジはデータオブジェクトとして、例えば、データストア（ソーシャル
グラフデータベースなど）に記憶してもよい。このようなデータストアは、ソーシャルグ
ラフ２００のノードまたはエッジの１つまたは複数の検索可能なまたはクエリ可能なイン
デックスを含み得る。
【００２５】
　特定の実施形態において、ユーザノード２０２はソーシャルネットワーキングサービス
のユーザに対応してもよい。限定ではないが、例として、ユーザは、ソーシャルネットワ
ーキングサービスと対話もしくは通信する、またはソーシャルネットワーキングサービス
を通じて対話もしくは通信する個人（人間のユーザ）、エンティティ（例、エンタープラ
イズ、企業、もしくはサードパーティアプリケーション）、または（例、個人もしくはエ
ンティティの）グループであってもよい。特定の実施形態では、ユーザがアカウントをソ
ーシャルネットワーキングサービスに登録すると、ソーシャルネットワーキングサービス
はユーザに対応するユーザノード２０２を作成し、ユーザノード２０２を１つまたは複数
のデータストアに記憶してもよい。本明細書に記載するユーザおよびユーザノード２０２
は、適切な場合、登録ユーザおよび登録ユーザに関連付けられているユーザノード２０２
をいう。追加的にまたは代替例として、本明細書に記載するユーザおよびユーザノード２
０２は、適切な場合、ソーシャルネットワーキングサービスに登録していないユーザをい
う。特定の実施形態において、ユーザノード２０２は、ユーザが提供する情報、またはソ
ーシャルネットワーキングサービスを含む様々なシステムが収集する情報に関連付けても
よい。限定ではないが、例として、ユーザは、その名前、プロフィール写真、連絡先情報
、誕生日、性別、婚姻状態、家族の状態、職業、学歴、プリファレンス、興味、またはそ
の他人口統計学的情報を提供してもよい。特定の実施形態では、ユーザノード２０２は、
ユーザに関連付けられている情報に対応する１つまたは複数のデータオブジェクトに関連
付けてもよい。特定の実施形態では、ユーザノード２０２は１つまたは複数のウェブペー
ジに対応してもよい。ユーザノード２０２は、ソーシャルネットワーキングサービスにお
けるユーザ用の固有ユーザ識別子に関連付けてもよい。
【００２６】
　特定の実施形態において、概念ノード２０４は概念に対応してもよい。限定ではないが
、例として、概念は場所（例えば、映画館、レストラン、ランドマーク、もしくは都市な
ど）、ウェブサイト（例えば、ソーシャルネットワークサービスに関連付けられているウ
ェブサイト、ウェブアプリケーションサーバに関連付けられているサードパーティウェブ
サイトなど）、エンティティ（例えば、人、企業、グループ、スポーツチーム、もしくは
有名人など）、ソーシャルネットワーキングサービス内もしくはウェブアプリケーション
サーバなどの外部のサーバ上に所在し得るリソース（例えば、オーディオファイル、ビデ
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オファイル、デジタルフォト、テキストファイル、構造化文書、もしくはアプリケーショ
ン）、不動産もしくは知的財産（例えば、彫刻、絵画、映画、ゲーム、楽曲、着想、写真
、もしくは著作物）、ゲーム、活動、着想もしくは理論、別の適切な概念、または２つ以
上のこのような概念に対応してもよい。概念ノード２０４は、ユーザが提供する概念の情
報またはソーシャルネットワーキングサービスを含む様々なシステムが収集する情報に関
連付けてもよい。限定ではないが、例として、概念の情報は、名称もしくはタイトル、１
つまたは複数の画像（例、本の表紙の画像）、場所（例、住所もしくは地理的な場所）、
ウェブサイト（ＵＲＬに関連付けられていてもよい）、連絡先情報（例、電話番号もしく
は電子メールアドレス）、その他適した概念情報、またはこのような情報の任意の適した
組合せを含み得る。特定の実施形態において、概念ノード２０４は、概念ノード２０４に
関連付けられている情報に対応する１つまたは複数のデータオブジェクトに関連付けても
よい。特定の実施形態では、概念ノード２０４は１つまたは複数のウェブページに対応し
てもよい。
【００２７】
　特定の実施形態では、ソーシャルグラフ２００のノードはウェブページ（これは「プロ
フィールページ」と呼ばれることがある）を表し、またはウェブページによって表されて
もよい。プロフィールページはソーシャルネットワーキングサービスによってホストされ
、またはソーシャルネットワーキングサービスにアクセス可能であってもよい。プロフィ
ールページは、サードパーティサーバに関連付けられているサードパーティウェブサイト
上でもホストされてもよい。限定ではないが、例として、特定の外部ウェブページに対応
するプロフィールページはその特定の外部ウェブページであってもよく、プロフィールペ
ージは特定の概念ノード２０４に対応してもよい。プロフィールページは他のユーザ全員
または選ばれた小集団によって閲覧可能であってもよい。限定ではないが、例として、ユ
ーザノード２０２は、対応するユーザがコンテンツを追加し、発表を行い、またはその他
自己を表現することのできる対応するユーザプロフィールページを有してもよい。企業ペ
ージ２０５などの企業ページは、コマースエンティティ用のユーザプロフィールページを
含み得る。限定ではないが、別の例として、概念ノード２０４は、特に概念ノード２０４
に対応する概念に関して、１名または複数名のユーザがコンテンツを追加し、発表を行い
、または自己を表現することのできる対応する概念プロフィールページを有してもよい。
【００２８】
　特定の実施形態において、概念ノード２０４は、サードパーティシステムがホストする
サードパーティウェブページまたはリソースを表してもよい。サードパーティウェブペー
ジまたはリソースは、他の要素の中でも特に、アクションもしくは活動を表すコンテンツ
、選択可能なアイコンもしくは他のアイコン、または他の対話可能なオブジェクト（これ
は例えば、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＡＪＡＸ、もしくはＰＨＰコードに実装
してもよい）を含み得る。限定ではないが、例として、サードパーティウェブサイトは、
「いいね！」、「チェックイン」、「食べる」、「お薦め」、または他の適したアクショ
ンもしくは活動などの選択可能なアイコンを含み得る。サードパーティウェブページを閲
覧するユーザは、アイコンの１つ（例、「食べる」）を選択して、クライアントシステム
にユーザのアクションを示すメッセージをソーシャルネットワーキングサービスに送信さ
せることにより、アクションを行ってもよい。メッセージに対応して、ソーシャルネット
ワーキングサービスは、ユーザに対応するユーザノード２０２とサードパーティウェブペ
ージまたはリソースに対応する概念ノード２０４との間にエッジ（例、「食べる」エッジ
）を作成し、エッジ２０６を１つまたは複数のデータストアに記憶してもよい。
【００２９】
　特定の実施形態において、ソーシャルグラフ２００の１対のノードは１つまたは複数の
エッジ２０６によって互いに接続されてもよい。１対のノードを接続するエッジ２０６は
その１対のノード間の関係を表してもよい。特定の実施形態において、エッジ２０６は、
１対のノード間の関係に対応する１つまたは複数のデータオブジェクトまたは属性を含み
、または表してもよい。限定ではないが、例として、第１ユーザは、第２ユーザが第１ユ
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ーザの「友達」であることを示してもよい。この表示に応答して、ソーシャルネットワー
キングサービスは第２ユーザに「友達申請」を送信してもよい。第２ユーザが「友達申請
」を確認すると、ソーシャルネットワーキングサービスはソーシャルグラフ２００で第１
ユーザのユーザノード２０２を第２ユーザのユーザノード２０２に接続するエッジ２０６
を作成し、エッジ２０６をソーシャルグラフ情報として１つまたは複数のデータストアに
記憶してもよい。図２の実施例では、ソーシャルグラフ２００は、ユーザ「アマンダ」と
ユーザ「ドロシー」のユーザノード２０２間の友達関係を示すエッジ２０６を含む。本開
示は特定のユーザノード２０２を接続する特定の属性をもつ特定のエッジ２０６を記載ま
たは例示するが、本開示はユーザノード２０２を接続する任意の適した属性をもつ任意の
適したエッジ２０６を企図する。限定ではないが、例として、エッジ２０６は交友関係、
家族関係、仕事関係もしくは雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、ビジター関係、加
入者関係、上下関係、互恵関係、非互恵関係、別の適した種類の関係、または２つ以上の
このような関係を表してもよい。また、本開示は、全体として、ノードを接続されている
ものとして記載しているが、本開示はユーザまたは概念も接続されるものとして記載する
。本明細書において、ユーザまたは概念が接続されるというとき、適切な場合、そのユー
ザまたは概念に対応するノードがソーシャルグラフ２００において１つまたは複数のエッ
ジ２０６によって接続されることをいう。
【００３０】
　特定の実施形態において、ユーザノード２０２と概念ノード２０４との間のエッジ２０
６は、ユーザノード２０２に関連付けられているユーザが概念ノード２０４に関連付けら
れている概念に対して行う特定のアクションまたは活動を表してもよい。限定ではないが
、例として、図２に図示するように、ユーザはある概念について、「いいね！を表明する
」、「出席した」、「再生した」、「聴いた」、「料理した」、「勤務した」、または「
見た」のであってもよく、そのそれぞれが、あるエッジタイプまたはサブタイプに対応し
てもよい。概念ノード２０４に対応する概念プロフィールページは、例えば、選択可能な
「チェックイン」アイコン（例えば、クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）、
または選択可能な「お気に入りに追加」アイコンを含み得る。同様に、ユーザがこれらの
アイコンをクリックした後、ソーシャルネットワーキングサービスは、それぞれのアクシ
ョンに対応するユーザのアクションに応答して、「お気に入り」エッジまたは「チェック
イン」エッジを作成してもよい。限定ではないが、別の例として、ユーザ（ユーザ「カー
ラ」は特定のアプリケーション（オンラインミュージックアプリケーションのＳＰＯＴＩ
ＦＹ）を使用して特定の楽曲（「アクロス・ザ・シー」）を聴いた可能性がある。この場
合、ソーシャルネットワーキングサービスは、ユーザがその楽曲を聴いて、そのアプリケ
ーションを使用したことを示すために、ユーザに対応するユーザノード２０２と楽曲およ
びアプリケーションに対応する概念ノード２０４との間に「聴いた」エッジ２０６および
「使用した」エッジ（図２に図示する）を作成してもよい。また、ソーシャルネットワー
キングサービスは、その特定の楽曲がその特定のアプリケーションによって再生されたこ
とを示すために、楽曲およびアプリケーションに対応する概念ノード２０４間に「再生し
た」エッジ２０６（図２に図示する）を作成してもよい。この場合、「再生した」エッジ
２０６は外部アプリケーション（ＳＰＯＴＩＦＹ）が外部オーディオファイル（楽曲「ア
クロス・ザ・シー」）に対して行ったアクションに対応する。本開示はユーザノード２０
２と概念ノード２０４とを接続する特定の属性をもつ特定のエッジ２０６を記載するが、
本開示はユーザノード２０２と概念ノード２０４とを接続する任意の適した属性をもつ任
意の適したエッジ２０６を企図する。また、本開示は、単一の関係を表すユーザノード２
０２と概念ノード２０４との間のエッジを記載するが、本開示は１つまたは複数の関係を
表すユーザノード２０２と概念ノード２０４との間のエッジを企図する。限定ではないが
、例として、エッジ２０６は、ユーザが特定の概念について「いいね！」を表明したこと
および使用したことの両方を表してもよい。代替的に、別のエッジ２０６がユーザノード
２０２と概念ノード２０４との各タイプの関係（または多数の単一の関係）を表してもよ
い（図２に図示するように、ユーザ「エドウィン」のユーザノード２０２と「ＳＰＯＴＩ
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ＦＹ」の概念ノード２０４との間）。
【００３１】
　特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキングサービスは、ソーシャルグラフ
２００にユーザノード２０２と概念ノード２０４との間のエッジを作成してもよい。限定
ではないが、例として、概念プロフィールページを閲覧するユーザは（例えば、ウェブブ
ラウザまたはユーザのクライアントシステムがホストする特定用途向けアプリケーション
を使用することによってなど）、「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することに
よって、概念ノード２０４で表される概念が好きであることを示してもよく、「いいね！
」アイコンは、ユーザのクライアントシステムに、概念プロフィールページに関連付けら
れている概念をユーザが好きであることを示すメッセージをソーシャルネットワーキング
サービスに送信させてもよい。メッセージに応答して、ソーシャルネットワーキングサー
ビスは、ユーザと概念ノード２０４との間の「いいね！」エッジ２０６で図示されるよう
に、ユーザに関連付けられているユーザノード２０２と概念ノード２０４との間にエッジ
２０６を作成してもよい。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキングサービ
スはエッジ２０６を１つまたは複数のデータストアに記憶してもよい。特定の実施形態に
おいて、エッジ２０６は、特定のユーザのアクションに応答して、ソーシャルネットワー
キングサービスによって自動的に形成されてもよい。限定ではないが、例として、第１ユ
ーザが写真をアップロードし、映画を鑑賞し、または楽曲を聴く場合、第１ユーザに対応
するユーザノード２０２とこれらの概念に対応する概念ノード２０４との間にエッジ２０
６が形成されてもよい。本開示は特定のエッジ２０６を特定の方法で形成することを記載
するが、本開示は任意の適したエッジ２０６を任意の適した方法で形成することを企図す
る。
【００３２】
　図２に図示するように、ユーザ「デービッド」は、そのユーザノードと「バーント・ブ
リューズ」企業のユーザノードとの間に「購入した」エッジを有する。このエッジは、図
２Ｂに関して説明するアクションの結果として行われた購入に応答して作成されたもので
あろう。このエッジの存在は、消費者・企業間のメッセージングシステム１００に対して
、ユーザ「デービッド」が企業「バーント・ブリューズ」とのビジネス関係に自発的に関
わったことを示し得る。このコマースエッジの存在はコマースエンティティ「バーント・
ブリューズ」にユーザ「デービッド」にメッセージを送信することを認可してもよい。
【００３３】
　ソーシャルグラフ２００は複数の製品ノードをさらに含み得る。製品ノードは特定の企
業に関連付けられていてもよい特定の製品を表してもよい。企業は消費者・企業間サービ
ス１１０に製品カタログを提供してもよく、そのため消費者・企業間サービス１１０はソ
ーシャルグラフ２００の製品内の各製品を表してもよく、各製品は個別の製品ノードにあ
る。製品ノードは、価格情報、説明情報、製造者情報、在庫情報、および他の関連情報な
ど、製品に関わる情報を含み得る。例えば、レストランのメニューに掲載される品目のそ
れぞれをソーシャルグラフ２００内で、品目のそれぞれを記述する製品ノードを用いて表
してもよい。製品ノードは、エッジによって、製品を提供する企業にリンク付けしてもよ
い。多数の企業が１つの製品を提供する場合、各企業は自らの製品提供に関連付けられて
いる個別の製品ノードを有してもよく、またはそれぞれ同じ製品ノードにリンク付けして
もよい。製品ノードは、エッジによって、製品を購入した、評価した、所有した、推奨し
ている、または閲覧した各ユーザに、関係の性質（例、購入した、評価した、所有してい
る、推奨した、閲覧した、またはその他の関係）を記述するエッジを用いてリンク付けし
てもよい。製品ノードのそれぞれは、リンク付けされた加盟店企業であることによって、
グラフＩＤおよび関連加盟店ＩＤに関連付けてもよい。そのため、ある企業から入手可能
な製品は、ソーシャルグラフ２００内の企業のユーザノードにリンク付けされている入手
可能な製品ノードを検索することによって、ユーザに通信されてもよい。製品ノードに関
する情報は、参照製品に関する情報をカプセル化する製品オブジェクトとして、メッセー
ジングサービス１４０によって操作されてもよい。
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【００３４】
　企業メッセージング
　人々は、オンラインコマースを含め、オンライン（インターネットベースの）取引およ
び対話の便利さと融通性を享受している。ユーザはオンラインエンティティとの対話に関
わることがあり（例えば、コマースエンティティからの製品またはサービスの購入）、当
事者の一方または双方が、購入したサービスの履行を明確にすること、または関連製品の
購入を提案することなど、対話に関するフォローアップを望んでいる可能性がある。しか
しながら、ユーザは、不要な販促を送信しようとするなど（つまり、「スパム」）、確立
した関係をもたないオンラインエンティティに付きまとわれないようにすることを望んで
いることがある。
【００３５】
　このように、ユーザは、異なるエンティティ間の関係を表すソーシャルグラフデータ構
造によって追跡されることから恩恵を受けることができる。ユーザが加入するメッセージ
ングシステム用の企業ポータルは、ソーシャルグラフデータ構造を参照して、オンライン
エンティティがメッセージングシステムを通じてユーザに連絡を取ることを許されている
かどうかを決定してもよい。企業ポータルは、ユーザへのメッセージングアクセスをユー
ザが十分な既存の関係を有するオンラインエンティティのみに制限することによって、ユ
ーザのプライバシーを守ってもよい。十分な既存の関係は、ユーザが企業への関わり合い
に関心があることを示す、要求される通信の受信の前に確立されている関係に対応しても
よい。十分な関係の例は、エンティティとの商取引に以前に関わったことがあること、エ
ンティティとの商取引に最近関わったこと、ソーシャルネットワーキングサービスでエン
ティティに「いいね！」を表明しもしくはエンティティをフォローしていたこと、または
エンティティに関するユーザによる他の形態の明示的な挙動を含み得る。いくつかの場合
には、黙示的なつながり（例えば、メッセージング会話で取引の協議をする）は、十分な
関係が存在するかどうかの評価に寄与することがある。
【００３６】
　そのため、企業は顧客と個人的にコミュニケーションを取り、サービスを提供すること
ができ得る。企業は、顧客との個人的な会話を作成してもよい。企業は成長中のプラット
フォームで顧客と個人的にコミュニケーションを取ることができる。企業は、電子メール
の書式付きの（リッチ）プレゼンテーションと高い信号プッシュ性を組み合わせた、書式
付きの美しいメッセージを使用してもよい。企業は、企業が顧客の電話に直接メッセージ
を適時に送信できるようにするプッシュ可能なリアルタイムチャネルからサービスを提供
されてもよく、企業は常に活動しながら、読み出し、基本的なアクションを取ることがで
きる。企業は、人々が別のサイトにログインしたり別のアプリをインストールしたりしな
くても、タップして、アクションを取ることができるメッセージを付けて、会話を改善す
るアクション可能なメッセージを送信してもよい。企業は、ウェブとモバイルにわたって
統一されたおよびパーソナライズされた単一の会話で顧客との信頼を構築することができ
るプラットフォームで、個人的な接触を行ってもよい。
【００３７】
　そのため、人々は友達と話すように企業とコミュニケーションを取ることができ得る。
これらの会話は１ヶ所で行ってもよく、人々はメッセージングエンドポイントで単一の会
話で企業とコミュニケーションを取る。人々は、電子メールを読み返したり電話連絡した
りしなくても、企業からの、注文確認や出荷状態を含む重要なメッセージを受信すること
により時間を節約し得る。人々は、ウェブリンクをナビゲートしたり、追加のアプリをイ
ンストールしたり、またはパスワードを思い出したりしなくても、同じ会話の中で、自分
の注文の修正、追跡または返品など、基本的なアクションを取ることによってアクション
を取り得る。人々は、カスタマーサポートから製品の在庫状況まで、質問を企業にメッセ
ージとして送ることにより質問をし、友達と話すように素早い返事をもらい得る。
【００３８】
　このことは顧客および企業の双方にいくつかの利点を提供し得る。人は企業のサイトで
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チェックアウトフローを完了すると、メッセージングエンドポイントで、企業との会話を
開始することができるであろう。人が一旦同意すると、企業は、注文確認や出荷状況を含
めて、メッセージングエンドポイントで注文の更新情報をその人に送信することができる
。その人は会話の中で直接、基本的なアクション（例、注文の修正、追跡、または返品）
を取ることもできる。さらに、これもまた会話の中で直接、人は注文に関する自由形式の
質問または他の質問（例、「サイズＳのザ・コットンＶはありますか？」）を企業に尋ね
、企業からの素早い返事を受信することができる。人々はカスタマーサービスのライブチ
ャットからも会話を開始することができるであろう。人々は、現在もしくは過去の検索ク
エリに応答した検索フィールドから（例、最新の検索結果で指定されたエリア、過去に閲
覧したページ等から）企業とスレッドを開始してソーシャルメディアサイトから企業への
メッセージングを開始するか、現在もしくは過去の検索クエリに応答した検索フィールド
から（例、最新の検索結果で指定されたエリア、過去に閲覧したページ等から）企業とス
レッドを開始するかもしくはソーシャルメディアサイトから企業へのメッセージングを開
始することもできる。これらは人がメッセージングエンドポイントで企業との会話を開始
するやり方の数例にすぎず、他のやり方も同様に存在することが理解されるであろう。実
施形態は、この文脈に限定されない。
【００３９】
　実施形態は、人々と企業との間のコミュニケーションを向上させる。企業用のページは
メッセージングアプリケーションに統合されるので、企業との全てのコミュニケーション
は、エントリポイントに関係なく、メッセンジャーで単一の会話に統一される。ページは
ソーシャルメディアにおける企業のアイデンティティを表してもよく、多様なソーシャル
メディアおよび非ソーシャルメディアのアプリケーションおよびサービスにシームレスに
統合されてもよい。メッセージングアプリケーションは幅広い範囲の企業に役立つ通信ツ
ールを提供する。企業はＡＰＩセットからリアルタイムで、書式付きかつアクション可能
なメッセージを人に送信することができる。その結果、本明細書の実施形態は、ユーザ、
および企業などのオンラインエンティティにとってメッセージングサービスの有用性を広
げながら、ユーザのプライバシーを改善することができる。
【００４０】
　図３Ａは、企業ページ３０５を表示するメッセージングエンドポイント１２５用のユー
ザインタフェース３００の一実施形態を示す。
　企業ページ３０５は、例示のコーヒー店であるコマースエンティティ「バーント・ブリ
ューズ」に関する情報を表示してもよい。企業ページ３０５は、コマースエンティティの
実店舗の場所、実店舗の場所の営業時間、コマースエンティティ（例、コマースエンティ
ティの担当者）が消費者・企業間のメッセージングシステム１００を通じてメッセージン
グに対応できる時間帯、のうちの１つまたは複数など、コマースエンティティに関する情
報を含み得る。企業ページ３０５は、ソーシャルグラフで表されるように、ソーシャルネ
ットワーク内でこのコマースエンティティに「いいね！を表明した」または「フォローし
ている」閲覧ユーザの友達リストなど、このコマースエンティティに関するソーシャルネ
ットワーキング情報を含み得る。
【００４１】
　企業ページ３０５は注文制御部３１０を含み得て、注文制御部３１０はクライアントデ
バイス１２０上でコマースエンティティから注文するための注文インタフェースをインス
タンス化するよう作動する。
【００４２】
　企業ページ３０５はメッセージング制御部３１５を含み得て、メッセージング制御部３
１５は、クライアントデバイス１２０上でコマースエンティティとメッセージのやり取り
をするためのメッセージングインタフェースをインスタンス化するよう作動する。
【００４３】
　図３Ｂは、注文ページ３３０を表示するメッセージングエンドポイント１２５用のユー
ザインタフェース３２５の一実施形態を示す。
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　注文ページ３３０は、注文を構成してコマースエンティティに提出するための情報およ
び制御部を表示してもよい。注文選択制御部３３５は、ユーザが製品またはサービスを構
成する１つまたは複数の製品および／またはサービスおよび／またはオプションを選択す
ることができるようにしてもよい。注文ページ３３０は、選択した１つまたは複数の製品
およびサービスまたは製品もしくはサービス、および／または選択した製品およびサービ
スのオプションまたは製品もしくはサービスのオプションを含む注文をユーザが提出する
ことを可能にする発注制御部３４０を備え得る。
【００４４】
　図３Ｃは、消費者・企業間のメッセージング対話を表示するメッセージングエンドポイ
ント１２５用のユーザインタフェース３５０の一実施形態を示す。
　消費者・企業間のメッセージング対話は発注メッセージ３６０を含み得て、発注メッセ
ージ３６０は、注文ページ３３０を使用して構成および提出された注文を要約する。発注
メッセージ３６０は、消費者・企業間サービス１１０が生成し、この仲介サービスの観点
から対話を要約した自動メッセージであってもよい。発注メッセージ３６０は、注文した
ユーザの名前、注文したユーザの好適な呼び方、および注文したユーザの他の個人の詳細
など、消費者・企業間サービス１１０によって提供される情報を含み得る。
【００４５】
　消費者・企業間のメッセージング対話は企業注文確認メッセージ３６２を含み得る。企
業注文確認メッセージ３６２はコマースフロントエンドサーバ１９０から消費者・企業間
サービス１１０によって受信されて、コマースエンティティによって生成されたものであ
ってもよい。企業注文確認メッセージ３６２は、受信した注文に応答して、コマースエン
ティティのコンピューティングデバイスが自動的に生成する自動生成メッセージに対応し
てもよい。
【００４６】
　消費者・企業間のメッセージング対話は企業クエリメッセージ３６４を含み得る。企業
クエリメッセージ３６４は、注文された製品またはサービスの受け渡しで使用するために
、注文したユーザに対してカスタマイズに関するクエリまたはコマースエンティティから
のいくつかの他のクエリを含み得る。企業クエリメッセージ３６４は、依頼された注文の
遂行に関わるコマースエンティティのメンバーが入力する手動入力メッセージを含み得る
。注文を受領してからコマースエンティティがユーザにメッセージを送信できることは、
依頼された注文の遂行を助けるためにユーザとコマースエンティティとの間で自然な会話
式のダイアログを可能にすることから、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
の重要な利点を表し得る。
【００４７】
　消費者・企業間のメッセージング対話はユーザ応答メッセージ３６６を含み得る。ユー
ザ応答メッセージ３６６は、クエリに回答する企業クエリメッセージ３６４に対する応答
を含み得る。
【００４８】
　消費者・企業間のメッセージング対話は企業応答メッセージ３６８を含み得る。企業応
答メッセージ３６８は、ユーザの応答を受信したことと、それに従う旨の人間の肯定応答
とを含み得る。
【００４９】
　消費者・企業間のメッセージング対話は企業注文フルフィルメントメッセージ３７０を
含み得る。企業注文フルフィルメントメッセージ３７０は、注文の処理が完了した旨のユ
ーザへの通知を含み得る。物理的な対話（例、対面サービスの受領、物理的な製品の受領
）が要求される場合、企業注文フルフィルメントメッセージ３７０は製品またはサービス
を受領することのできる実店舗の場所のリマインダーを含み得る。企業注文フルフィルメ
ントメッセージ３７０は、コマースエンティティのメンバーからフルフィルメントの準備
が整っている、または履行された旨が示されることに応答して、自動的に生成されてもよ
い。この自動生成は、製品またはサービスを受領する実店舗の場所および注文した製品ま
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たはサービスのリマインダーなどの詳細を自動的に含み得る。
【００５０】
　図４は、注文依頼を処理する消費者・企業間サービス１１０の一実施形態を示す。
　消費者・企業間サービス１１０用の消費者ポータル１５０は、コマース仲介サーバのネ
ットワークインタフェースにおいて、クライアントデバイス１２０から注文依頼パッケー
ジ４２０を受信してもよく、注文依頼パッケージ４２０はユーザアカウントとコマースア
カウントとを指定し、ユーザアカウントはソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンテ
ィティに関連付けられており、コマースアカウントはソーシャルグラフデータ構造内のコ
マースエンティティに関連付けられている。コマース仲介サーバは、注文依頼パッケージ
４２０を、企業ポータルを介してコマースエンティティのコマースフロントエンドサーバ
１９０に送信してもよい。いくつかの場合には、注文依頼パッケージ４２０は、注文依頼
パッケージ４２０によって表される注文依頼のフルフィルメントを促進するため、消費者
・企業間サービス１１０によって追加される情報で補足されてもよい。
【００５１】
　消費者・企業間サービス１１０は、注文依頼パッケージ４２０に基づいて、金融取引サ
ーバと金融取引を行ってもよい。金融取引は、ユーザアカウントに関連付けられているク
レジットカードに請求すること、ユーザアカウントに関連付けられているデビットカード
に請求すること、ユーザアカウントに関連付けられているクレジット口座から引き落とす
こと、および金融取引を行うための他の技術、のうちの１つまたは複数を含み得る。消費
者・企業間サービス１１０は、金融取引に関する金融取引記録を、コマースフロントエン
ドサーバ１９０に注文依頼パッケージ４２０を送信する前に、注文依頼パッケージ４２０
に挿入してもよい。いくつかの実施形態では、デフォルトの支払構成を使用してもよい。
消費者・企業間サービス１１０はユーザアカウントに関するデフォルトの支払構成記録を
取り出して、デフォルトの支払構成記録を使用して金融取引を行ってもよい。代替的に、
注文依頼パッケージ４２０はどの形態の金融取引を行うべきかを示す支払構成記録を含み
得て、金融取引を行うときに使用するための金融取引情報（例、クレジットカード番号）
も含み得る。
【００５２】
　統合メッセージング・支払システムは、製品またはサービスの購入のために支払取引の
処理に便宜を提供することができる。具体的には、統合メッセージング・支払システムは
、ユーザが、メッセージングエンドポイント１２５内で製品またはサービスを購入するた
めに、加盟店と支払取引を行うことができるようにする。例えば、消費者・企業間のメッ
セージングシステム１００は、ユーザが、メッセージングエンドポイント１２５を介して
加盟店と通信しながら、加盟店と支払取引を開始できるようにすることができる。このよ
うに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがユーザのクライアン
トデバイス１２０（例、スマートフォンなどのモバイルデバイス）から、製品に関する問
い合わせおよび製品の購入の両方または一方を行うために、加盟店と簡単に対話すること
を可能にすることができる。
【００５３】
　さらに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００の実施形態は、ユーザへの返
金処理の方法を簡素化することができる。例えば、消費者・企業間のメッセージングシス
テム１００は、メッセージングエンドポイント１２５を介して、加盟店がユーザに返金す
る方法を提供することができる。具体的には、消費者・企業間のメッセージングシステム
１００は、ユーザと加盟店との間のメッセージングスレッドを、ユーザと加盟店との間の
支払取引に結び付けられている取引識別子に関連付けることによって、ユーザがメッセー
ジングエンドポイント１２５内から加盟店からの返金を請求できるようにすることができ
る。このように、加盟店は、通話または対面で機密情報（例、カード番号）を加盟店に与
えるようユーザに要求しなくても、ユーザに返金することができる。
【００５４】
　１つまたは複数の実施形態によると、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
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は、ユーザが多様な支払方法により加盟店に支払を行うことができるようにする。具体的
には、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザが加盟店との支払取引
で使用するために、複数の支払クレデンシャルをシステムに登録できるようにすることが
できる。例えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがメッセー
ジングエンドポイント１２５を使用して加盟店の製品に対する支払を行うために、複数の
登録済みの支払クレデンシャルのうちの１つまたは複数を選択できるようにすることがで
きる。さらに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、加盟店が、加盟店の
プリファレンスまたは要件に基づいて、複数の異なる支払のオプションをユーザに提供で
きるようにしてもよい。このように、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、ユーザと加盟店との間の電子的支払取引において、支払方法の多様性を提供することが
できる。
【００５５】
　さらに、システムは、消費者が機密な金融情報（例、クレジットカード番号、当座預金
番号）を加盟店に提供する必要なく、製品またはサービスに対する支払を加盟店に行うこ
とができるようにする。このように、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、強化されたセキュリティをユーザに提供することができる。具体的には、ユーザは、新
規の加盟店を訪問するときに、詐欺による恐怖を回避することができる。
【００５６】
　消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、加盟店にとってもセキュリティを
強化することができる。具体的には、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、ソーシャルネットワーキングシステムが消費者に関して維持する情報に基づいて、リス
クチェックを行うことができる。消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、消
費者が既知の詐欺師である場合、またはシステムが維持する消費者もしくは加盟店に関す
る情報に基づいて支払が詐欺によるものと思われる場合、支払を拒否することができる。
【００５７】
　ユーザが電子的通信をやり取りできることに加えて、消費者・企業間のメッセージング
システム１００は、ユーザ同士が互いに金銭的な支払を送受信できるようにすることがで
きる。１つまたは複数の実施形態では、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
は、ユーザが支払メッセージを明示して、加盟店ユーザに送信できるようにする。例えば
、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがメッセージングサービス
１４０を介して企業に支払を送信できるようにする。同様に、企業は支払の通知を受信し
、支払を収受または拒否することができる。企業は消費者・企業間のメッセージングシス
テム１００と通信して、ユーザ（つまり、そのアカウント）間の支払を容易にする取引を
調整することができる。
【００５８】
　１つまたは複数の実施形態では、例えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１
００は支払ネットワークと通信して、取引を認可および処理することができる。例えば、
消費者・企業間のメッセージングシステム１００は取引を支払ゲートウェイシステムに送
信することができる。支払ゲートウェイシステムが取引を受信したら、支払ゲートウェイ
システムはその取引を、支払加盟店ユーザの加盟店銀行が使用するプロセッサ（例、支払
処理システム）に送信することができる。支払方法（例、消費者ユーザの口座）に基づい
て、支払処理システムはその取引を適切なカードネットワークシステムに送信することが
できる。多くの場合、カードネットワークシステムはさらにその取引を発行銀行システム
に送信する。
【００５９】
　発行銀行システムは取引の承認または拒否のいずれかを行い、その決定をカードネット
ワークシステムに送り返す。次いで、カードネットワークはその決定を支払処理システム
に送信する。次いで、支払処理システムはその決定を支払ゲートウェイシステムに転送す
ることができ、１つまたは複数の実施形態では、支払ゲートウェイシステムは取引および
決定に関係する詳細を維持することができる。また、支払処理システムはその決定を消費
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者・企業間のメッセージングシステム１００にも送信する。
【００６０】
　取引を認可することに加えて、支払ネットワークは決済タスクも行うことができる。例
えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は支払ゲートウェイシステムと調
整して、加盟店銀行の好適な支払処理システムを介して、キャプチャした１つまたは複数
の取引を含む毎日の決済バッチを加盟店銀行に提出することができる。支払処理システム
はさらに決済バッチを加盟店銀行のサーバに送信し、加盟店銀行は決済バッチ内の各取引
の金額の預入を、加盟店に関連付けられている口座に記録する。
【００６１】
　次いで、加盟店銀行は、預入金額に充てる資金要求を支払処理システムに送信すること
ができ、支払処理システムは資金要求を適切なカードネットワークシステムに渡す。次い
で、カードネットワークシステムは資金要求を発行銀行システムに送信する。発行銀行シ
ステムは取引を消費者ユーザの口座に記帳し、資金の払い出しをカードネットワークシス
テムに渡し、次いで支払処理システムへと渡された後さらに加盟店銀行に渡される。
【００６２】
　コマース仲介サーバのソーシャルグラフデータ構造コンポーネントは、一般に、コマー
ス仲介サーバがクライアントデバイス１２０から注文依頼パッケージ４２０を受信したこ
とに応答して、ソーシャルグラフデータ構造内においてユーザエンティティとコマースエ
ンティティとの間にコマースエッジを作成するように構成されてもよく、コマースエッジ
は注文依頼パッケージ４２０に関連付けられている。
【００６３】
　メッセージングサービス１４０の一部として動作するメッセージングサーバは、企業ポ
ータル１６０を介してなど、注文応答メッセージ４３０を含むメッセージパッケージを受
信してもよく、メッセージパッケージはユーザアカウントを宛先に指定されて、メッセー
ジパッケージはコマースフロントエンドサーバ１９０から受信される。メッセージングサ
ーバはコマースフロントエンドサーバ１９０がユーザアカウントにメッセージを送信する
ことを認可されているかを、ソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンティティとコマ
ースエンティティとの間のコマースエッジに基づいて決定してもよい。
【００６４】
　メッセージングサーバは、ソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンティティとコマ
ースエンティティとの間のコマースエッジに基づき、コマースフロントエンドサーバ１９
０がユーザアカウントにメッセージを送信することを認可されているとの決定に基づいて
、メッセージパッケージをクライアントデバイス１２０に送信してもよい。いくつかの実
施形態では、ユーザにメッセージを送信することをコマースエンティティに認可するのに
十分な関係がユーザアカウントとコマースエンティティとの間に存在するかどうかを示す
ソーシャルグラフ情報４６０に基づいて、企業ポータル１６０がアクセス制御を行うこと
ができるように、コマースフロントエンドサーバ１９０がメッセージングシステムにアク
セスするのに企業ポータル１６０を使用することが要求されるときには、メッセージパッ
ケージはコマースフロントエンドサーバ１９０からコマース仲介サーバを介してメッセー
ジングサーバで受信されてもよい。
【００６５】
　いくつかの場合には、メッセージパッケージは、注文依頼パッケージ４２０に応答する
注文フルフィルメントパッケージを含み得る。注文フルフィルメントパッケージは、注文
依頼パッケージ４２０によって請け負われたオンラインサービスの処理が完了したことを
示すオンラインフルフィルメント通知を含み得る。注文フルフィルメントパッケージは、
注文依頼パッケージ４２０によって請け負われた対面サービスまたは直接引き取り製品の
うちの少なくとも１つが、特定の場所での受け取りの準備ができていることを示す、対面
フルフィルメント通知を含み得る。注文フルフィルメントパッケージはマシン可読光学ラ
ベルを含み得て、マシン可読光学ラベルは、注文依頼パッケージ４２０によって表される
注文依頼に割り当てられている注文識別子を符号化する。マシン可読光学ラベルは、ユー
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ザが製品またはサービスの正規の受取人として自らの身元を証明するために、製品または
サービスが履行される実店舗の場所で自分のクライアントデバイス１２０に表示してもよ
い。
【００６６】
　いくつかの場合には、複数の場所（例、フランチャイズの場所）からコマースエンティ
ティの特定の場所が、クライアントデバイス１２０の場所に基づいて選択されてもよい。
いくつかの場合には、注文依頼はクライアントデバイス１２０の場所に基づいてカスタマ
イズされてもよい。消費者・企業間サービス１１０はクライアントデバイス１２０の地理
的な場所を受信し、受信した地理的な場所に基づいて、１つまたは複数の製品のオプショ
ンの中から少なくとも１つを自動的に選択してもよい。デバイスの場所４５０は位置に基
づくサービスサーバ４４０を介して送信されてもよい。
【００６７】
　ソーシャルグラフデータ構造内においてユーザエンティティとコマースエンティティと
の間に存在するコマースエッジは、ユーザに販促物（例、セールの告知）を送信するとき
にコマースエンティティを認可するために使用してもよい。消費者・企業間サービス１１
０はコマース仲介サーバ１９０から販促パッケージを受信してもよく、販促パッケージは
１つまたは複数のユーザ選択属性を定義する。消費者・企業間サービス１１０はユーザ選
択属性に基づいてユーザアカウントを選択してもよい。消費者・企業間サービス１１０は
、ソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンティティとコマースエンティティとの間の
コマースエッジに基づいて、ユーザアカウントへの販促パッケージの送信を認可してもよ
い。消費者・企業間サービス１１０は、販促パッケージの送信の認可に基づいて、販促パ
ッケージ付きのメッセージをユーザアカウントに送信してもよい。
【００６８】
　注文応答メッセージ４３０はアクション可能要素を含み得る。アクション可能要素は、
注文の修正、注文の追跡および注文の返品のうちの１つまたは複数へのアクセスを提供す
る１つまたは複数の制御部を含み得る。これらのアクション可能要素のいくつかは、自動
アクションを開始する制御部を提供するなど、自動的に行ってもよい。例えば、追跡制御
部は追跡情報の自動返送を促してもよい。追跡情報はメッセージング会話の流れの中で返
送されて、メッセージング会話のやり取りの流れの中で単に別のエントリとして表示して
もよい。
【００６９】
　いくつかの場合には、ユーザは企業とのメッセージングを開始してもよいことは理解さ
れるであろう。例えば、ユーザはコマースエンティティ用の企業ページまたはソーシャル
ネットワーキングページ上のメッセージ制御部を選択してもよい。ユーザは、例えば、注
文を開始する前に、製品またはサービスに関する質問をするために、メッセージングを開
始してもよい。
【００７０】
　図５は、フォロー要求５２０を処理する消費者・企業間サービス１１０の一実施形態を
示す。
　いくつかの場合では、ユーザは、ソーシャルネットワーキングサービスの検索によるな
ど、ソーシャルネットワーキングサービス１７０でコマースエンティティを見つけてもよ
い。ユーザは、地元企業の検索、推奨企業の検索、キーワードもしくは企業の名称を使用
した企業の検索により、または企業を見つけるための他の技術に従って、コマースエンテ
ィティを見つけてもよい。ユーザはソーシャルネットワーキングサービス１７０でコマー
スエンティティを「フォローする」選択をしてもよい。
【００７１】
　企業ページ３０５および注文ページ３３０の両方または一方を表示することは、企業ア
プリケーションパッケージ５３０からデータにアクセスすることに関わってもよく、企業
アプリケーションパッケージ５３０は、企業の連絡先情報、企業の製品情報（例、製品リ
スト、製品のオプション）、企業のサービス情報（例、サービスリスト、サービスのオプ



(24) JP 6703003 B2 2020.6.3

10

20

30

40

50

ション）、ならびに企業および企業との対話に関係する他の情報のうちの１つまたは複数
を定義する。企業アプリケーションパッケージは、注文依頼パッケージ４２０に関して注
文依頼フォーマットおよび注文依頼オプションを定義してもよい。企業の製品情報は、製
品の価格を含み得る。企業のサービス情報は、サービスの価格を含み得る。
【００７２】
　企業アプリケーションパッケージ５３０は、コマースエンティティに関連付けられてい
るアドレス情報、コマースエンティティに関連付けられている連絡先情報、およびコマー
スエンティティに関連付けられている製品目録のうちの１つまたは複数を含み得る。企業
アプリケーションパッケージ５３０は、コマースエンティティに関連付けられている製品
目録を含み得て、製品目録は複数の製品を含み、製品のそれぞれが価格に関連付けられて
おり、複数の製品のうちの１つまたは複数が、１つまたは複数の製品オプションに関連付
けられている。
【００７３】
　消費者・企業間サービス１１０は企業アプリケーションパッケージ５３０をクライアン
トデバイス１２０に送信してもよい。企業アプリケーションパッケージ５３０は、クライ
アントデバイス１２０から受信するフォロー要求５２０に応答して、クライアントデバイ
ス１２０に送信されてもよい。消費者・企業間サービス１１０は、ユーザアカウントに対
するページフォロー要求５２０を受信し、受信したページフォロー要求５２０に応答して
、ソーシャルグラフデータ構造内においてソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンテ
ィティとコマースエンティティとの間にフォローエッジを作成し、ページフォロー要求５
２０に基づいて企業アプリケーションパッケージ５３０をクライアントデバイス１２０に
送信してもよい。
【００７４】
　いくつかの場合では、企業は、企業の物理的な近接性に基づいて、ユーザに販促しても
よい。例えば、コーヒー店を検索しているユーザには近くのコーヒー店を提案してもよい
。消費者・企業間サービス１１０は、位置に基づくサービスサーバ４４０でクライアント
デバイス１２０からクライアントデバイス１２０の地理的な場所を受信し、コマースエン
ティティに対応する地理的な場所に基づいて企業アプリケーションパッケージ５３０をク
ライアントデバイス１２０に送信してもよい。
【００７５】
　いくつかの場合では、コマースエンティティは、コマースエンティティとビジネス上で
関わり合ったことのある他のユーザに一致するパターンに基づいて決定されるように、コ
マースエンティティへのユーザの予測される関心に基づいて、ユーザに販促されてもよい
。消費者・企業間サービス１１０は、ソーシャルグラフデータ構造に基づいてコマースエ
ンティティについてコマースアフィニティ分析を行い、ユーザエンティティとコマースエ
ンティティとの間のコマースアフィニティを予測するコマースアフィニティ分析に基づい
て、企業アプリケーションパッケージ５３０をクライアントデバイス１２０に送信しても
よい。コマースアフィニティ分析は、ソーシャルグラフデータ構造内に１つまたは複数の
明示的なアフィニティ記号と、ソーシャルグラフデータ構造内に１つまたは複数の黙示的
なアフィニティ記号とを含み得る。
【００７６】
　本明細書には、開示するアーキテクチャの新規な態様を実施するための例示的な方法の
代表的な１組のフローチャートが記載される。説明を単純にするために、例えば、フロー
チャートまたはフロー図の形態で本明細書に示す１つまたは複数の方法は、一連の行為と
して図示され、記載されるが、いくつかの行為は、それに従い、本明細書に図示し、記載
するものとは異なる順番で他の行為と同時に、または、記載するものとは異なる順番かも
しくは他の行為と同時に発生してもよいため、方法は行為の順番によって制限されるもの
ではないことは理解されるべきである。例えば、当業者は、方法が、代替的に、状態図に
あるように、一連の相関状態または相関イベントとして表すことができるであろうことを
了解し、理解するであろう。また、新規の実施態様には、方法に示されるすべての行為が
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必要でなくてもよい。
【００７７】
　図６は、第１の論理フロー６００の一実施形態を示す。論理フロー６００は、本明細書
に記載される１つまたは複数の実施形態によって実行される動作のいくつかまたは全部を
表すものであってもよい。
【００７８】
　図６に図示される例示の実施形態では、論理フロー６００は、ブロック６０２で、コマ
ース仲介サーバ上のネットワークインタフェースで、注文依頼パッケージをクライアント
デバイスから受信してもよく、注文依頼はユーザアカウントとコマースアカウントとを指
定し、ユーザアカウントはソーシャルグラフデータ構造内においてユーザエンティティに
関連付けられており、コマースアカウントはソーシャルグラフデータ構造内においてコマ
ースエンティティに関連付けられている。
【００７９】
　論理フロー６００は、ブロック６０４で、注文依頼パッケージを、コマースエンティテ
ィに関連付けられているコマースフロントエンドサーバに送信してもよい。
　論理フロー６００は、ブロック６０６で、クライアントデバイスからの注文依頼パッケ
ージの受信に応答して、ソーシャルグラフデータ構造内においてユーザエンティティとコ
マースエンティティとの間にコマースエッジを作成してもよく、コマースエッジは注文依
頼パッケージに関連付けられている。
【００８０】
　実施形態は、この例に限定されない。
　自動決定される定型応答
　企業用のページの管理者は、同様なメッセージを繰り返し受信し、それに応答する責任
を負うことがある。例えば、営業時間帯、返品ポリシー、営業場所、または他の共通の話
題に関するクエリを、見込み客および既存の顧客から何度も受信することがある。そのた
め、管理者は、その応答を記録して定型応答を生成するか、またはその応答を記録するか
もしくは定型応答を生成して、同様の繰り返される質問に対してこれらの応答を使用して
応答することから利益を受け得る。このことは管理者の時間の節約になり得、管理者が新
規なもしくは例外的なクエリまたはコメントに対してより多くの時間を割けることにより
、企業が送る応答の全体的な質を改善する。
【００８１】
　いくつかの場合には、管理者は、単に、返事を作成するときに選べるように、事前準備
された応答のカタログを利用できるようにすることから利益を受け得る。しかしながら、
さらに有益であるのは、メッセージングサービスに、事前準備された応答の中から、特定
のユーザメッセージに対して返答するのに適切であると決定した１つまたは複数を提案さ
せることであろう。自然言語プロセッサは事前準備された応答を分析して、そのそれぞれ
に関連付けられている意図を決定してもよく、この意図は、事前準備された応答のそれぞ
れを通信する目的として自然言語プロセッサが決定したものを反映する。ユーザが企業に
メッセージを提出すると、メッセージは自然言語プロセッサに提出されてもよく、メッセ
ージの意図が特定され得るが、この意図は、そのメッセージで企業に伝える目的として自
然言語プロセッサが決定したものを反映する。推定されるメッセージの意図は、事前準備
された応答の推定意図に照合されて、事前準備された応答の１つがメッセージの意図に適
合するかどうかを決定してもよい。メッセージングサービスは、次いで、適合する応答、
または最もよく適合する応答を管理者に提示し、ユーザのメッセージに対して返事をする
ために事前準備された応答を使用する機会を与えてもよい。その結果、本明細書で開示さ
れる実施形態は、事前準備された応答を生成する有用性を高め、それの使用に関わる時間
を短縮し、それによって応答の速度、応答の質、およびメッセージングサービスを使用し
た業務の全体的な効率を高め得る。
【００８２】
　図７は、一連の受信したメッセージを表示する管理者メッセージングエンドポイント１
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２５用のユーザインタフェース７００の一実施形態を示す。ユーザインタフェース７００
は、返事をするためにそれに割り当てられた、メッセージの管理者ビューを備え得る。
【００８３】
　管理者メッセージリスト７１０は、企業用のページが受信した複数のメッセージを含み
得る。自然言語プロセッサの使用は、複数のメッセージのいくつかについて、所定の応答
メッセージを特定し得る。所定の応答メッセージが決定されたユーザメッセージは、管理
者が所定の応答メッセージを閲覧することを可能にする管理者制御部に関連して表示され
てもよい。所定の応答メッセージを閲覧する管理者には、応答メッセージをカスタマイズ
し、応答メッセージを送信し、または所定の応答メッセージの送信を止めることが可能に
されてもよい。いくつかの実施形態では、提案される所定の応答メッセージを管理者が使
用するかどうかは、応答メッセージの提案を洗練させるために使用してもよく、所定の応
答メッセージを使用する場合にはメッセージを分析する基準が正確であることを自然言語
プロセッサに示し、所定の応答メッセージを使用しない場合には、メッセージを分析する
基準が完全には正確でないことを自然言語プロセッサに示す。
【００８４】
　適合する所定の応答メッセージがないユーザメッセージは、利用できる所定の応答メッ
セージがない旨の通知に関連して管理者へ表示してもよい。代替的に、いくつかの実施形
態では、適合する所定の応答メッセージがないユーザメッセージは、管理者制御部が管理
者に所定の応答メッセージを閲覧できるようにせずに、単に表示してもよく、それにより
、利用できる所定の応答メッセージがないことを黙示的に伝える。利用できる所定の応答
メッセージがない場合、または所定の応答メッセージが管理者により拒絶される場合、管
理者にその応答を追加するかどうかを質問することにより、または応答を作成または送信
するときに、所定の応答メッセージのセットに含める応答を記すボックスまたは他の制御
部に管理者にチェックさせることによるなど、管理者の実際の応答メッセージを、任意で
、所定の応答メッセージのリストに追加してもよい。
【００８５】
　図８は、自動応答を生成する消費者・企業間サービス１１０の一実施形態を示す。
　消費者ポータル１５０は、コマース仲介サーバ用のネットワークインタフェースを使用
して、メッセージングサービス１４０でメッセージングエンドポイント１２５からメッセ
ージングパッケージ８２０を受信してもよい。メッセージングパッケージ８２０は、ソー
シャルネットワーキングサービス１７０を用いる企業エンティティ用の企業ページによっ
て特定される企業エンティティに向けられた、クライアントデバイス１２０のユーザから
のユーザメッセージ８３０を含み得る。メッセージは、企業の製品およびサービスに関す
るなど、企業に対するクエリ、要求、または指図を形成してもよい。
【００８６】
　消費者ポータル１５０は、自然言語プロセッサ８４０を使用して、メッセージングパッ
ケージ８２０の自然言語処理を行ってもよい。自然言語プロセッサ８４０は、自然言語処
理に関して公知の技術のいずれかに従って動作してもよい。消費者ポータル１５０は、メ
ッセージングパッケージ８２０から抽出されるユーザメッセージ８３０を自然言語プロセ
ッサ８４０に提出し、自然言語プロセッサ８４０から消費者・企業間サービス１１０が適
切な応答メッセージを特定するために使用してもよい自然言語認識情報を受信することに
よって、メッセージングパッケージ８２０に対応すると予測される応答メッセージを決定
してもよい。
【００８７】
　自然言語処理を行うことは、メッセージングパッケージ８２０の少なくとも一部を自然
言語プロセッサ８４０に提出することを含み得る。自然言語プロセッサ８２０はメッセー
ジングサービス１４０のメッセージング対話履歴に基づいて訓練されてもよい。このメッ
セージング対話履歴は、自然言語プロセッサ８４０がユーザメッセージおよび管理者応答
メッセージの意図を導き出すために学習することを可能にする適切な応答の例を提供する
メッセージング対話（ユーザメッセージおよび管理者からの応答）の履歴を含み得る。
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【００８８】
　企業ポータル１６０は自然言語プロセッサ８４０から１つまたは複数のメッセージング
意図キーワード８５０を受信してもよい。メッセージング意図キーワードは、ユーザメッ
セージおよび応答メッセージの両方または一方を１語または短いフレーズに簡約してもよ
い。例えば、「何時まで開いていますか？」というテキストのあるユーザメッセージは、
「営業時間」のメッセージング意図キーワードに対応してもよい。応答メッセージには、
「ハッピー・タイムズ・レーザー・タグは％ｂｕｓｉｎｅｓｓ＿ｈｏｕｒｓ％開いていま
す」というテキストがあってもよく、このテキストで「％ｂｕｓｉｎｅｓｓ＿ｈｏｕｒｓ
％」は、ダイナミックフィールドの代わりに営業時間を記入するよう消費者・企業間サー
ビス１１０に指示するダイナミックフィールドである。この応答メッセージはメッセージ
ング意図キーワード「営業時間」に対応してもよい。このように、自然言語プロセッサ８
４０が１つまたは複数の意図キーワード８５０を決定することは、企業ポータル１６０が
ある特定のユーザメッセージに応答するのにどの応答メッセージが適切かを決定できるよ
うにし得る。そのため、企業ポータル１６０は１つまたは複数のメッセージング意図キー
ワード８５０に基づいて、応答メッセージレポジトリから応答メッセージを検索してもよ
い。
【００８９】
　メッセージング対話履歴は、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサ８４０に提出
することによって提供されてもよく、複数の応答メッセージは、企業エンティティ用の企
業ページの管理者が構成する応答メッセージレポジトリの少なくとも一部（最初に構成し
た部分など）を含む。企業ポータル１６０は複数の応答メッセージを自然言語プロセッサ
８４０に提出することに応答して、自然言語プロセッサ８４０から意図キーワードマッピ
ングを受信してもよく、意図キーワードマッピングは複数の応答メッセージと複数の意図
キーワードとの間の関連付けを定義する。企業ポータル１６０は複数の応答メッセージと
複数の意図キーワードとの間の定義された関連付けを応答メッセージレポジトリに記憶し
て、企業ポータル１６０が特定のユーザメッセージに対して適切な応答メッセージを特定
することを可能にしてもよい。
【００９０】
　消費者・企業間サービス１１０は、既存の応答メッセージではない管理者メッセージを
追加して、追加応答メッセージを学習してもよい。企業ポータル１６０は管理者メッセー
ジングエンドポイント８２５から応答用メッセージングパッケージを受信し、応答用メッ
セージングパッケージが管理者メッセージングエンドポイント８２５に応答パッケージ８
７０の形態で送信される応答メッセージに基づいていないと決定し得る。企業ポータル１
６０は応答用メッセージングパッケージから管理者指定の応答メッセージを抽出し、メッ
セージングパッケージ８２０からユーザメッセージ８３０を抽出して、ユーザメッセージ
８３０と管理者指定の応答メッセージ８２０とを自然言語プロセッサ８４０に提出する。
企業ポータル６０は自然言語プロセッサ８４０から追加のキーワードマッピングを受信し
てもよく、追加のキーワードマッピングは管理者指定の応答メッセージと１つまたは複数
の追加の意図キーワードとの間の関連付けを定義する。そのため、企業ポータル１６０は
管理者指定の応答メッセージを応答メッセージレポジトリに記憶し、管理者指定の応答メ
ッセージと１つまたは複数の追加の意図キーワードとの間の関連付けを応答メッセージレ
ポジトリに記憶することによって、考えられる将来の使用のために管理者指定の応答を学
習してもよい。いくつかの実施形態では、この管理者指定の応答メッセージの分析と将来
の使用のための記憶は、管理者がそれを行うように指示するときにのみ行ってもよい。
【００９１】
　提案された応答メッセージを管理者が利用することが、ユーザメッセージ８３０および
応答メッセージに割り当てられた１つまたは複数の意図キーワードが正確に割り当てられ
たことの合図であってもよい。提案された応答メッセージを管理者が利用しないことは、
ユーザメッセージ８３０および応答メッセージの両方または一方に割り当てられた１つま
たは複数の意図キーワードが正確に割り当てられなかったことの合図であってもよい。こ
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のように、企業ポータル１６０は管理者メッセージングエンドポイント８２５から応答用
メッセージングパッケージを受信し、応答用メッセージングパッケージが応答メッセージ
を使用するかどうかを決定し、応答用メッセージングパッケージが応答メッセージを使用
するかどうかに基づいて自然言語プロセッサを訓練してもよい。
【００９２】
　企業ポータル１６０は、メッセージングパッケージ８２０に応答するために割り当てら
れている管理者アカウントを決定してもよい。管理者アカウントは、クライアントデバイ
ス１２０の使用が、そのメッセージを差し向けた企業エンティティに関連付けられている
、１つまたは複数の管理者アカウントのうちの１つとして特定されてもよい。企業ポータ
ル１６０は、割り当てられた管理者の管理者アカウントに関連付けられている管理者クラ
イアントデバイス１２０上の管理者メッセージングエンドポイント８２５に配信するため
の定型応答パッケージ８７０を構築してもよい。企業ポータル１６０は定型応答パッケー
ジを管理者アカウントの管理者メッセージングエンドポイント８２５に送信してもよく、
定型応答パッケージ８７０は応答メッセージを含む。管理者メッセージングエンドポイン
ト８２５はメッセージングエンドポイント１２５と同じプログラムのインスタンス化を含
み得て、または別個のソフトウェアプログラムを含み得る。
【００９３】
　定型応答パッケージ８７０は、応答メッセージを用いてメッセージングサービス１４０
を介してメッセージングパッケージ８２０に応答するための管理者メッセージングエンド
ポイント８２５を構成するように作動してもよい。定型応答パッケージ８７０はユーザメ
ッセージの一部として、またはユーザメッセージと組み合わせて、メッセージングパッケ
ージ８２０から送信してもよい。定型応答パッケージ８７０は、管理者に応答メッセージ
の利用性を通知するとともにユーザメッセージに対する応答として応答メッセージを管理
者が閲覧、編集および／または送信することができるようにするユーザメッセージに関連
して、制御部を表示するように管理者メッセージングエンドポイント８２５に指示しても
よい。ユーザメッセージおよび提案される応答メッセージはまとめて送信してもよく、提
案される応答メッセージは、管理者による返信のために管理者へのユーザメッセージの配
信への追加である。管理者メッセージングエンドポイント８２５は、発信ユーザのメッセ
ージングエンドポイント１２５に応答メッセージを送信するオプションを表示するように
作動してもよい。
【００９４】
　管理者メッセージングエンドポイント８２５のユーザは応答用メッセージングパッケー
ジをメッセージングサービス１４０に送信してもよい。企業ポータル１６０は管理者メッ
セージングエンドポイント８２５から応答用メッセージングパッケージを受信してもよく
、応答用メッセージングパッケージは応答メッセージを含む。メッセージングサービス１
４０は、さらに、応答メッセージが管理者メッセージングエンドポイント８２５から受信
されたことに基づいて、応答メッセージをクライアントデバイス１２０のメッセージング
エンドポイント１２５に送信してもよい。
【００９５】
　応答メッセージは１つまたは複数のダイナミックフィールドを含み得て、ダイナミック
フィールドはメッセージ送信ユーザおよび受信側の企業エンティティの状況に基づいて複
数の割り当てを引き受けることのできるフィールドに対応する。ダイナミックフィールド
は、ユーザのニックネームまたは他の個人化情報を含むことによるなど、応答メッセージ
をユーザに合わせてカスタマイズするために使用してもよい。ダイナミックフィールドは
、営業時間、場所、または他の詳細など、企業エンティティに関する現在の情報に合わせ
て応答メッセージをカスタマイズするために使用してもよい。営業時間、場所または他の
詳細にハードコーディングの代わりにダイナミックフィールドを使用することにより、そ
の詳細は、事前準備された応答メッセージに出現しうるすべてのインスタンスを修正する
のではなく、企業情報の１つのレジストリで修正し得る。メッセージングサービス１４０
は、ソーシャルネットワーキングサービス１７０を用いるユーザ用のユーザアカウントか
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らなど、ユーザのメッセージングエンドポイント１２５に関連付けられているユーザアカ
ウント情報を取り出し、取り出したユーザアカウント情報に基づいて、１つまたは複数の
ダイナミックフィールドのうちの少なくとも１つに、１つまたは複数の値を割り当てても
よい。いくつかの場合には、１つまたは複数のダイナミックフィールドは、ユーザメッセ
ージが特定の製品に関するクエリまたは要求に対応する場合など、製品オブジェクトを割
り当てられてもよい。
【００９６】
　いくつかの場合には、メッセージングパッケージ８２０の自然言語処理は１つまたは複
数の意図キーワード８５０、さらに、１つまたは複数のパラメータを決定してもよい。パ
ラメータはユーザの要求意図の詳細を定義してもよい。例えば、ユーザの意図がレストラ
ン（企業エンティティがメッセージを送信しようとするレストラン）の予約を行うことで
ある場合、パラメータは希望の予約時間と予約する人数を定義してもよい。ユーザの意図
が製品を注文することである場合、パラメータは注文する製品を定義してもよい。実施形
態は、これらの例に限定されない。そのため、企業ポータル１６０は、１つまたは複数の
意図キーワードおよび１つまたは複数のパラメータに基づいて自動コマース対話を構成し
、企業エンティティと相互運用して自動コマース対話を実行する。いくつかの場合には、
自動コマース対話は予約または購入を含み得る。いくつかの場合には、企業ポータル１６
０は１つまたは複数の意図キーワードおよび１つまたは複数のパラメータのうちの少なく
とも１つに基づいて、製品カタログから製品オブジェクトを決定してもよく、自動コマー
ス対話は製品オブジェクトを包含する。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、自然言語プロセッサ８４０は意図キーワード８５０のそれぞ
れに関連付けられている信頼度を返してもよい。企業ポータル１６０は閾値を使用して、
自然言語プロセッサ８４０によってメッセージに関連付けられている意図キーワードを評
価してもよい。企業ポータル１６０は自然言語プロセッサ８４０が意図キーワードに少な
くとも閾値に等しい信頼度を割り当てる場合にのみ、応答メッセージレポジトリで応答メ
ッセージを意図キーワードに関連付けてもよい。企業ポータルは、関連付けられている意
図キーワードが、ユーザメッセージとの照合に関連して少なくとも閾値の信頼度が割り当
てられた場合にのみ、関連付けられている応答メッセージを管理者メッセージングエンド
ポイント８２５に送信してもよい。いくつかの実施形態では、第１の閾値は応答メッセー
ジに関連して意図キーワードを記憶するために使用してもよく、第２の閾値は管理者に応
答メッセージを提案するべきかどうかを決定するために使用してもよい。いくつかの実施
形態では、信頼度が少なくとも閾値を満たす関連意図キーワードをもつすべての応答メッ
セージを管理者に送信してもよく、他の実施形態では、受信した中で信頼度が最も高い関
連意図キーワードをもつ応答メッセージだけを管理者に送信してもよい。いくつかの実施
形態では、自動返信閾値を使用してもよく、その場合、意図キーワードが自動返信閾値を
満たすことに基づいて応答メッセージを特定する場合、応答メッセージは管理者のレビュ
ーまたは承認の必要なく自動的に送信される。いくつかの場合には、応答メッセージは、
自動承認させるには重要すぎるものとして企業の管理者が特定する業務タスク（例、カス
タムジョブの同意、特別注文の確認）など、自動送信の対象ではないとフラグを立てても
よい。
【００９８】
　図９は、第２の論理フロー９００の一実施形態を示す。論理フロー９００は、本明細書
に記載される１つまたは複数の実施形態によって実行される動作のいくつかまたは全部の
代表的なものであってもよい。
【００９９】
　図９に図示する例示の実施形態では、論理フロー９００は、ブロック９０２で、メッセ
ージングパッケージをメッセージングサービスでメッセージングエンドポイントから受信
してもよい。
【０１００】
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　論理フロー９００は、ブロック９０４で、メッセージングパッケージに対応すると予測
される応答メッセージを決定するために、メッセージングパッケージの自然言語処理を行
ってもよい。
【０１０１】
　論理フロー９００は、ブロック９０６で、メッセージングパッケージに応答するために
割り当てられた管理者アカウントを決定してもよい。
　論理フロー９００は、ブロック９０８で、管理者アカウントの管理者エンドポイントに
定型応答パッケージを送信してもよく、定型応答パッケージは応答メッセージを含む。
【０１０２】
　実施形態は、この例に限定されない。
　コマース推奨
　人々は、メッセージングエンドポイント間でメッセージを記憶し、転送するメッセージ
ングサービスを使用して、互いにメッセージング会話に関わり得る。人々は、メッセージ
ングサービスを使用して、企業とのメッセージング会話にも関わり、企業から製品の推奨
を受信し得る。これらの会話のいずれかの中で、特定の製品または製品の種類が言及され
得る。
【０１０３】
　ある人が特定の製品またはサービスの購入に関心がある、またはある製品またはサービ
スのカテゴリ内で入手可能な製品を調べている、と他の人にコメントすることがある。例
えば、ユーザは、新しい携帯電話を購入したい、新しいタイレストランに行ってみたい、
または製品もしくはサービスについて何か他の雑談的な言及を行うことがある。同様に、
ユーザは入手可能な製品またはサービスに関して企業とメッセージのやり取りをすること
がある。
【０１０４】
　メッセージをやり取りするユーザは、ある製品またはサービスに関心があり、その製品
またはサービスの調達が便利になるような状況にあるときに、それを思い出させてくれる
と利益を受け得る。例えば、洋服の購入を検討しているユーザは、その洋服（または同様
な品）が近くの店で入手できると知らされると便利であろう。提案される品が、例えば、
セール中である場合には、特に利益を受け得る。
【０１０５】
　このように、ユーザは個人、グループおよび企業とのメッセージング会話をメッセージ
ングサービスに監視させて、様々な製品、サービス、製品の種類およびサービスの種類に
ついて自己のメッセージングアフィニティを決定させることから利益を受け得る。ユーザ
はこのメッセージングアフィニティを自己の現在の状況と組み合わせて、製品およびサー
ビスに関する推奨を適時に受信することから利益を受け得る。ユーザは、携帯しているモ
バイルデバイスでこれらの推奨を受信することから特に利益を受け、そのため推奨に従っ
て直ちにまたは即座に行動することができる。その結果、ユーザは友達および企業と会話
するという普通の行動に関わるだけで高められる、改善されたショッピング経験をし得る
。
【０１０６】
　図１０Ａは、メッセージング会話１０１０を表示するメッセージングエンドポイント１
２５用のユーザインタフェース１０００の一実施形態を示す。
　ユーザインタフェース１０００は、ユーザがメッセージング会話１０１０に含めるため
のテキストを入力することを可能にするテキスト制御部１００５を含み得る。クライアン
トデバイス１２０のユーザおよびメッセージングエンドポイント１２５はテキスト制御部
１００５を使用して、第２クライアントデバイスの第２ユーザに送信するためのテキスト
メッセージなどのメッセージ会話１０１０のテキスト要素を入力してもよい。テキスト制
御部１００５およびメッセージングエンドポイント１２５の他の制御部はタッチスクリー
ン上のタッチ制御部として描かれているが、他の実施形態ではハードウェアキーボードお
よびハードウェアポインタ制御部を含め、他の制御部を使用してもよいことは理解される
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であろう。
【０１０７】
　メッセージング会話１０１０は、ユーザと企業の担当者との間の対話を表すものであろ
う。このメッセージング会話１０１０では、企業は以前の購入についてユーザに礼を述べ
ており、これが、ユーザのニーズを満足させる可能性がある製品に関して、企業の担当者
との会話を促した。この場合、企業の担当者は製品推奨１０１５を介して特定の製品に言
及した。この場合、製品推奨１０１５は、選択されると、製品に関する追加情報を表示で
きるアクション可能製品推奨要素である。しかし、いくつかの場合では、製品推奨１０１
５は、人対人の会話でより使用されそうな、製品のプレーンテキストの名称または詳細を
含み得る。図１０Ａに図示するように、ユーザはメッセージング会話１０１０の時点では
製品推奨１０１５に従って行動しない決定をした。
【０１０８】
　例示の実施形態は、製品の製品推奨１０１５が企業の担当者との会話によって生成され
る例を示すが、その製品推奨および製品参照は企業またはその担当者を含まないユーザ同
士の会話内で検出されてもよい（消費者・企業間のメッセージングシステム１００および
メッセージングサービス１４０の両方または一方の提供に関わるもの以外）ことは理解さ
れるであろう。
【０１０９】
　図１０Ｂは、選択・販促ページを表示するメッセージングエンドポイント１２５用のユ
ーザインタフェース１０２５の一実施形態を示す。
　選択・販促ページはカテゴリ選択セクション１０３０を含み得る。カテゴリ選択セクシ
ョン１０３０は複数のカテゴリ制御部を備える。ユーザがカテゴリ制御部を選択すると、
そのカテゴリ内の製品およびそのカテゴリ内の製品を提供する企業、または、そのカテゴ
リ内の製品もしくはそのカテゴリ内の製品を提供する企業を表示するカテゴリページを開
く。
【０１１０】
　選択・販促ページは、選択製品セクション１０３５を含み得る。選択製品セクション１
０３５は、ユーザがメッセージング会話の中で、またはユーザがメッセージング会話にお
いて関わったユーザもしくは企業が、その製品もしくは関連製品もしくは製品カテゴリに
言及したという過去のインスタンスに基づくなど、消費者・企業間のメッセージングシス
テム１００がユーザのために選択した複数の製品を含み得る。いくつかの実施形態では、
ユーザは、ユーザインタフェース１０２５で選択製品セクション１０３５を含むスクリー
ンの領域を左または右にスワイプするなど、選択製品セクション１０３５をスクロールす
ることによって、追加の選択製品を閲覧できるようにされてもよい。図１０Ｂに図示され
るように、おそらく、関連企業が近くにあって製品がセール中であるか、または、関連企
業が近くにあるかもしくは製品がセール中であるため、図１０Ａの製品推奨１０１５が選
択されたものである。
【０１１１】
　選択・販促ページは選択企業セクション１０４０を含み得る。図１０Ｂの例示の実施例
では、選択企業セクションは近くの企業に関するものである。しかし、様々な場合には、
企業は複数の基準に基づいて販促のために選択されてもよく、物理的な近さは消費者・企
業間のメッセージングシステム１００が使用できる１つの基準にすぎない。
【０１１２】
　図１０Ｃは、製品ページを表示するメッセージングエンドポイント１２５用のユーザイ
ンタフェース１０５０の一実施形態を示す。製品ページは、ユーザインタフェース１０２
５の製品推奨１０１５で推奨された製品をユーザが選択することでたどりついたものであ
ろう。
【０１１３】
　製品ページは、選択された製品に関する情報を表示する製品セクション１０５５を含み
得る。選択された製品に関する情報は、製品名、製品の文章説明、製品の定価、製品の現
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在の価格、製品の現在の価格と製品の定価との差により提供される割引、および製品の在
庫情報（例示の実施例では、製品の在庫があること）を含み得る。製品セクション１０５
５は、ユーザが製品の購入を開始することを可能にする購入制御部（ここでは「今すぐ購
入」行動喚起ボタンとして表される）を含み得る。
【０１１４】
　製品ページは、選択された製品を供給するとして販促される企業に関する情報を表示す
る企業セクション１０６０を含み得る。企業セクション１０６０は、所在地情報および営
業時間を含み得る。いくつかの実施形態では、位置情報を選択することが、自動的に企業
の場所への行き方の提示をトリガしてもよい。企業セクション１０６０はユーザが企業と
のメッセージのやり取りに関わることを可能にするメッセージ制御部を含み得る。
【０１１５】
　図１０Ｄは、更新されたメッセージング会話１０１０を表示するメッセージングエンド
ポイント１２５用のユーザインタフェース１０７５の一実施形態を示す。
　ユーザは、企業とのメッセージング会話１０１０に、選択済み製品リスト１０８５を含
むことを可能にされてもよい。選択済み製品リスト１０８５は製品名、製品の現在の価格
、製品を提供する企業、「今すぐ購入」行動喚起ボタンを含み得る。図示されるように、
ユーザは選択済み製品リスト１０８５の中の製品の購入に関心があることを会話の中で示
した。企業の担当者は、製品の在庫があることと営業時間のリマインダーとを示して、こ
れに応答した。いくつかの場合では、ユーザは企業を訪問する前に、行動喚起購入ボタン
を選択して、製品の購入を開始してもよい。他の場合には、ユーザは製品を購入するため
に実際に企業を訪問するまで待ってもよい。
【０１１６】
　図１０Ｄに図示されるように、ユーザインタフェース１０００の製品推奨１０１５は、
新たな、より低い製品価格の更新済み製品推奨１０８５を形成するように更新されている
。このような実施形態では、ユーザはメッセージング会話１０１０に戻って、売り出され
ている製品の現状を確認することができてもよい。
【０１１７】
　統合メッセージング・支払システムは、製品またはサービスの購入のために支払取引の
処理に便宜を提供することができる。具体的には、統合メッセージング・支払システムは
、ユーザが、メッセージングエンドポイント１２５内で製品またはサービスを購入するた
めに、加盟店と支払取引を行うことができるようにする。例えば、消費者・企業間のメッ
セージングシステム１００は、ユーザが、メッセージングエンドポイント１２５を介して
加盟店と通信しながら、加盟店と支払取引を開始できるようにすることができる。このよ
うに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがユーザのクライアン
トデバイス１２０（例、スマートフォンなどのモバイルデバイス）から、製品に関する問
い合わせおよび製品の購入の両方または一方を行うために、加盟店と簡単に対話すること
を可能にすることができる。
【０１１８】
　さらに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００の実施形態は、ユーザへの返
金処理の方法を簡素化することができる。例えば、消費者・企業間のメッセージングシス
テム１００は、メッセージングエンドポイント１２５を介して、加盟店がユーザに返金す
る方法を提供することができる。具体的には、消費者・企業間のメッセージングシステム
１００は、ユーザと加盟店との間のメッセージングスレッドを、ユーザと加盟店との間の
支払取引に結び付けられている取引識別子に関連付けることによって、ユーザがメッセー
ジングエンドポイント１２５内から加盟店からの返金を請求できるようにすることができ
る。このように、加盟店は、通話または対面で機密情報（例、カード番号）を加盟店に与
えるようユーザに要求しなくても、ユーザに返金することができる。
【０１１９】
　１つまたは複数の実施形態によると、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
は、ユーザが多様な支払方法により加盟店に支払を行うことができるようにする。具体的
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には、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザが加盟店との支払取引
で使用するために、複数の支払クレデンシャルをシステムに登録できるようにすることが
できる。例えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがメッセー
ジングエンドポイント１２５を使用して加盟店の製品に対する支払を行うために、複数の
登録済みの支払クレデンシャルのうちの１つまたは複数を選択できるようにすることがで
きる。さらに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、加盟店が、加盟店の
プリファレンスまたは要件に基づいて、複数の異なる支払のオプションをユーザに提供で
きるようにしてもよい。このように、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、ユーザと加盟店との間の電子的支払取引において、支払方法の多様性を提供することが
できる。
【０１２０】
　さらに、システムは、消費者が機密な金融情報（例、クレジットカード番号、当座預金
番号）を加盟店に提供する必要なく、製品またはサービスに対する支払を加盟店に行うこ
とができるようにする。このように、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、強化されたセキュリティをユーザに提供することができる。具体的には、ユーザは、新
規の加盟店を訪問するときに、詐欺の心配をなくすことができる。
【０１２１】
　消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、加盟店にとってもセキュリティを
強化することができる。具体的には、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、ソーシャルネットワーキングシステムが消費者に関して維持する情報に基づいて、リス
クチェックを行うことができる。消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、消
費者が既知の詐欺師である場合、またはシステムが維持する消費者もしくは加盟店に関す
る情報に基づいて支払が詐欺によるものと思われる場合、支払を拒否することができる。
【０１２２】
　ユーザが電子的通信をやり取りできることに加えて、消費者・企業間のメッセージング
システム１００は、ユーザ同士が互いに金銭的な支払を送受信できるようにすることがで
きる。１つまたは複数の実施形態では、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
は、ユーザが支払メッセージを明示して、加盟店ユーザに送信できるようにする。例えば
、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがメッセージングサービス
１４０を介して企業に支払を送信できるようにすることができる。同様に、企業は支払の
通知を受信し、支払を収受または拒否することができる。企業は消費者・企業間のメッセ
ージングシステム１００と通信して、ユーザ（つまり、そのアカウント）間の支払を容易
にする取引を調整することができる。
【０１２３】
　１つまたは複数の実施形態では、例えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１
００は支払ネットワークと通信して、取引を認可および処理することができる。例えば、
消費者・企業間のメッセージングシステム１００は取引を支払ゲートウェイシステムに送
信することができる。支払ゲートウェイシステムが取引を受信したら、支払ゲートウェイ
システムはその取引を、支払加盟店ユーザの加盟店銀行が使用するプロセッサ（例、支払
処理システム）に送信することができる。支払方法（例、消費者ユーザの口座）に基づい
て、支払処理システムはその取引を適切なカードネットワークシステムに送信することが
できる。多くの場合、カードネットワークシステムはさらにその取引を発行銀行システム
に送信する。
【０１２４】
　発行銀行システムは取引の承認または拒否のいずれかを行い、その決定をカードネット
ワークシステムに送り返す。カードネットワークはさらにその決定を支払処理システムに
送信する。支払処理システムはさらにその決定を支払ゲートウェイシステムに転送するこ
とができ、１つまたは複数の実施形態では、支払ゲートウェイシステムは取引および決定
に関係する詳細を維持することができる。また、支払処理システムはその決定を消費者・
企業間のメッセージングシステム１００にも送信する。
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【０１２５】
　取引を認可することに加えて、支払ネットワークは決済タスクも行うことができる。例
えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は支払ゲートウェイシステムと調
整して、加盟店銀行の好適な支払処理システムを介して、キャプチャした１つまたは複数
の取引を含む毎日の決済バッチを加盟店銀行に提出することができる。支払処理システム
はさらに決済バッチを加盟店銀行のサーバに送信し、加盟店銀行は決済バッチ内の各取引
の金額の預入を、加盟店に関連付けられている口座に記録する。
【０１２６】
　次いで、加盟店銀行は、預入金額に充てる資金要求を支払処理システムに送信すること
ができ、支払処理システムは資金要求を適切なカードネットワークシステムに渡す。次い
で、カードネットワークシステムは資金要求を発行銀行システムに送信する。発行銀行シ
ステムは取引を消費者ユーザの口座に記帳し、資金の払い出しをカードネットワークシス
テムに渡し、次いで支払処理システムへと渡された後さらに加盟店銀行に渡される。
【０１２７】
　図１１は、インタフェース構成１１７０をメッセージングエンドポイント１２５に提供
する消費者・企業間サービス１１０の一実施形態を示す。インタフェース構成１１７０は
、ユーザに提案するために選択されて、ユーザに表示するために配置された１つまたは複
数の製品、サービスおよび／または企業のセットを備え得る。インタフェース構成１１７
０は、１つまたは複数の推奨のそれぞれについて、表示テキストおよび表示画像の両方ま
たは一方を含み得る。インタフェース構成１１７０は推奨をユーザに表示するべき順番を
定義してもよい。
【０１２８】
　ユーザコンテキストコンポーネント１１４０は、一般に、メッセージングサービス１４
０用のユーザアカウントに関連付けられているユーザコンテキスト１１４５を管理するよ
うに構成されてもよい。ユーザプロフィールコンポーネント１１５０は、一般に、ユーザ
アカウント用のユーザプロフィール１１５５を取り出すように構成されてもよい。推奨コ
ンポーネント１１６０は、一般に、ユーザコンテキストおよびユーザプロフィールに基づ
いて１つまたは複数の推奨を決定し、推奨に基づいてクライアントデバイス１２０のメッ
セージングエンドポイント１２５のために推奨インタフェースを構成するように構成され
てもよく、メッセージングエンドポイント１２５はメッセージングサービス１４０用のユ
ーザアカウントに関連付けられている。ユーザコンテキスト１１４５は、その場所、現在
の挙動、および現時点に関わる他の信号など、ユーザのステータスに関する現在の情報を
含み得る。ユーザプロフィール１１５５は、ユーザの履歴を反映するユーザに関する長期
的な情報と、ユーザに関する永続的な情報とを含み得る。推奨コンポーネント１１６０が
生成する推奨は、企業用のコマースフロントエンドサーバ１９０から受信する製品リスト
１１９０に基づいてもよい。推奨コンポーネント１１６０は推奨コンポーネント１１６０
が製品を推奨する各企業について、複数の製品リストを受信して記憶してもよく、各製品
リストには特定の製品を記載する。
【０１２９】
　製品リスト１１９０は製品のそれぞれについて識別子（ＩＤ）を含み得る。いくつかの
場合には、製品の識別子は、消費者・企業間サービス１１０が消費者・企業間サービス１
１０の識別子スペース内で製品を一意に識別するために割り当ててもよい。同様に、消費
者・企業間サービス１１０を使用する各ユーザおよび企業に識別子を割り当ててもよい。
これらの識別子の全ては消費者・企業間サービス１１０の共通の識別子スペース内に入れ
て、消費者・企業間サービス１１０に知られているエンティティまたは概念を統一ネーム
スペース内でその識別子で参照できるようにしてもよい。製品リストは、企業の識別子を
使用するなどして、製品を提供する企業に関して記憶されてもよい。製品リストは、ユー
ザの識別子の記録をリスト化するなどして、製品を購入した、評価した、所有した、推奨
した、または閲覧したユーザに関して記憶されてもよい。同様に、各企業は、製品の識別
子を使用するなどして、提供する製品に関して記憶されてもよい。多数の企業が１つの製
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品を提供する場合、各企業はその製品のリストに関連付けられている個別の識別子を有し
てもよく、またはそれぞれがその製品のリストに同じ識別子を使用してもよい。製品リス
トは、価格情報、説明情報、製造者情報、在庫情報および他の関連情報など、製品に関係
する複数の情報を含み得る。推奨用、提案用または注文用など、製品の参照は製品の識別
子を使用して行ってもよい。
【０１３０】
　ユーザプロフィール１１５５は、ユーザアカウントのメッセージング履歴に基づくメッ
セージングアフィニティを含み得て、１つまたは複数の推奨を決定することはメッセージ
ングアフィニティに基づく。メッセージングアフィニティは、メッセージング会話におけ
る製品、サービスおよび／または企業に関係する信号に基づいて自動生成される、ユーザ
と製品、サービスおよび／または企業との関係の強さを含み得る。メッセージングアフィ
ニティは、製品またはサービスに関して、ユーザが特定の製品またはサーバへの関心を表
明した場合に、より強いであろう。メッセージングアフィニティは、製品またはサービス
に関して、ユーザが製品に対応する特定の種類の製品への関心を表明した場合、またはサ
ービスに対応する特定の種類のサービスへの関心を表明した場合に、より強いであろう。
メッセージングアフィニティは、企業に関し、ユーザがその企業への関心、またはその企
業に対応するある種類の企業への関心を表明した場合に、より強いであろう。
【０１３１】
　このように、ユーザプロフィール１１５５はユーザアカウントのメッセージング履歴を
含み得て、１つまたは複数の推奨は少なくとも部分的にこのメッセージング履歴に基づく
。複数の推奨製品のうちの１つまたは複数の推奨製品は、ユーザアカウントのメッセージ
ング履歴で参照されている１つまたは複数の推奨製品に基づいて決定してもよい。
【０１３２】
　メッセージングサービス１４０は、ユーザと企業エンティティとの間で消費者・企業間
のメッセージング対話を行ってもよい。推奨コンポーネント１１６０は消費者・企業間の
メッセージング対話において、ユーザアカウントのユーザに対して推奨される参照製品を
決定し、１つまたは複数の推奨に参照製品を含めてもよく、消費者・企業間のメッセージ
ング対話はユーザプロフィール１１５５の少なくとも一部を含む。いくつかの場合には、
ユーザコンテキスト１１４５はクライアントデバイス１２０の地理的な場所を少なくとも
含み得て、消費者・企業間のメッセージング対話はユーザアカウントと企業エンティティ
アカウントとの間のものであってもよく、そのため、推奨コンポーネント１１６０は、ク
ライアントデバイスの地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内の企業エンテ
ィティの地理的な場所に関連付けられている企業エンティティアカウントに少なくとも部
分的に基づいて、消費者・企業間のメッセージング対話から参照製品を含むことを決定し
てもよい。
【０１３３】
　クライアントデバイス１２０はデバイスの場所１１５５を位置に基づくサービスサーバ
１１３０に提供してもよく、その後、ユーザコンテキスト１１４５に含むためにユーザコ
ンテキストコンポーネント１１４０にデバイスの場所１１３５を提供してもよい。地理的
な検索地域は、デバイスの場所１１５５として受信された現在の地理的な場所によって画
定されてもよい。地理的な検索地域はクライアントデバイス１２０の地理的な場所の周囲
の所定の距離内の地域として画定してもよい。所定の距離は、ユーザが歩いていると決定
されるときには、短い所定の距離を使用し、ユーザが車を運転しているまたは乗車してい
ると決定されるときには長い所定の距離を使用するなど、検出されたユーザの現在の挙動
に基づいて決定してもよい。
【０１３４】
　このように、ユーザコンテキスト１１４５はクライアントデバイス１２０の地理的な場
所を少なくとも含み得て、決定された推奨のうちの少なくとも１つは、クライアントデバ
イス１２０の地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内にあることに基づいて
選択されるエンティティとの対話に関するものである。また、ユーザプロフィール１１５
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５は複数の推奨製品を含み得て、１つまたは複数の推奨は、地理的な場所によって画定さ
れる地理的な検索地域内の１つまたは複数の企業エンティティから１つまたは複数の推奨
製品を購入することの推奨を含む。
【０１３５】
　１つまたは複数の推奨は企業エンティティの１つまたは複数のカテゴリとの対話の１つ
または複数の推奨を含み得る。代替的に、または追加的に、１つまたは複数の推奨は、１
つまたは複数の特定の企業エンティティとの対話の１つまたは複数の推奨を含み得る。１
つまたは複数の推奨は、１つまたは複数の特定の製品を購入することの１つまたは複数の
推奨を含み得る。１つまたは複数の推奨は、１つまたは複数の特定の企業エンティティか
ら１つまたは複数の特定の製品を購入することの１つまたは複数の推奨を含み得る。
【０１３６】
　いくつかの場合には、ユーザに提案される製品またはサービスは、企業が自社製品また
はサービスの販促のために消費者・企業間サービス１１０に対して支払っても構わない金
額に基づいて選択してもよい。推奨コンポーネント１１６０は、ユーザプロフィール１１
５５およびユーザコンテキスト１１４５に基づいて関連のある複数の製品を決定し、関連
のある複数の製品のうちの最高報酬の推奨として１つまたは複数の推奨を決定してもよい
。例えば、一定数の推奨をユーザに行う場合、報酬の高い方からその定数分の、関連のあ
る製品を提案してもよい。関連のある複数の製品は、メッセージングアフィニティ、メッ
セージング履歴、および／またはプロキシとしてクライアントデバイス１２０の場所を使
用することにより決定されるユーザの地理的な場所に基づくなど、本明細書に記載される
技術に従って決定されてもよい。
【０１３７】
　いくつかの場合には、企業は、企業からのメッセージを開くときのユーザの意欲または
熱心さに基づいて、販促のために選択され、またはその製品を販促のために選択させても
よい。メッセージングサービス１４０はユーザが特定の企業からのメッセージを検討する
頻度、時間の割合、または他の頻度の測定基準を追跡して記録してもよく、それにより複
数の企業エンティティのメッセージ開封率を定義する。推奨コンポーネント１１６０は、
ユーザプロフィール１１５５およびユーザコンテキスト３４５に基づいて、関連のある複
数の企業エンティティを決定し、関連のある複数の企業エンティティに関するユーザアカ
ウントのメッセージ開封率に基づいて、１つまたは複数の推奨を決定してもよい。このよ
うに、ユーザは、その企業からメッセージを受信したい熱心さに基づいて、企業およびそ
の企業からの製品の両方または一方を推奨されてもよい。
【０１３８】
　ユーザは、既存の製品、サービス、または取得予定の近日発売製品、または受けたサー
ビスについて、拡張、修正またはその他のオプションに関係する提案を提示されることが
あってもよい。推奨コンポーネント１１６０はコマースフロントエンドサーバ１９０から
、既存または近日提供のサービスに関係する製品リスト１１９０を受信し、製品リスト１
１９０に関連付けられている製品またはサービスをユーザに提案してもよい。例えば、近
々のフライト（ユーザコンテキスト１１４５で表されてもよい）に乗る予定のユーザには
、そのフライトの質の高い座席にグレードアップするオプションを配信してもよい。ユー
ザコンテキスト１１４５は、ユーザが近日提供されるサービスに関わる予定であることを
示してもよく、ユーザプロフィール１１５５は、ユーザが企業から提供されるオプション
の種類に関心を抱いていることを示してもよい。このように、ユーザは、ユーザに関連し
かつユーザが興味をもつ種類である販促のみを受信してもよい。
【０１３９】
　図１２は、フルフィルメント更新メッセージ１２９５をメッセージングエンドポイント
１２５に提供する消費者・企業間サービス１１０の一実施形態を示す。
　消費者・企業間サービス１１０用の消費者ポータル１５０は、クライアントデバイス１
２０のメッセージングエンドポイント１２５から製品リスト１１９０を含む製品購入要求
１２２５を受信してもよい。受信した製品リスト１１９０は、当初コマースフロントエン
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ドサーバ１９０から受信した製品リスト１１９０に対応してもよい。受信した製品リスト
１１９０は選択された推奨に対応してもよく、選択された推奨は推奨コンポーネント１６
０によって生成されて、推奨コンポーネント１６０によって提供されるインタフェース構
成１１７０に含まれる１つまたは複数の推奨のうちの１つを含む。
【０１４０】
　消費者・企業間サービス１１０は、クライアントデバイスのメッセージングエンドポイ
ント１２５と選択された推奨に関連付けられているプロバイダのメッセージングエンドポ
イント１２２５との間のメッセージングサービス１４０で、メッセージング会話を開始し
てもよく、メッセージング会話は、選択された推奨を自動的に含む。このメッセージング
会話は、ユーザが、選択された推奨に関して質問をし、選択された推奨の購入を手配し、
ユーザおよび企業が、選択された推奨に関する会話に全般的に関わることができるように
してもよい。
【０１４１】
　消費者・企業間サービス１１０は、選択された推奨の受入に関して、クライアントデバ
イス１２０のメッセージングエンドポイント１２５から推奨受入メッセージを受信しても
よい。メッセージングサービス１４０は推奨受入メッセージをプロバイダのメッセージン
グエンドポイント１２２５に送信してもよい。応答して、プロバイダのメッセージングエ
ンドポイント１２２５（企業のメンバーの活動によるなど）は、選択された推奨の注文処
理（フルフィルメント）に関してフルフィルメント更新メッセージ１２９５を送信しても
よく、そのため、メッセージングサービス１４０は（企業ポータル１６０を介してなど）
プロバイダのメッセージングエンドポイント１２２５からそれを受信する。フルフィルメ
ント更新メッセージ１２９５は、例えば、購入注文が履行されたことと、製品またはサー
ビスが届けられた、またはユーザが取得する準備ができていることとを示してもよい。
【０１４２】
　図１３は、第３の論理フロー１３００の一実施形態を示す。論理フロー１３００は、本
明細書に記載される１つまたは複数の実施形態により実行される動作のいくつかまたは全
部の代表的なものであってもよい。
【０１４３】
　図１３に図示する例示の実施形態では、論理フロー１３００は、ブロック１３０２で、
メッセージングサービス１４０用のユーザアカウントに関連付けられているユーザコンテ
キストを受信してもよい。
【０１４４】
　論理フロー１３００は、ブロック１３０４で、ユーザアカウント用のユーザプロフィー
ルを取り出してもよい。
　論理フロー１３００は、ブロック１３０６で、ユーザコンテキストとユーザプロフィー
ルとに基づいて、１つまたは複数の推奨を決定してもよい。
【０１４５】
　論理フロー１３００は、ブロック１３０８で、推奨に基づいて、クライアントデバイス
のメッセージングエンドポイント用の推奨インタフェースを構成してもよく、メッセージ
ングエンドポイントは、メッセージングサービス１４０用のユーザアカウントに関連付け
られている。
【０１４６】
　実施形態は、この例に限定されない。
　自動応答
　人々は、個人化された対話を体験するために、企業の担当者とのメッセージング会話に
関わることを望んでいる可能性がある。このような対話は、特に、ユーザが企業の製品ま
たはサービスに関してクエリを有する場合に便利である。しかし、企業の担当者は継続的
にメッセージングに応答することができない可能性がある。幸運にも、多くのユーザのク
エリは自動システムにより回答可能であり得る。そのため、企業と対話するための統一シ
ステムは、ユーザが自動化に適したクエリに対する自動応答を直ちに受信し、自動応答で
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は処理されないクエリに対しては人間が生成する応答を即座に受信することができるよう
にしてもよい。ユーザのクエリを処理する管理者（人間）は、ユーザと自動システムとの
間の既存の会話を閲覧して、自動応答を受信しなかったクエリのコンテキストをよりよく
理解できるようにすることによって支援されてもよい。このように、管理者のメッセージ
ング会話の先取りを可能にする自動応答メッセージングシステムは、両者の長所を提供す
る、すなわち、管理者（人間）の順応性と協調して機能する、自動システムの継続的可用
性を提供する。その結果、自動応答メッセージングシステムのユーザは、可能な場合には
自動応答を直ちに受信し、適切な場合には、メッセージングサービスを介して企業とのメ
ッセージングの有用性を向上させる管理者（人間）に、スムーズに移行し得る。
【０１４７】
　図１４Ａは、販促メッセージ１４０５を表示するメッセージングエンドポイント１２５
用のユーザインタフェース１４００の一実施形態を示す。
　販促メッセージ１４０５は、特定の製品、サービスまたは企業を販促するように生成さ
れる広告または他のメッセージに対応してもよい。販促メッセージ１４０５は、ソーシャ
ルネットワーキングサービス１７０に記憶されている人口統計学的情報およびプリファレ
ンス情報など、クライアントデバイス１２０のユーザに関して分かっている情報に基づい
て、特定のユーザに表示するために特定のメッセージングエンドポイント１２５に向けら
れてもよい。販促メッセージ１４０５は、製品、サービスまたは企業の販促を伝える１つ
または複数の画像および１つまたは複数のテキストセグメントを含み得る。
【０１４８】
　販促メッセージ１４０５はメッセージング制御部１４１０を含み得る。メッセージング
制御部１４１０は、クライアントデバイス１２０のユーザがメッセージングサービス１４
０を使用して企業（例、企業の担当者）とメッセージング会話を開始できるようにしても
よい。メッセージング制御部１４１０は、販促メッセージ１４０５に関してメッセージン
グ会話を開始するメッセージング行動喚起ボタンを備え得る。
【０１４９】
　いくつかの実施形態では、販促メッセージ１４０５は対応可否通知１４１５を含み得る
。対応可否通知１４１５は企業の担当者が現在メッセージングに対応できるかどうかを示
してもよい。図１４Ａの例示の実施形態では、対応可否通知１４１５は、担当者が現在対
応できることを示している。しかし、他の場合には、担当者は現在対応できない可能性が
あり、対応可否通知１４１５は担当者が現在対応できないことを示してもよい。
【０１５０】
　担当者が対応できるかどうかの決定は、企業の担当者の空きスケジュールに基づいて決
定してもよい。企業の１名または複数名の担当者は、消費者・企業間のメッセージングシ
ステム１００に登録される、集団的な対応可否スケジュールに、グループとして、関連付
けられてもよい。企業の１名または複数名の担当者はそれぞれ、個人の対応可否スケジュ
ールに関連付けられてもよい。対応可否通知１４１５は、集団的な対応可否スケジュール
が担当者が対応可能の予定であると示す場合、または１名または複数名の個人の対応可否
スケジュールのうちのいずれかが少なくとも１名の担当者が対応可能の予定であると示す
場合に、担当者が対応可能であることを示す。対応可否通知１４１５は、集団的な対応可
否スケジュールがどの担当者も対応可能の予定ではないことを示す場合、または１つまた
は複数の個人の対応可否スケジュールの全てが１名または複数名の担当者の誰も対応可能
の予定ではないと示す場合に、担当者が対応可能ではないことを示してもよい。代替的に
、または追加的に、消費者・企業間のメッセージングシステム１００が１名または複数名
の担当者の在席情報を使用して、担当者のいずれかがメッセージングに（クライアントデ
バイスなどで）現在対応できるかどうかを決定して、この決定を対応可否通知１４１５に
反映させてもよい。
【０１５１】
　販促メッセージ１４０５は、企業とのメッセージングの対応可否スケジュールを示して
もよい。集団的な対応可否スケジュール、または１つまたは複数の個人の対応可否スケジ
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ュールを結合したものをユーザのために表示してもよい。いくつかの実施形態では、企業
とのメッセージングの対応可否スケジュールは、担当者が現在対応できないことを示す対
応可否通知１４１５のユーザ選択に応答して、表示してもよい。
【０１５２】
　販促メッセージ１４０５は、消費者・企業間のメッセージングシステム１００のユーザ
による販促メッセージ１４０５に対する「いいね！」の数およびコメント数を示すソーシ
ャルネットワーキング情報１４２０に関連して表示してもよい。
【０１５３】
　販促メッセージ１４０５は、ユーザが販促メッセージ１４０５に対して「いいね！」を
表明する、コメントする、またはシェアすることができるようにするソーシャルネットワ
ーキング制御部１４２３に関連して表示してもよい。
【０１５４】
　図１４Ｂは、自動メッセージング対話を表示するメッセージングエンドポイント１２５
用のユーザインタフェース１４２５の一実施形態を示す。図示される自動メッセージング
対話は、図１４Ａを参照して説明された「今すぐチャット」メッセージング制御部をユー
ザが選択することにより開始されたものであろう。メッセージング対話は、メッセージン
グサービス１４０内およびソーシャルネットワーキングサービス１７０内またはメッセー
ジングサービス１４０内もしくはソーシャルネットワーキングサービス１７０内で提示さ
れ得る企業用のページなど、他のソースから開始されてもよい。
【０１５５】
　自動メッセージング対話は、販促メッセージ１４０５の場合、メッセージング対話のエ
ントリポイントを示すチャット発信通知１４２８を含み得る。このチャット発信通知１４
２８は、開始するユーザに（後で対話に戻る場合など）対話をどのように始めたかを思い
出させるように機能し得る。このチャット発信通知１４２８は、自動エージェントから対
話の管理を引き継ぐ場合に、メッセージング対話がどのように始まったかを管理者に通知
するように機能し得る。
【０１５６】
　自動メッセージング対話は、自動オープニングメッセージ１４３０を含み得る。自動オ
ープニングメッセージは定型テキストおよびユーザ特有のテキストの両方を含み得る。定
型テキストは自動メッセージング対話の開始時に表示するために、企業の管理者が生成し
た、ユーザ全員（またはユーザの地理的な場所によって決定されるなど、ユーザの特定の
部分集合）に示されるテキストを含み得る。ユーザ固有のテキストは、ユーザのユーザプ
ロフィールから抽出したテキスト要素、この場合はユーザ「デービット」の名前または好
適な形態のアドレスを含み得る。
【０１５７】
　自動メッセージング対話は、ユーザが企業への質問として生成するユーザクエリ１４３
２を含み得る。ユーザクエリ１４３２は、メッセージング対話を開始するためのユーザの
動機の少なくとも一部に対応し得る。
【０１５８】
　自動メッセージング対話は自動カスタマイズド応答メッセージ１４３４を含み得る。自
動カスタマイズド応答メッセージ１４３４は、ユーザクエリ１４３２に対する応答を含み
得る。自動カスタマイズド応答メッセージ１４３４は、ユーザクエリ１４３２のキーワー
ド分析、ユーザクエリ１４３２の自然言語処理（ＮＬＰ）分析、ユーザクエリ１４３２の
キーワード駆動有限状態機械（ＦＳＭ）分析、ユーザクエリ１４３２の決定木分析に基づ
いて、または自動対話を分岐するための他の公知の技術に従って決定されたものであって
もよい。図示する実施例では、自動カスタマイズド応答メッセージ１４３４は、ユーザに
関連のある特定の企業の場所を決定するためにユーザに関連付けられている場所、この場
合は、企業のフランチャイズの場所に基づいたものである。いくつかの自動カスタマイズ
ド応答メッセージ１４３４は、企業の営業時間に関するクエリなど、現在の会話の状態に
依存しないステートレスであってもよい。



(40) JP 6703003 B2 2020.6.3

10

20

30

40

50

【０１５９】
　クエリに対する応答は、質問・回答ペアのレポジトリから回答を抽出することによって
提示されてもよい。キーワード分析またはＮＬＰを使用して、質問・回答ペアの特定の質
問にユーザクエリ１４３２を照合させ、その質問・回答ペアからの回答で応答してもよい
。分析技術は質問・回答ペアの各質問について重み付き関連度を出してもよく、消費者・
企業間サービス１１０は重みが最も高い質問に対応する回答で応答してもよい。いくつか
の実施形態では、最低閾値重みを上回る重みを示す質問がない場合、回答を与えない（代
わりに、管理者に対するアラートを生成する）最低閾値重みを定義してもよい。
【０１６０】
　自動メッセージング対話は、情報の要求を表さない社交的な対話を含むユーザコメント
１４３６を含み得る。自動メッセージング対話は、ユーザコメント１４３６に対して社交
的に応答する自動定型応答メッセージ１４３８を含み得る。
【０１６１】
　自動オープニングメッセージ１４４０、自動カスタマイズド応答メッセージ１４３４お
よび自動定型応答メッセージ１４３８などの自動応答は、自分が対話しているのが管理者
（人間）かまたは自動エージェントかどうかをユーザに知らせるために、自動応答が自動
生成されたことを示す自動応答タグをつけて表示されてもよい。
【０１６２】
　図１４Ｃは、一部自動メッセージング対話を表示するメッセージングエンドポイント１
２５用のユーザインタフェース１４５０の一実施形態を示す。一部自動メッセージング対
話は、ユーザクエリ１４５２が自動システムから回答されない（それでも応答はされるか
もしれないが）場合に、自動制御から管理者制御に移行してもよい。
【０１６３】
　一部自動メッセージング対話は、図１４Ｂを参照して説明した対話と同じチャット発信
通知１４２８および自動オープニングメッセージ１４３０から始まってもよい。しかし、
一部自動メッセージング対話は、企業用の自動応答構成が応答用の指示を含まないユーザ
クエリ１４５２を含む可能性がある。これは、キーワード駆動自動応答構成がユーザクエ
リ１４５２のキーワードを含まないこと、ＮＬＰ駆動自動応答構成が使用される言語を認
識しないこと、またはその他自動応答構成がユーザクエリ１４５２に対して具体的な応答
を提供しないことに起因するであろう。
【０１６４】
　ユーザクエリ１４５２に対する具体的な応答を生成しないことに応答して、一部自動メ
ッセージング対話は自動管理者移行メッセージ１４５４を含み得る。自動管理者移行メッ
セージ１４５４は、具体的な応答が生成されないときに使用される、企業の管理者が指定
する定型テキストを含み得る。
【０１６５】
　自動管理者移行メッセージ１４５４の表示に基づいて、一部自動メッセージング対話は
消費者・企業間のメッセージングシステム１００による応答可否通知１４５６を自動的に
含み得る。応答可否通知１４５６は、自動管理者移行メッセージ１４５４の表示後に、自
動応答構成がユーザクエリ１４５２に対する具体的な応答を提供しない場合は必ず自動的
に表示されてもよい。応答可否通知１４５６は、企業にとって推定される、予測される、
典型的な、またはその他代表的な応答時間を示してもよい。応答可否通知１４５６は、企
業の管理者から応答を受信するまでの予想される遅延をユーザに知らせてもよい。応答ま
での時間は、１名または複数名の管理者が対応できると予定されるかまたは決定される場
合に、使用してもよい。スケジュールまたは在席情報が管理者が対応できないことを示す
場合、応答可否通知１４５６は代わりに、管理者が対応できると予定されるかまたは想定
される次の時間を示してもよい。応答可否通知１４５６で示される時間量（ここでは１時
間）は、いくつかの実施形態では、企業の管理者が指定してもよく、いくつかの実施形態
では、企業の管理者の応答時間の監視に基づいて自動的に決定されてもよい。応答可否通
知１４５６は企業の全ての管理者全体で共通であってもよく、またはその管理者の実際の
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応答時間から生成されるなど、企業の現在勤務中の管理者に特有のものであってもよい。
【０１６６】
　一部自動メッセージング対話は、自動応答構成の一部としてではなく、ユーザクエリ１
４５２に応答して特に企業の管理者が生成する管理者応答メッセージ１４５８を含み得る
。図示されるように、管理者応答メッセージ１４５８は、自動応答であると記されていな
い。
【０１６７】
　いくつかの場合には、管理者応答メッセージ１４５８は、企業用のページに表示され得
るような、企業に関する製品内容などの内容を組み込んでもよい。例えば、製品ノードを
ソーシャルグラフで表して、ソーシャルグラフで企業とリンクさせてもよい。これらの製
品ノードからの情報をメッセージング対話に含めて、製品の画像、製品の識別子、製品の
価格、または他の製品情報など、特定の製品およびその製品に関連付けられている情報を
表示するようにしてもよい。表示された製品ノードは、ユーザが直ちにメッセージングエ
ンドポイント１２５を介して企業からの製品の購入に関わることができるようにしてもよ
い。
【０１６８】
　自動管理者移行メッセージ１４５４が行うことは、対応可能な予定の、またはその他管
理者アラートの受信者として登録されている企業の１名または複数名の管理者にアラート
を自動的に送信させることであってもよい。アラートを見る管理者は一部自動メッセージ
ング対話の全体を閲覧できるようにして、発信用販促メッセージ１４０５へのリンクを提
供するチャット発信通知１４２８を含め、応答しようとするコンテキストを把握できるよ
うにしてもよい。
【０１６９】
　管理者応答メッセージ１４５８の応答メッセージは、管理者について自動的に取り出さ
れた情報を含み得る。管理者は定型テキストを入力し、またはその他情報レポジトリから
の取り出しに基づいて情報を管理者応答メッセージ１４５８に掲載するよう指定してもよ
い。製品画像、製品詳細、製品の在庫状況、製品の在庫数量、およびその他製品の関連情
報などの情報が取り出されてもよい。ユーザに関する情報はユーザプロフィールに記憶し
て、ユーザの靴のサイズが指定される場合、在庫状況、およびユーザのその特定の靴のサ
イズに関する在庫数量が決定される場合など、取り出された情報の決定において使用され
てもよい。一般に、異なる製品（例、靴のサイズ、洋服のサイズ）にわたって適用される
、ユーザに関するカスタマイズ情報を、製品情報の取り出しに際し使用してもよい。
【０１７０】
　図１５Ａは、販促メッセージ１４０５にユーザコメント１５０５を表示するメッセージ
ングエンドポイント１２５用のユーザインタフェース１５００の一実施形態を示す。
　ユーザは、販促メッセージ１４０５などのメッセージにコメントを書くことを可能にさ
れていてもよい。ユーザコメント１５０５は販促メッセージ１４０５に関連して表示され
てもよい。この場合、ユーザコメント１５０５は、受領した製品に関するユーザからの苦
情を含む。企業は、ユーザの苦情または懸念事項に対処できるかどうかを決定するために
、ユーザコメント１５０５に対して非公開で応答することを望むことがある。
【０１７１】
　一般に、企業は、メッセージングサービス１４０がスパム（つまり、望まない販促、広
告またはその他通信の送信）に使用されるのを避けるために、ユーザとのメッセージング
会話を開始することを禁じられてもよい。しかし、企業は、ユーザがダイアログで企業に
接触しない限り追加応答の送信をなおも制限されながら、企業の販促メッセージ１４０５
に対するユーザコメントへの応答を開始する単一応答メッセージを送信できるようにされ
てもよい。いくつかの実施形態では、企業は、２４時間または１週間など、ユーザコメン
ト１５０５の投稿後所定の時間枠内で、ユーザコメント１５０５に対する応答のみに制限
されてもよい。いくつかの実施形態では、ユーザコメントに応答して、一定数のプライベ
ートメッセージ、１つまたは複数、が許されてもよい。受信した応答に対して送信するプ
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ライベートメッセージの特定の比率を、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
用の企業ポータル１６０で制御してもよい。
【０１７２】
　ユーザコメント１５０５は応答制御部１５１０を含み得る。「いいね！」制御部および
応答制御部など、応答制御部１５１０のいくつかは一般にユーザ全員が利用できるもので
あってもよく、ユーザがユーザコメント１５０５に賛同し、またはユーザコメント１５０
５に対して公開で応答できるようにする。メッセージ制御部は、企業の管理者に制限して
もよく（１つの応答のみに制限されたままである）、および、ユーザコメント１５０５を
生成したユーザの友達に制限してもよい。
【０１７３】
　いくつかの実施形態では、企業の管理者は、ユーザがメッセージングサービス１４０お
よびソーシャルネットワーキングサービス１７０の両方または一方で企業用のページと対
話したときに行うなど、ユーザが企業からのプライベートメッセージングにオプトインし
たときのみ、ユーザにプライベートメッセージを送信してもよい。
【０１７４】
　図１５Ｂは、ユーザコメント１５０５に応答して管理者メッセージダイアログ１５３０
を表示するメッセージングエンドポイント１２５用のユーザインタフェース１５２５の一
実施形態を示す。ユーザインタフェース１５２５は、メッセージ制御部を選択した企業の
管理者に対応してもよい。
【０１７５】
　管理者がメッセージ制御部を選択することが、管理者メッセージダイアログ１５３０を
インスタンス化してもよい。管理者メッセージダイアログ１５３０は、管理者がユーザコ
メント１５０５に対する応答を入力し、それをメッセージングサービス１４０を使用して
プライベートメッセージングとしてユーザに送信できるようにしてもよい。
【０１７６】
　販促メッセージ１４０５に対するユーザによるユーザコメント１５０５に応答してプラ
イベートメッセージをユーザが受信したことは、メッセージング会話の中で、プライベー
トメッセージの始まりがそのユーザコメント１５０５であることを思い出させてもよい。
ユーザにはそのユーザコメント１５０５を示してもよく、販促メッセージ１４０５に隣接
させるなど、コンテキストの中でそのユーザコメント１５０５を閲覧するための制御部を
選択できるようにしてもよい。
【０１７７】
　企業の管理者には、企業とユーザとの関係に関する、より大きなコンテキストを閲覧で
きるようにしてもよい。管理者はユーザが企業から購入した過去の買い物、企業に関して
ユーザが保留中の買い物、ユーザと企業との間の過去のメッセージング対話、ユーザが企
業からの最新情報の受信申込をしたかどうか、ユーザの支払情報（例えば、クレジットカ
ード番号などの具体的な金融情報を閲覧できなくても、ユーザの支払情報が記録されてい
るかどうかなど）、ユーザの連絡先情報、ユーザと企業との間の他の過去の対話、を取り
出すことができてもよい。管理者は、ユーザがファンであるかどうかを示すなど、ユーザ
を１つまたは複数のカテゴリに分類し、後でこれらの分類を閲覧できるようにしてもよい
。管理者は、ユーザが固定客または高価値顧客であることによるなど、ユーザに優先ステ
ータスを割り当てることができ得る。管理者には、ユーザの優先度に応じて決定される順
序に従い、ユーザに関係する通知およびアラートが与えられてもよい（多数の通知および
アラートまたは多数の通知もしくはアラートがキューに入っている場合）。ユーザは、そ
の応答をメッセージング会話の中で「はい」または「いいえ」として入力できるインライ
ンインタフェースを使用して、企業に関する最新情報の受信申込をするよう促されてもよ
い。一般に、企業とのあらゆる形態の対話（製品の購入、最新情報の要求等）は、ユーザ
によるテキスト入力を使用してインラインで行うことができる。
【０１７８】
　図１６は、自動応答１６８５を生成する消費者・企業間サービス１１０の一実施形態を
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示す。
　ユーザプロフィールコンポーネント１６５０は、一般に、自動応答メッセージングシス
テム１００の複数のユーザに関する複数のユーザプロフィールを管理し、更新し、取り出
すように構成されてもよい。ユーザプロフィールコンポーネントはメッセージングサービ
ス１４０用のユーザアカウントに関連付けられているユーザプロフィール１６５５を取り
出してもよい。ユーザプロフィール１６５５は、クライアントデバイス１２０のメッセー
ジングエンドポイント１２５を使用して、ユーザがメッセージング開始１６７５を行うこ
とに応答して取り出されてもよい。
【０１７９】
　メッセージング自動コンポーネント１６６０は、一般に、クライアントデバイス１２０
のメッセージングエンドポイント１２５によるメッセージング開始１６７５の通知を受信
するように構成されていてもよい。メッセージング自動コンポーネント１６６０はユーザ
プロフィール１６５５からユーザプロフィール１６５５を受信してもよい。メッセージン
グ自動コンポーネント１６６０は、メッセージング開始１６７５に応答してユーザプロフ
ィール１６５５に基づいて自動応答１６８５を構成し、自動応答１６８５をメッセージン
グサービス１４０を介してメッセージングエンドポイント１２５に送信してもよい。自動
応答１６８５は、企業用のコマースフロントエンドサーバ１９０から受信した自動応答構
成１６８５に基づいて生成されてもよい。いくつかの場合には、自動応答構成１６８５は
、メッセージングサービス１４０との管理者インタフェースにより作成されたものであっ
てもよい。
【０１８０】
　自動応答構成１６８５は状態を有してもよく、それにより有限状態機械（ＦＳＭ）に対
応してもよい。管理者インタフェースは、管理者が木、分岐論理またはＦＳＭをどのよう
に展開しているかを閲覧するための模擬チャットウィンドウを含み得る。いくつかの場合
には、管理者通知は、ユーザが自動応答構成１６８５で対話指示なく有限状態機械のある
状態に移行する場合に行ってもよい。いくつかの状態は製品注文に関連付けられてもよく
、これが製品注文ダイアログをインスタンス化してもよい。製品注文はピアツーピア、ま
たはビジネスツーピアの注文技術を使用してもよい。
【０１８１】
　自動応答１６８５を構成することは、ユーザプロフィール１６５５から１つまたは複数
のカスタム要素を抽出することと、抽出した１つまたは複数のカスタム要素に自動応答１
６８５を基づかせることと、を含み得る。１つまたは複数のカスタム要素は、名前、住所
、誕生日および場所のうちの１つまたは複数を含み得る。名前などのカスタム要素を自動
応答１６８５に含めてもよい。住所（例、ユーザの住所）または（メッセージングエンド
ポイント１２５の位置情報に従い決定されるような）場所などのカスタム要素を、例えば
、ユーザに関連のある特定の企業の場所を決定するために使用してもよく、自動応答１６
８５はその特定の企業の場所に関係して生成する。いくつかの場合には、住所は、メッセ
ージング開始１６７５の一部として受信される配送先住所フィールドなど、配送先住所に
対応してもよい。代替的に、または追加的に、異なる地理的地域（例、都市、州、国、多
国領域）に対して異なるダイアログを使用してもよい。同様に、未成年者と成人に対する
異なるダイアログなど、異なる領域の人々に対して異なるダイアログを使用してもよい。
【０１８２】
　自動応答１６８５が場所に基づいている場合、自動応答１６８５を構成することは、ユ
ーザアカウントに関連付けられている現在の地理的な場所を決定することを含み得る。こ
の現在の地理的な場所は、メッセージング開始１６７５に応答して場所を要求するか、ま
たはクライアントデバイス１２０のユーザへの一般的な位置情報サービスの提供の一部と
して記録されたクライアントデバイス１２０の記録済みの場所を取り出すことによって、
クライアントデバイスからクライアントデバイス１２０の場所を取り出して決定してもよ
い。
【０１８３】
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　いくつかの場合、自動応答構成１６９５は、ユーザが製品またはサービスを注文するコ
マース取引を開始できるようにしてもよい。メッセージング自動コンポーネント１６６０
は、自動応答構成１６９５の処理により、自動応答１６８５の一部としてコマース取引指
示を受信してもよい。しかし、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、望ま
ない製品またはサービスに対してユーザが請求されないように、コマース取引のユーザ確
認を要求するように構成してもよい。このように、メッセージング自動コンポーネント１
６６０はコマース取引指示に応答してコマース取引確認ダイアログを開始して、そのコマ
ース取引をユーザに確認させ、ユーザからのコマース取引確認ダイアログへの肯定応答に
のみ応答して、コマース取引を行うようにしてもよい（これには、金融取引を行うこと、
コマースフロントエンドサーバ１９０に注文依頼を提出することを含み得る。）
　ユーザには、販促メッセージ１４０５などのメッセージを含み得る広告を提示してもよ
い。消費者・企業間サービス１１０は、メッセージングエンドポイント１２５内、または
ソーシャルネットワーキングサービス１７０用のウェブページなどの消費者・企業間のメ
ッセージングシステム１００に関連付けられているウェブページ上に、広告を表示しても
よい。消費者・企業間サービス１１０は、ユーザが広告を選択することに応答して、ユー
ザによる広告の選択を受信し、メッセージングエンドポイント１２５（メッセージングウ
ィジェットなど）をインスタンス化してもよい。
【０１８４】
　いくつかの場合には、広告またはリンクに関わることが、企業との対話においてメッセ
ージングエンドポイント１２５へのディープリンクを開始してもよい。このメッセージン
グ対話はメッセージング対話中に推奨されるかまたはその他の形で提示され得る特定の製
品を注文するための制御部を含み得る。ユーザは、ボタンとして制御部を選択することを
可能にされてもよく、または制御部に対応するテキストを入力することにより、制御部を
選択することを可能にされてもよい。
【０１８５】
　いくつかの場合には、ユーザは、メッセージングエンドポイント１２５用のアドレスフ
ィールドに企業の名称または他の識別子を入力することにより、企業とのメッセージング
を開始してもよい。メッセージングエンドポイント１２５はアドレスフィールドのオート
コンプリートをサポートしてもよい。様々な実施形態において、オートコンプリートは、
ユーザと知り合いである他のユーザ、近くの企業、フォローした企業、「いいね！」を表
明した企業、ユーザが取引に関わったことのある企業、またはすべての企業に対して照合
してもよい。
【０１８６】
　少なくとも図１４Ｃを参照して述べたように、いくつかの場合には、管理者は自動対話
を取り仕切ってもよい。メッセージング自動コンポーネント１６６０は、構成された自動
応答１６８５に基づいてメッセージングエンドポイント１２５を介して自動対話を行い、
その自動対話を記録してもよい。メッセージング自動コンポーネント１６６０は、さらに
、企業の管理者がユーザとの対話を取り仕切ることに応答して、自動応答のために管理者
インタフェースを介して記録された自動対話を表示してもよい。
【０１８７】
　メッセージング自動コンポーネント１６６０は、構成された自動応答１６８５に基づい
て、メッセージングエンドポイント１２５を介して自動対話を行ってもよい。メッセージ
ング自動コンポーネント１６６０は、自動対話の現状が管理者通知を示すと決定してもよ
い。メッセージング自動コンポーネント１６６０は、自動対話の現状が管理者通知を示す
との決定に応答して、自動応答１６８５のために管理者アカウントに通知を送信してもよ
い。管理者通知を示す自動対話の状態は、自動応答構成１６９５に指定されてもよい。
【０１８８】
　異なる管理者が、特定の企業の場所または特定の地理的地域を問わず、異なる場所に関
連付けられてもよい。同様に、異なる顧客のカテゴリ（例、財務状態、優先言語）に対し
て異なる管理者を使用してもよい。そのため、通知の送信先となる管理者アカウントは、
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ユーザプロフィール１６５５からのユーザ情報に基づいて、複数の管理者アカウントから
決定されてもよく、ユーザ情報は、ユーザの場所およびユーザの人口統計学的情報のうち
の少なくとも１つを含む。
【０１８９】
　いくつかの場合には、自動応答構成１６９５は、分岐応答を指定し、またはその他の形
でユーザプロフィール１６５５に指定され得るユーザ情報要素に依存してもよい。しかし
、中には、ユーザプロフィールを全部は記入していないユーザもいる。そのため、メッセ
ージング自動コンポーネント１６６０は、自動対話からよりよい利益を受けるために、ユ
ーザに自分のユーザプロフィールに情報を追加するよう促してもよい。メッセージング自
動コンポーネント１６６０は、自動応答１６８５がユーザ情報要素に従って構成されるよ
う作動すると決定し、ユーザ情報要素がユーザプロフィール１６５５に指定されていない
と決定し、自動応答がユーザ情報に従って構成されるよう作動することと、ユーザ情報要
素がユーザプロフィールに指定されていないこととの決定に応答して、ユーザプロフィー
ル１６５５に関するユーザ情報要素の指定を促してもよい。これは、メッセージングエン
ドポイント１２５でのダイアログ、または自動対話での情報のインラインクエリをインス
タンス化することを含み得る。
【０１９０】
　いくつかの場合には、メッセージング対話は、企業用のサードパーティウェブページな
どのウェブページ内に埋め込まれてもよい。メッセージングエンドポイント１２５は、サ
ードパーティウェブページに埋め込まれるメッセージングサービス１４０のメッセージン
グウィジェットを備え得る。そのため、メッセージングサービス１４０は、構成された自
動応答１６８５に基づいて、メッセージングウィジェットを介して自動対話を行ってもよ
い。サードパーティウェブページに埋め込まれるメッセージングウィジェットを使用する
場合、ユーザアカウントおよびユーザプロフィールは、クライアントデバイス１２０に記
憶され、クライアントデバイス１２０から受信されるウェブクッキーに基づいて特定され
てもよい。
【０１９１】
　統合メッセージング・支払システムは、製品またはサービスの購入のために支払取引の
処理に便宜を提供することができる。具体的には、統合メッセージング・支払システムは
、ユーザが、メッセージングエンドポイント１２５内で製品またはサービスを購入するた
めに、加盟店と支払取引を行うことができるようにする。例えば、消費者・企業間のメッ
セージングシステム１００は、ユーザが、メッセージングエンドポイント１２５を介して
加盟店と通信しながら、加盟店と支払取引を開始できるようにすることができる。このよ
うに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがユーザのクライアン
トデバイス１２０（例、スマートフォンなどのモバイルデバイス）から、製品に関する問
い合わせおよび製品の購入の両方または一方を行うために、加盟店と簡単に対話すること
を可能にすることができる。
【０１９２】
　さらに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００の実施形態は、ユーザへの返
金処理の方法を簡素化することができる。例えば、消費者・企業間のメッセージングシス
テム１００は、メッセージングエンドポイント１２５を介して、加盟店がユーザに返金す
る方法を提供することができる。具体的には、消費者・企業間のメッセージングシステム
１００は、ユーザと加盟店との間のメッセージングスレッドを、ユーザと加盟店との間の
支払取引に結び付けられている取引識別子に関連付けることによって、ユーザがメッセー
ジングエンドポイント１２５内から加盟店からの返金を請求できるようにすることができ
る。このように、加盟店は、通話または対面で機密情報（例、カード番号）を加盟店に与
えるようユーザに要求しなくても、ユーザに返金することができる。
【０１９３】
　１つまたは複数の実施形態によると、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
は、ユーザが多様な支払方法により加盟店に支払を行うことができるようにする。具体的
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には、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザが加盟店との支払取引
で使用するために、複数の支払クレデンシャルをシステムに登録できるようにすることが
できる。例えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがメッセー
ジングエンドポイント１２５を使用して加盟店の製品に対する支払を行うために、複数の
登録済みの支払クレデンシャルのうちの１つまたは複数を選択できるようにすることがで
きる。さらに、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、加盟店が、加盟店の
プリファレンスまたは要件に基づいて、複数の異なる支払のオプションをユーザに提供で
きるようにしてもよい。このように、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、ユーザと加盟店との間の電子的支払取引において、支払方法の多様性を提供することが
できる。
【０１９４】
　さらに、システムは、消費者が機密な金融情報（例、クレジットカード番号、当座預金
番号）を加盟店に提供する必要なく、製品またはサービスに対する支払を加盟店に行うこ
とができるようにする。このように、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、強化されたセキュリティをユーザに提供することができる。具体的には、ユーザは、新
規の加盟店を訪問するときに、詐欺の心配をなくすことができる。
【０１９５】
　消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、加盟店にとってもセキュリティを
強化することができる。具体的には、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は
、ソーシャルネットワーキングシステムが消費者に関して維持する情報に基づいて、リス
クチェックを行うことができる。消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、消
費者が既知の詐欺師である場合、またはシステムが維持する消費者もしくは加盟店に関す
る情報に基づいて支払が詐欺によるものと思われる場合、支払を拒否することができる。
【０１９６】
　ユーザが電子的通信をやり取りできることに加えて、消費者・企業間のメッセージング
システム１００は、ユーザ同士が互いに金銭的な支払を送受信できるようにすることがで
きる。１つまたは複数の実施形態では、消費者・企業間のメッセージングシステム１００
は、ユーザが支払メッセージを明示して、加盟店ユーザに送信できるようにする。例えば
、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は、ユーザがメッセージングサービス
１４０を介して企業に支払を送信できるようにすることができる。同様に、企業は支払の
通知を受信し、支払を収受または拒否することができる。企業は消費者・企業間のメッセ
ージングシステム１００と通信して、ユーザ（つまり、そのアカウント）間の支払を容易
にする取引を調整することができる。
【０１９７】
　１つまたは複数の実施形態では、例えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１
００は支払ネットワークと通信して、取引を認可および処理することができる。例えば、
消費者・企業間のメッセージングシステム１００は取引を支払ゲートウェイシステムに送
信することができる。支払ゲートウェイシステムが取引を受信したら、支払ゲートウェイ
システムはその取引を、支払加盟店ユーザの加盟店銀行が使用するプロセッサ（例、支払
処理システム）に送信することができる。支払方法（例、消費者ユーザの口座）に基づい
て、支払処理システムはその取引を適切なカードネットワークシステムに送信することが
できる。多くの場合、カードネットワークシステムはさらにその取引を発行銀行システム
に送信する。
【０１９８】
　発行銀行システムは取引の承認または拒否のいずれかを行い、その決定をカードネット
ワークシステムに送り返す。カードネットワークはさらにその決定を支払処理システムに
送信する。支払処理システムはさらにその決定を支払ゲートウェイシステムに転送するこ
とができ、１つまたは複数の実施形態では、支払ゲートウェイシステムは取引および決定
に関係する詳細を維持することができる。また、支払処理システムはその決定を消費者・
企業間のメッセージングシステム１００にも送信する。
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【０１９９】
　取引を認可することに加えて、支払ネットワークは決済タスクも行うことができる。例
えば、消費者・企業間のメッセージングシステム１００は支払ゲートウェイシステムと調
整して、加盟店銀行の好適な支払処理システムを介して、キャプチャした１つまたは複数
の取引を含む毎日の決済バッチを加盟店銀行に提出することができる。支払処理システム
はさらに決済バッチを加盟店銀行のサーバに送信し、加盟店銀行は決済バッチ内の各取引
の金額の預入を、加盟店に関連付けられている口座に記録する。
【０２００】
　次いで、加盟店銀行は、預入金額に充てる資金要求を支払処理システムに送信すること
ができ、支払処理システムは資金要求を適切なカードネットワークシステムに渡す。次い
で、カードネットワークシステムは資金要求を発行銀行システムに送信する。発行銀行シ
ステムは取引を消費者ユーザの口座に記帳し、資金の払い出しをカードネットワークシス
テムに渡し、次いで支払処理システムへと渡された後さらに加盟店銀行に渡される。
【０２０１】
　図１７は、第４の論理フロー１７００の一実施形態を示す。論理フロー１７００は、本
明細書に記載される１つまたは複数の実施形態によって実行される動作のいくつかまたは
全部の代表的なものであってもよい。
【０２０２】
　図１７に示される例示の実施形態では、論理フロー１７００は、ブロック１７０２で、
メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられているユーザプロフィール
を受信してもよい。
【０２０３】
　論理フロー１７００は、ブロック１７０４で、クライアントデバイスのメッセージング
エンドポイントからメッセージング開始を受信してもよい。
　論理フロー１７００は、ブロック１７０６で、メッセージング開始に応答して、ユーザ
プロフィールに基づき自動応答を構成してもよい。
【０２０４】
　実施形態は、この例に限定されない。
　コンピュータシステムの実施形態
　図１８は、集中型システム１８００のブロック図を示す。集中型システム１８００は、
全体が単一デバイス１８２０内など、単一コンピューティングエンティティ内のシステム
１００の構造および動作または構造もしくは動作のいくつかまたは全部を実装してもよい
。
【０２０５】
　デバイス１８２０は、システム１００のために情報を受信し、処理し、送信することの
できる電子デバイスを備え得る。電子デバイスの例は、限定ではないが、ウルトラモバイ
ルデバイス、モバイルデバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルコンピューティング
デバイス、スマートフォン、電話、デジタル電話、携帯電話、電子書籍リーダ、ハンドセ
ット、ワンウェイページャ、ツーウェイページャ、メッセージングデバイス、コンピュー
タ、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、ノートブックコンピュータ、ネットブックコンピュータ、ハンドヘルドコンピュ
ータ、タブレットコンピュータ、サーバ、サーバアレイもしくはサーバファーム、ウェブ
サーバ、ネットワークサーバ、インターネットサーバ、ワークステーション、ミニコンピ
ュータ、メインフレームコンピュータ、スーパーコンピュータ、ネットワーク機器、ウェ
ブ機器、分散コンピューティングシステム、マルチプロセッサシステム、プロセッサベー
スのシステム、家庭用電子機器、プログラム可能な家庭用電子機器、ゲームデバイス、テ
レビ、デジタルテレビ、セットトップボックス、無線アクセスポイント、基地局、加入者
局、モバイル加入者センター、無線ネットワークコントローラ、ルータ、ハブ、ゲートウ
ェイ、ブリッジ、スイッチ、マシン、またはそれらの組合せを含むことができる。実施形
態は、これに限定されない。
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【０２０６】
　デバイス１８２０は、処理コンポーネント１８３０を用いて、システム１００のための
処理動作またはロジックを実行してもよい。処理コンポーネント１８３０は様々なハード
ウェア要素、ソフトウェア要素、または双方の組合せを含むことができる。ハードウェア
要素の例は、デバイス、論理デバイス、コンポーネント、プロセッサ、マイクロプロセッ
サ、回路、プロセッサ回路、回路素子（例えば、トランジスタ、レジスタ、キャパシタ、
インダクタ等）、集積回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジッ
クデバイス（ＰＬＤ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマ
ブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、メモリユニット、論理ゲート、レジスタ、半導体デバイ
ス、チップ、マイクロチップ、チップセット等を含むことができる。ソフトウェア要素の
例は、ソフトウェアコンポーネント、プログラム、アプリケーション、コンピュータプロ
グラム、アプリケーションプログラム、システムプログラム、ソフトウェア開発プログラ
ム、マシンプログラム、オペレーティングシステムソフトウェア、ミドルウェア、ファー
ムウェア、ソフトウェアモジュール、ルーチン、サブルーチン、関数、メソッド、プロシ
ージャ、ソフトウェアインタフェース、アプロケーションプログラムインタフェース（Ａ
ＰＩ）、命令セット、コンピューティングコード、コンピュータコード、コードセグメン
ト、コンピュータコードセグメント、ワード、値、シンボル、またはそれらの任意の組合
せを含むことができる。実施形態がハードウェア要素を用いて実施されるか、ソフトウェ
ア要素を用いて実施されるか、またはハードウェア要素およびソフトウェア要素を用いて
実施されるかを決定することは、所望の計算速度、パワーレベル、耐熱性、処理サイクル
バジェット、入力データレート、出力データレート、メモリリソース、データバス速度、
および他の設計または性能の制約等の任意の数の要因に従って、所与の実施態様にとって
望ましいとおりに変動することができる。
【０２０７】
　デバイス１８２０は、通信コンポーネント１８４０を用いて、システム１００のための
通信動作またはロジックを実行することができる。通信コンポーネント１８４０は、パケ
ット交換ネットワーク（例えば、インターネット等の公共ネットワーク、社内イントラネ
ット等のプライベートネットワーク等）、回路交換網（例えば、公衆交換電話網）、また
はパケット交換ネットワークおよび回路交換網の（適切なゲートウェイおよびトランスレ
ータを用いた）組合せ等と共に使用するのに適した技法等の、任意のよく知られた通信技
法およびプロトコルを実施することができる。通信コンポーネント１８４０は、１つまた
は複数の通信インタフェース、ネットワークインタフェース、ネットワークインタフェー
スカード（ＮＩＣ：Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）、無線通信装置、
無線トランスミッタ／無線レシーバ（トランシーバ）、有線無線通信媒体および無線通信
媒体の両方または一方、物理的コネクタ等の様々なタイプの標準的な通信要素を含むこと
ができる。限定ではないが、例として、通信媒体１８１２、１８４２は有線通信媒体およ
び無線通信媒体を含む。有線通信媒体の例は、有線、ケーブル、金属導線、プリント回路
基盤（ＰＣＢ：Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ）、バックプレーン、スイ
ッチファブリック、半導体材料、ツイストペア線、同軸ケーブル、光ファイバ、伝搬信号
等を含むことができる。無線通信媒体の例は、音響、無線周波数（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ－Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ）スペクトル、赤外線および他の無線媒体を含むことができる。
【０２０８】
　顧客・企業間サービスデバイス１８２０は、単一コンピューティングデバイスに消費者
・企業間サービス１１０を実装してもよい。顧客・企業間サーバデバイス１８２０は、通
信コンポーネント１８４０を介する通信信号１８１４を用いて、通信媒体１８１２を通じ
て他のデバイスと通信してもよい。デバイスは、所与の実施態様にとって望ましいとおり
に、顧客・企業間サーバデバイス１８２０の内部または外部であってもよい。デバイスは
クライアントデバイス１２０とコマースフロントエンドサーバ１９０とを含み得る。
【０２０９】
　図１９は、分散型システム１９００のブロック図を示す。分散型システム１９００は、
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システム１００について、その構造およびオペレーションの両方または一方のいくつかの
部分を、複数のコンピューティングエンティティに分散させることができる。分散型シス
テム１９００の例として、限定するものではないが、クライアントサーバーアーキテクチ
ャ、３層アーキテクチャ、Ｎ層アーキテクチャ、密結合またはクラスタアーキテクチャ、
ピアツーピアアーキテクチャ、マスタースレーブアーキテクチャ、共有データベースアー
キテクチャ、および他のタイプの分散型システムを含むことができる。実施形態は、これ
に限定されない。
【０２１０】
　分散型システム１９００は、１つまたは複数のメッセージングサーバデバイス１９４０
、１つまたは複数のクライアントコマースサーバデバイス１９５０、１つまたは複数の企
業コマースサーバデバイス１９６０、および１つまたは複数のソーシャルネットワーキン
グサーバデバイス１９７０を含め、複数のサーバデバイスを備え得る。概して、サーバデ
バイス１９４０、１９５０、１９６０および１９７０は、図１８を参照して説明したよう
な顧客・企業間サーバデバイス１８２０と同じまたは類似したものであり得る。例えば、
サーバデバイス１９４０、１９５０、１９６０および１９７０はそれぞれ、処理コンポー
ネントおよび通信コンポーネント１９４０を有することができ、それらは、図６を参照し
て説明したような処理コンポーネント６３０および通信コンポーネント６４０とそれぞれ
同じまたは類似したものである。他の例では、サーバデバイス１９４０、１９５０、１９
６０および１９７０は、通信コンポーネントを介して、通信信号１９１４を用いて通信媒
体１９１２を通して通信することができる。
【０２１１】
　メッセージングサーバデバイス１９４０は、記載された実施形態に従って様々な方法を
実行するように動作する１つまたは複数のプログラムを備えるか、または採用することが
できる。一実施形態では、例えば、メッセージングサーバデバイス１９４０はメッセージ
ングサービス１４０を実装してもよい。
【０２１２】
　クライアントコマースサーバデバイス１９５０は、記載された実施形態に従って、様々
な方法を実行するように動作する１つまたは複数のプログラムを備えるか、または採用す
ることができる。一実施形態では、例えば、クライアントコマースサーバデバイス１９５
０は消費者ポータル１５０を実装してもよい。
【０２１３】
　いくつかの実施形態では、例えば、クライアントコマースサーバデバイス１９５０は、
ユーザコンテキストコンポーネント１１４０、ユーザプロフィールコンポーネント１１５
０および推奨コンポーネント１１６０を実装してもよい。他の実施形態では、これらのコ
ンポーネントは、特定の推奨サーバデバイスなどの他のサーバデバイスによって実装され
てもよい。
【０２１４】
　企業コマースサーバデバイス１９６０は、記載された実施形態に従って、様々な方法を
実行するように動作する１つまたは複数のプログラムを備えるか、または採用することが
できる。一実施形態では、例えば、企業コマースサーバデバイス１９６０は企業ポータル
１６０を実装してもよい。
【０２１５】
　ソーシャルネットワーキングサーバデバイス１９７０は、記載された実施形態に従って
、様々な方法を実行するように動作する１つまたは複数のプログラムを備えるか、または
採用することができる。一実施形態では、例えば、ソーシャルネットワーキングサーバデ
バイス１９７０はソーシャルネットワーキングサービス１７０を実装してもよい。
【０２１６】
　消費者・企業間サービス１１０はクライアントデバイス１２０と同様で、それぞれメッ
セージングエンドポイント１２５を実行する複数のクライアントデバイス１９２０と通信
してもよい。消費者・企業間サービス１１０は１つまたは複数の企業エンティティに対応
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する複数のコマースフロントエンドサーバデバイス１９９０と通信してもよい。
【０２１７】
　図２０は、上記に記載の様々な実施形態を実施するのに適した例示的なコンピューティ
ングアーキテクチャ２０００の一実施形態を示す。１つの実施形態では、コンピューティ
ングアーキテクチャ２０００は、電子デバイスを備えるか、電子デバイスの一部として実
施されることが可能である。電子デバイスの例は、中でも、図１８および図１９を参照し
て説明したものを含むことができる。実施形態はこれに限定されない。
【０２１８】
　本出願において用いられるとき、「システム」および「コンポーネント」という語は、
ハードウェア、ハードウェアおよびソフトウェアの組合せ、ソフトウェア、または実行中
のソフトウェアのいずれかである、コンピュータに関係したエンティティを指すことを意
図され、それらの例が、例示的なコンピューティングアーキテクチャ２０００によって提
供される。例えば、コンポーネントは、限定ではないが、プロセッサにおいて実行される
プロセス、プロセッサ、ハードディスクドライブ、（光学および／または磁気記録媒体の
）マルチ記録ドライブ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラムおよび
／またはコンピュータであり得る。例示のために、サーバ上で実行されるアプリケーショ
ンおよびサーバの双方がコンポーネントであり得る。１つまたは複数のコンポーネントが
プロセスおよび／または実行スレッド内に常駐することができ、コンポーネントは、１つ
のコンピュータ上に局在することができ、および／または２つ以上のコンピュータ間で分
散され得る。更に、コンポーネントは、動作を協調させるように、様々なタイプの通信媒
体によって互いに通信可能に結合され得る。協調は、情報の一方向または双方向の交換を
含むことができる。例えば、コンポーネントは、通信媒体により通信される信号の形態で
情報を通信することができる。情報は、様々な信号線に割り当てられる信号として実施さ
れ得る。そのような割り当てにおいて、各メッセージは信号である。一方、更なる実施形
態は、代替的にデータメッセージを用いることができる。そのようなデータメッセージは
、様々な接続にわたって送信され得る。例示的な接続は、パラレルインタフェース、シリ
アルインタフェースおよびバスインタフェースを含む。
【０２１９】
　コンピューティングアーキテクチャ２０００は、１つまたは複数のプロセッサ、マルチ
コアプロセッサ、コプロセッサ、メモリユニット、チップセット、コントローラ、周辺機
器、インタフェース、オシレータ、タイミングデバイス、ビデオカード、オーディオカー
ド、マルチメディア入出力（Ｉ／Ｏ）コンポーネント、電源等の様々な一般的なコンピュ
ーティング要素を含む。しかしながら、実施形態は、コンピューティングアーキテクチャ
２０００による実施に限定されない。
【０２２０】
　図２０に示すように、コンピューティングアーキテクチャ２０００は、処理ユニット２
００４、システムメモリ２００６およびシステムバス２００８を備える。処理ユニット２
００４、限定ではないが、ＡＭＤ（登録商標）プロセッサ、Ａｔｈｌｏｎ（登録商標）プ
ロセッサ、Ｄｕｒｏｎ（登録商標）プロセッサおよびＯｐｔｅｒｏｎ（登録商標）プロセ
ッサ；ＡＲＭ（登録商標）のアプリケーションプロセッサ、組込み型プロセッサおよびセ
キュアプロセッサ；ＩＢＭ（登録商標）およびＭｏｔｏｒｏｌａ（登録商標）のＤｒａｇ
ｏｎＢａｌｌ（登録商標）プロセッサおよびＰｏｗｅｒＰＣ（登録商標）プロセッサ；Ｉ
ＢＭおよびＳｏｎｙ（登録商標）のセルプロセッサ；Ｉｎｔｅｌ（登録商標）のＣｅｌｅ
ｒｏｎ（登録商標）プロセッサ、Ｃｏｒｅ（２）Ｄｕｏ（登録商標）プロセッサ、Ｉｔａ
ｎｉｕｍ（登録商標）プロセッサ、Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商標）プロセッサ、Ｘｅｏｎ（
登録商標）プロセッサおよびＸＳｃａｌｅ（登録商標）プロセッサ；ならびに同様なプロ
セッサを含む様々な市販のプロセッサのうちの任意のものであり得る。デュアルマイクロ
プロセッサ、マルチコアプロセッサおよび他のマルチプロセッサアーキテクチャも処理ユ
ニット２００４として用いられることが可能である。
【０２２１】
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　システムバス２００８は、限定ではないがシステムメモリ２００６を含むシステムコン
ポーネントのためのインタフェースを処理ユニット２００４に提供する。システムバス２
００８は、多岐にわたる市販のバスアーキテクチャのうちの任意のものを用いてメモリバ
ス（メモリコントローラを有するかまたは有しない）、周辺バスおよびローカルバスに更
に相互接続することができるいくつかのタイプのバス構造のうちの任意のものとすること
ができる。インタフェースアダプタは、スロットアーキテクチャを介してシステムバス２
００８に接続することができる。例示的なスロットアーキテクチャは、限定ではないが、
アクセラレーテッドグラフィックスポート（ＡＧＰ：Ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ　Ｇｒａｐ
ｈｉｃｓ　Ｐｏｒｔ）、カードバス、（拡張）業界標準アーキテクチャ（（Ｅ）ＩＳＡ：
（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ）Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ
）、マイクロチャネルアーキテクチャ（ＭＣＡ：Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｒｃｈ
ｉｔｅｃｔｕｒｅ）、ＮｕＢｕｓ、周辺コンポーネント相互接続（拡張）（ＰＣＩ（Ｘ）
：Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ（Ｅｘｔｅｎ
ｄｅｄ））、ＰＣＩエクスプレス、パーソナルコンピュータメモリカード国際組織（ＰＣ
ＭＣＩＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｃａｒｄ　Ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）等を含むことができる。
【０２２２】
　コンピューティングアーキテクチャ２０００は、様々な製造品を含むかまたは実装する
ことができる。製造品は、ロジックを記憶するためのコンピュータ可読記録媒体を含むこ
とができる。コンピュータ可読記録媒体の例は、揮発性メモリまたは不揮発性メモリ、取
外し可能または非取外し可能メモリ、消去可能または非消去可能メモリ、書き込み可能ま
たは書き換え可能メモリ等を含む、電子データを記憶することが可能な任意の有形媒体を
含むことができる。ロジックの例は、ソースコード、コンパイルされたコード、解釈実行
されたコード、実行可能コード、スタティックコード、ダイナミックコード、オブジェク
ト指向コード、視覚コード等の任意の適切なタイプのコードを用いて実施される実行可能
なコンピュータプログラム命令を含むことができる。実施形態はまた、１つまたは複数の
プロセッサによって読出しおよび実行されて、本明細書に記載の動作の実行を可能にする
ことができる、非一時的コンピュータ可読媒体に含まれるかまたは非一時的コンピュータ
可読媒体上にある命令として少なくとも部分的に実施されることが可能である。
【０２２３】
　システムメモリ２００６は、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＤＲＡＭ（ＤＤＲＡＭ
：Ｄｏｕｂｌｅ－Ｄａｔａ－Ｒａｔｅ　ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ：ｓｙｎ
ｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ：ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ
）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ：ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、消去可能
なプログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ：ｅｒａｓａｂｌｅ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　
ＲＯＭ）、電気的に消去可能なプログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ：ｅｌｅｃｔｒｉｃ
ａｌｌｙ　ｅｒａｓａｂｌｅ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、フラッシュメモリ
、強誘電性ポリマーメモリ等のポリマーメモリ、オーボニックメモリ（ｏｖｏｎｉｃ　ｍ
ｅｍｏｒｙ）、相変化または強誘電性メモリ、シリコン－酸化物－窒化物－酸化物－シリ
コン（ＳＯＮＯＳ：ｓｉｌｉｃｏｎ－ｏｘｉｄｅ－ｎｉｔｒｉｄｅ－ｏｘｉｄｅ－ｓｉｌ
ｉｃｏｎ）メモリ、磁気カードまたは光カード、独立ディスクの冗長アレイ（ＲＡＩＤ：
Ｒｅｄｕｎｄａｎｔ　Ａｒｒａｙ　ｏｆ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｄｉｓｋｓ）ドライ
ブ等のデバイスのアレイ、ソリッドステートメモリデバイス（例えば、ＵＳＢメモリ、ソ
リッドステートドライブ（ＳＳＤ：ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔｅ　ｄｒｉｖｅ）および情報を
記憶するのに適した任意の他のタイプの記録媒体等の１つまたは複数の高速メモリユニッ
トの形態の様々なタイプのコンピュータ可読記録媒体を含むことができる。図２０に示す
例示される実施形態では、システムメモリ２００６は、不揮発性メモリ２０１０および／
または揮発性メモリ２０１２を含むことができる。基本入出力システム（ＢＩＯＳ：ｂａ
ｓｉｃ　ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ　ｓｙｓｔｅｍ）を不揮発性メモリ２０１０に記憶す
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ることができる。
【０２２４】
　コンピュータ２００２は、内部（または外部）ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）２０
１４、取外し可能な磁気ディスク２０１８に対し読出しまたは書き込みを行うための磁気
フロッピー（登録商標）ディスクドライブ（ＦＤＤ）２０１６、および取外し可能な光デ
ィスク２０２２（例えば、ＣＤ－ＲＯＭまたはＤＶＤ）に対し読出しまたは書き込みを行
うための光ディスクドライブ２０２０を含む１つまたは複数の低速メモリユニットの形態
で様々なタイプのコンピュータ可読記録媒体を備えることができる。ＨＤＤ２０１４、Ｆ
ＤＤ２０１６および光ディスクドライブ２０２０は、それぞれＨＤＤインタフェース２０
２４、ＦＤＤインタフェース２０２６、および光ドライブインタフェース２０２８によっ
てシステムバス２００８に接続されることが可能である。外部ドライブ実装のためのＨＤ
Ｄインタフェース２０２４は、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）およびＩＥＥＥ１３
９４インタフェース技術の少なくとも一方または双方を含むことができる。
【０２２５】
　ドライブおよび関連するコンピュータ可読媒体は、データ、データ構造、コンピュータ
実行可能命令等の揮発性記録および／または不揮発性記録を提供する。例えば、オペレー
ティングシステム２０３０、１つまたは複数のアプリケーションプログラム２０３２、他
のプログラムモジュール２０３４およびプログラムデータ２０３６を含む複数のプログラ
ムモジュールがドライブおよびメモリユニット２０１０、２０１２に記憶され得る。１つ
の実施形態では、１つまたは複数のアプリケーションプログラム２０３２、他のプログラ
ムモジュール２０３４およびプログラムデータ２０３６は、例えば、システム１００の様
々なアプリケーションおよび／またはコンポーネントを含むことができる。
【０２２６】
　ユーザは、１つまたは複数の有線／無線入力デバイス、例えば、キーボード２０３８、
およびマウス２０４０等のポインティングデバイスを通じてコンピュータ２００２にコマ
ンドおよび情報を入力することができる。他の入力デバイスは、マイクロフォン、赤外線
（ＩＲ）リモートコントロール、無線周波数（ＲＦ）リモートコントロール、ゲームパッ
ド、スタイラスペン、カードリーダ、ドングル、指紋リーダ、グローブ、グラフィックタ
ブレット、ジョイスティック、キーボード、網膜リーダ、タッチスクリーン（例えば、容
量型、抵抗型等）、トラックボール、トラックパッド、センサ、スタイラス等を含むこと
ができる。これらのおよび他の入力デバイスは、多くの場合に、システムバス２００８に
結合された入力デバイスインタフェース２０４２を通じて処理ユニット２００４に接続さ
れるが、パラレルポート、ＩＥＥＥ１３９４シリアルポート、ゲームポート、ＵＳＢポー
ト、ＩＲインタフェース等の他のインタフェースによって接続されてもよい。
【０２２７】
　モニタ２０４４または他のタイプの表示デバイスも、ビデオアダプタ２０４６等のイン
タフェースを介してシステムバス２００８に接続される。モニタ２０４４は、コンピュー
タ２００２に対し内部または外部にあり得る。モニタ２０４４に加えて、コンピュータは
通常、スピーカ、プリンタ等の他の周辺出力デバイスを備える。
【０２２８】
　コンピュータ２００２は、リモートコンピュータ２０４８等の１つまたは複数のリモー
トコンピュータへの有線および／または無線通信を介して論理接続を用いてネットワーク
化された環境において動作することができる。リモートコンピュータ２０４８は、ワーク
ステーション、サーバーコンピュータ、ルータ、パーソナルコンピュータ、ポータブルコ
ンピュータ、マイクロプロセッサに基づく娯楽機器、ピアデバイス、または他の共通ネッ
トワークノードであり得、通常、コンピュータ２００２について記載した要素のうちの多
くまたは全てを備えるが、簡潔にするために、メモリ／記録デバイス２０５０のみが示さ
れている。描かれる論理接続は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）２０５２および
／またはより大きなネットワーク、例えば広域ネットワーク（ＷＡＮ）２０５４への有線
／無線接続を含む。そのようなＬＡＮおよびＷＡＮネットワーキング環境は、事務所およ
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び会社において一般的であり、イントラネット等の、企業規模のコンピュータネットワー
クを容易にする。これらは全て、グローバル通信ネットワーク、例えばインターネットに
接続することができる。
【０２２９】
　ＬＡＮネットワーキング環境において用いられるとき、コンピュータ２００２は、有線
および／または無線通信ネットワークインタフェースまたはアダプタ２０５６を通じてＬ
ＡＮ２０５２に接続される。アダプタ２０５６は、ＬＡＮ２０５２への有線および／また
は無線通信を容易にすることができる。ＬＡＮ２０５２も、アダプタ２０５６の無線機能
と通信するために配置された無線アクセスポイントを含むことができる。
【０２３０】
　ＷＡＮネットワーキング環境において用いられるとき、コンピュータ２００２は、モデ
ム２０５８を含むことができるか、またはＷＡＮ２０５４の通信サーバに接続されるか、
またはインターネット等によってＷＡＮ２０５４を介して、通信を確立する他の手段を有
する。内部または外部の、有線および／または無線デバイスであり得るモデム２０５８は
、入力デバイスインタフェース２０４２を介してシステムバス２００８に接続する。ネッ
トワーク化された環境では、コンピュータ２００２について述べられたプログラムモジュ
ールまたはその一部分をリモートメモリ／記録デバイス２０５０に記憶することができる
。示されるネットワーク接続は例示であり、コンピュータ間で通信リンクを確立する他の
手段が用いられてもよいことが理解されるであろう。
【０２３１】
　コンピュータ２００２は、ＩＥＥＥ８０２系規格を用いて、無線通信（例えば、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０オーバーザエアー変調技法）において動作可能に配置される無線デバイス
等の、有線および無線デバイスまたはエンティティと通信するように動作可能である。こ
れは、少なくとも、中でも、Ｗｉ－Ｆｉ（または無線フィデリティ）、ＷｉＭａｘおよび
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）の無線通信技術を含む。このため、この通信は従来のネ
ットワークと同じように予め定義された通信構造であり得るか、または、単に少なくとも
２つの装置の間におけるアドホック通信であり得る。Ｗｉ－Ｆｉネットワークは、安全で
信頼性が高く高速な無線接続を提供するＩＥＥＥ８０２．２０ｘ（ａ、ｂ、ｇ、ｎ等）と
称される無線技術を用いる。Ｗｉ－Ｆｉネットワークはコンピュータを互いに、インター
ネットに、および有線ネットワーク（ＩＥＥＥ８０２．３関連の媒体および機能を用いる
）に接続するのに用いられ得る。
【０２３２】
　図２１は上記の様々な実施形態を実施するのに適した例示的な通信アーキテクチャ２１
００のブロック図を示す。この通信アーキテクチャ２１００は、トランスミッタ、レシー
バ、トランシーバ、無線通信装置、ネットワークインタフェース、ベースバンドプロセッ
サ、アンテナ、増幅器、フィルタ、電源等の様々な一般的な通信要素を含む。しかしなが
ら、本発明の実施形態は通信アーキテクチャ２１００による実施に限定されない。
【０２３３】
　図２１に示されるように、通信アーキテクチャ２１００は１つまたは複数のクライアン
ト２１０２およびサーバ２１０４を含む。クライアント２１０２はクライアントデバイス
９１０を実装することができる。サーバ２１０４はサーバデバイス９５０を実装すること
ができる。クライアント２１０２およびサーバ２１０４は、１つまたは複数のそれぞれの
クライアントデータストア２１０８およびサーバデータストア２１１０に動作可能に接続
されている。これらは、クッキーおよび／または関連付けられたコンテキスト情報等のそ
れぞれのクライアント２１０２およびサーバ２１０４にローカルな情報を記憶するために
利用されることが可能である。
【０２３４】
　クライアント２１０２およびサーバ２１０４は通信フレームワーク２１０６を用いて互
いの間で情報を通信することができる。通信フレームワーク２１０６は任意の既知の通信
技法およびプロトコルを実装することができる。通信フレームワーク２１０６は、パケッ
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ト交換網（例えば、インターネット等の公衆ネットワーク、社内イントラネット等のプラ
イベートネットワーク等）、回線交換網（例えば、公衆交換電話網）、またはパケット交
換網と回線交換網との組合せ（適切なゲートウェイおよびトランスレータを備える）とし
て実装されることが可能である。
【０２３５】
　通信フレームワーク２１０６は、通信ネットワークを受け入れ、通信ネットワークと通
信し、通信ネットワークに接続するように構成される様々なネットワークインタフェース
を実施することができる。ネットワークインタフェースは、特殊な形態の入出力インタフ
ェースと見なされ得る。ネットワークインタフェースは、限定ではないが、直接接続、イ
ーサネット（登録商標）（例えば、シック、シン、ツイストペア１０／１００／１０００
ＢａｓｅＴ等）、トークンリング、無線ネットワークインタフェース、セルラーネットワ
ークインタフェース、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ－ｘネットワークインタフェース、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６ネットワークインタフェース、ＩＥＥＥ８０２．２０ネットワークインタ
フェース等を含む接続プロトコルを用いることができる。更に、様々な通信ネットワーク
タイプと関わるために複数のネットワークインタフェースが用いられ得る。例えば、ブロ
ードキャスト、マルチキャストおよびユニキャストネットワークによる通信を可能にする
ために、複数のネットワークインタフェースが用いられることが可能である。処理要件が
より高い速度およびより多くの容量を指示する場合、クライアント２１０２およびサーバ
２１０４によって必要とされる通信帯域幅をプールし、負荷分散し、他の形で増大させる
ために、分散ネットワークコントローラアーキテクチャが同様に利用されることが可能で
ある。通信ネットワークは、限定ではないが、直接相互接続、セキュア化されたカスタム
接続、プライベートネットワーク（例えば、社内イントラネット）、公衆ネットワーク（
例えば、インターネット）、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、インターネッ
ト上のノードとして動作しているミッション（ＯＭＮＩ：Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｍｉｓｓ
ｉｏｎｓ　ａｓ　Ｎｏｄｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ）、広域ネットワーク（
ＷＡＮ）、無線ネットワーク、セルラーネットワークおよび他の通信ネットワークを含む
有線および／または無線ネットワークのうちの任意の１つまたはそれらの組合せであり得
る。
【０２３６】
　図２２は、システム１００のようなマルチキャリアＯＦＤＭシステムで使用するための
デバイス２２００の実施形態を示している。デバイス２２００は、例えば、システム１０
０を参照して説明したようなソフトウェアコンポーネント２２６０、および／または論理
回路２２３５を実装することができる。論理回路２２３５は、システム１００について説
明したオペレーションを実行するための物理回路を含み得る。図２２に示すように、デバ
イス２２００は、無線インタフェース２２１０と、ベースバンド回路２２２０と、コンピ
ューティングプラットフォーム２２３０とを備え得るが、ただし実施形態は、この構成に
限定されない。
【０２３７】
　デバイス１１００は、完全に単一のデバイス内にあるなどの単一のコンピューティング
エンティティにおいて、システム１００および／または論理回路２２３５について、その
構造および／またはオペレーションの一部またはすべてを具体化することができる。ある
いは、デバイス２２００は、クライアントサーバーアーキテクチャ、３層アーキテクチャ
、Ｎ層アーキテクチャ、密結合またはクラスタアーキテクチャ、ピアツーピアアーキテク
チャ、マスタースレーブアーキテクチャ、共有データベースアーキテクチャ、および他の
タイプの分散型システムのような分散システムアーキテクチャを用いて、システム１００
および／または論理回路２２３５について、その構造および／またはオペレーションのい
くつかの部分を複数のコンピューティングエンティティに分散させることができる。実施
形態は、これに限定されない。
【０２３８】
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　一実施形態では、無線インタフェース２２１０は、（例えば、相補型符号変調（ＣＣＫ
）および／または直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含む）シングルキャリアま
たはマルチキャリア変調信号を送信および／または受信するように構成されたコンポーネ
ントもしくはコンポーネントの組み合わせを有し得るが、ただし実施形態は、いずれかの
特定の空中（ｏｖｅｒ－ｔｈｅ－ａｉｒ）インタフェースまたは変調方式に限定されない
。無線インタフェース２２１０は、例えば、受信機２２１２、送信機２２１６、および／
または周波数シンセサイザ２２１４を有し得る。無線インタフェース２２１０は、バイア
スコントロール、水晶発振器、および／または１つ以上のアンテナ２２１８を有し得る。
他の実施形態では、無線インタフェース２２１０は、必要に応じて、外部の電圧制御発振
器（ＶＣＯ）、弾性表面波フィルタ、中間周波数（ＩＦ）フィルタ、および／またはＲＦ
フィルタを使用することができる。可能なＲＦインタフェース構成は多様であるため、そ
の広範な説明は省略する。
【０２３９】
　ベースバンド回路２２２０は、受信信号および／または送信信号を処理するために無線
インタフェース２２１０と通信することができ、例えば、受信信号をダウンコンバートす
るためのアナログデジタル変換器２２２２、信号を送信用にアップコンバートするための
デジタルアナログ変換器２２２４を有し得る。さらに、ベースバンド回路２２２０は、個
々の受信／送信信号のＰＨＹリンク層処理のためのベースバンドまたは物理層（ＰＨＹ）
処理回路２２５６を有し得る。ベースバンド回路２２２０は、例えば、メディアアクセス
制御（ＭＡＣ）／データリンク層処理のための処理回路２２２８を有し得る。ベースバン
ド回路２２２０は、例えば、１つ以上のインタフェース２２３４を介した処理回路２２２
８および／またはコンピューティングプラットフォーム２２３０による通信のためのメモ
リコントローラ２２３２を有し得る。
【０２４０】
　いくつかの実施形態では、ＰＨＹ処理回路２２２６は、無線フレームのような通信フレ
ームを構築および／または分解するために、バッファメモリのような追加回路と組み合わ
せて、フレーム構築および／または検出モジュールを含み得る。代替的または追加的に、
ＭＡＣ処理回路２２２８は、これらの機能のうちのいくつかの処理を共有するか、または
これらのプロセスをＰＨＹ処理回路２２２６とは独立に実行することができる。
【０２４１】
　コンピューティングプラットフォーム２２３０は、デバイス２２００にコンピューティ
ング機能を提供し得る。図示のように、コンピューティングプラットフォーム２２３０は
、処理コンポーネント２２４０を有し得る。デバイス１１００は、ベースバンド回路２２
２０に対して追加的または代替的に、処理コンポーネント２２４０を用いて、システム１
００および／または論理回路２２３５について、その処理オペレーションまたはロジック
を実行することができる。処理コンポーネント２２４０（および／またはＰＨＹ２２２６
および／またはＭＡＣ２２２８）は、各種ハードウェア要素、ソフトウェア要素、または
その両方の組み合わせを含み得る。ハードウェア要素の例として、デバイス、論理デバイ
ス、コンポーネント、プロセッサ、マイクロプロセッサ、回路、プロセッサ回路、回路素
子（例えば、トランジスタ、抵抗器、キャパシタ、インダクタなど）、集積回路、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、デジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、メモリ
ユニット、論理ゲート、レジスタ、半導体デバイス、チップ、マイクロチップ、チップセ
ットなどを含むことができる。ソフトウェア要素の例として、ソフトウェアコンポーネン
ト、プログラム、アプリケーション、コンピュータプログラム、アプリケーションプログ
ラム、システムプログラム、ソフトウェア開発プログラム、マシンプログラム、オペレー
ティングシステムソフトウェア、ミドルウェア、ファームウェア、ソフトウェアモジュー
ル、ルーチン、サブルーチン、関数、メソッド、プロシージャ、ソフトウェアインタフェ
ース、アプリケーションプログラムインタフェース（ＡＰＩ）、命令セット、コンピュー
ティングコード、コンピュータコード、コードセグメント、コンピュータコードセグメン
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ト、ワード、値、シンボル、またはその任意の組み合わせを含むことができる。ハードウ
ェア要素および／またはソフトウェア要素を用いて実施形態を実現するかどうかの判断は
、所望の計算速度、電力レベル、熱耐性、処理サイクルバジェット、入力データレート、
出力データレート、メモリ資源、データバス速度、および他の設計制約または性能制約な
ど、所与のインプリメンテーションで要求される任意の数のファクタに応じて異なる判断
となり得る。
【０２４２】
　コンピューティングプラットフォーム２２３０は、さらに、他のプラットフォームコン
ポーネント２２５０を有し得る。他のプラットフォームコンポーネント２２５０は、１つ
以上のプロセッサ、マルチコアプロセッサ、コプロセッサ、メモリユニット、チップセッ
ト、コントローラ、周辺機器、インタフェース、発振器、タイミング装置、ビデオカード
、オーディオカード、マルチメディア入力／出力（Ｉ／Ｏ）コンポーネント（例えば、デ
ジタルディスプレイ）、パワーサプライなどのような、一般的な計算要素を含む。メモリ
ユニットの例として、限定するものではないが、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＤ
ＲＡＭ（ＤＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）
、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、
電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、強誘電性ポ
リマーメモリのようなポリマーメモリ、オーボニックメモリ、相変化または強誘電体メモ
リ、シリコン／酸化膜／窒化膜／酸化膜／シリコン（ＳＯＮＯＳ）メモリ、磁気または光
カード、独立ディスクの冗長アレイ（ＲＡＩＤ）ドライブのようなデバイスアレイ、ソリ
ッドステートメモリデバイス（例えば、ＵＳＢメモリ、ソリッドステートドライブ（ＳＳ
Ｄ））、および情報を保存するのに適した他の任意のタイプの記憶媒体のような、１つ以
上のより高速のメモリユニットの形態の各種タイプのコンピュータ可読およびマシン可読
記憶媒体を含むことができる。
【０２４３】
　デバイス２２００は、例えば、ウルトラモバイルデバイス、モバイルデバイス、固定デ
バイス、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）デバイス、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤ
Ａ）、モバイルコンピューティングデバイス、スマートフォン、電話機、デジタル電話機
、セルラー電話機、ユーザ装置、電子書籍リーダ、ハンドセット、一方向ページャ、双方
向ページャ、メッセージング装置、コンピュータ、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、デ
スクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ、ネッ
トブックコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ、タブレットコンピュータ、サーバ、
サーバアレイまたはサーバファーム、ウェブサーバ、ネットワークサーバ、インターネッ
トサーバ、ワークステーション、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、スー
パーコンピュータ、ネットワークアプライアンス、ウェブアプライアンス、分散コンピュ
ーティングシステム、マルチプロセッサシステム、プロセッサベースのシステム、家電機
器、プログラマブル家電機器、ゲーム機、テレビ、デジタルテレビ、セットトップボック
ス、無線アクセスポイント、基地局、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、加入者局、
モバイル加入者センター、無線ネットワークコントローラ、ルータ、ハブ、ゲートウェイ
、ブリッジ、スイッチ、マシン、またはその組み合わせであり得る。従って、本明細書に
記載のデバイス２２００の機能および／または具体的な構成は、要求に応じて適宜、デバ
イス２２００の種々の実施形態に含むことも、または省くこともできる。いくつかの実施
形態では、デバイス２２００は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様および／またはＷＭＡＮ用のＩＥ
ＥＥ１１０２．１６規格および／または本明細書で引用される他の広帯域無線ネットワー
クの１つ以上に関連したプロトコルおよび周波数に準拠するように構成することができる
が、実施形態は、この点に関して限定されない。
【０２４４】
　デバイス２２００の実施形態は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）アーキテクチャを用いて実
現することができる。一方、いくつかの実現形態では、ビームフォーミングまたは空間分
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割多重アクセス（ＳＤＭＡ）のための適応アンテナ技術、および／またはＭＩＭＯ通信技
術を用いた送信および／または受信用のマルチアンテナ（例えば、アンテナ２２１８）を
備えることができる。
【０２４５】
　デバイス２２００のコンポーネントおよび機能は、ディスクリート回路、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、論理ゲート、および／またはシングルチップアーキテクチャの任
意の組み合わせを用いて実装することができる。さらに、デバイス２２００の機能は、必
要に応じて適宜、マイクロコントローラ、プログラマブルロジックアレイ、および／また
はマイクロプロセッサ、またはその任意の組み合わせを用いて実装することができる。な
お、本明細書において、ハードウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェア要
素を、「ロジック」または「回路」と総称または個称する場合があるということに留意す
べきである。
【０２４６】
　図２２のブロック図に示す例示的なデバイス２２００は、多くの可能性のある実現形態
の１つの機能的説明例を表し得るということは理解されるべきである。従って、添付の図
面に示す機能ブロックの分割、欠落、または組み込みは、必ずしも、実施形態における、
それらの機能を実装するためのハードウェアコンポーネント、回路、ソフトウェア、およ
び／または要素の分割、欠落、または組み込みを推測させるものではない。
【０２４７】
　コンピュータ実装方法は、コマース仲介サーバのネットワークインタフェースにおいて
、クライアントデバイスから注文依頼パッケージを受信する工程であって、注文依頼パッ
ケージはユーザアカウントおよびコマースアカウントを指定し、ユーザアカウントはソー
シャルグラフデータ構造内のユーザエンティティに関連付けられており、コマースアカウ
ントはソーシャルグラフデータ構造内のコマースエンティティに関連付けられている、受
信する工程と、注文依頼パッケージを、コマースエンティティに関連付けられているコマ
ースフロントエンドサーバに送信する工程と、クライアントデバイスからの注文依頼パッ
ケージの受信に応答して、ソーシャルグラフデータ構造内においてユーザエンティティと
コマースエンティティとの間にコマースエッジを作成する工程と、を備えてもよく、コマ
ースエッジは注文依頼パッケージに関連付けられている。
【０２４８】
　コンピュータ実装方法は、さらに、メッセージングサーバにおいて、メッセージパッケ
ージを受信する工程であって、メッセージパッケージは、ユーザアカウントに宛先指定さ
れており、メッセージパッケージは、コマースフロントエンドサーバから受信される、受
信する工程と、ソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンティティとコマースエンティ
ティとの間のコマースエッジに基づいて、コマースフロントエンドサーバがユーザアカウ
ントにメッセージを送信することが認可されていると決定する工程と、ソーシャルグラフ
データ構造内のユーザエンティティとコマースエンティティとの間のコマースエッジに基
づいて、コマースフロントエンドサーバがユーザアカウントにメッセージング送信するこ
とが認可されているとの決定に基づいて、クライアントデバイスにメッセージパッケージ
を送信する工程と、を備えてもよい。
【０２４９】
　コンピュータ実装方法は、さらに、コマースフロントエンドサーバからコマース仲介サ
ーバを介してメッセージパッケージをメッセージングサーバで受信する工程を備えてもよ
い。
【０２５０】
　コンピュータ実装方法は、さらに、メッセージパッケージが注文依頼パッケージに応答
する注文フルフィルメントパッケージを含むことを備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、注文フルフィルメントパッケージが、注文依頼パッ
ケージによって請け負われたオンラインサービスが履行されたことを示すオンラインフル
フィルメント通知を含むことを備えてもよい。
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【０２５１】
　コンピュータ実装方法は、さらに、注文フルフィルメントパッケージが、注文依頼パッ
ケージによって請け負われた対面サービスまたは直接引き取り製品のうちの少なくとも１
つが、特定の場所での受け取りの準備ができていることを示す、対面フルフィルメント通
知を含むことを備えてもよい。
【０２５２】
　コンピュータ実装方法は、さらに、注文フルフィルメントパッケージがマシン可読光学
ラベルを含むことを備えてもよく、マシン可読光学ラベルは、注文依頼パッケージに割り
当てられた注文識別子を符号化する。
【０２５３】
　コンピュータ実装方法は、さらに、企業アプリケーションパッケージをクライアントデ
バイスに送信する工程を備えてもよく、企業アプリケーションパッケージは注文依頼パッ
ケージに関して注文依頼フォーマットおよび注文依頼オプションを定義する。
【０２５４】
　コンピュータ実装方法は、さらに、企業アプリケーションパッケージが、クライアント
デバイスから受信されるフォロー要求に応答して、クライアントデバイスに送信される工
程を備えてもよい。
【０２５５】
　コンピュータ実装方法は、さらに、企業アプリケーションパッケージが、コマースエン
ティティに関連付けられているアドレス情報、コマースエンティティに関連付けられてい
る連絡先情報、およびコマースエンティティに関連付けられている製品目録のうちの１つ
または複数を含むことを備えてもよい。
【０２５６】
　コンピュータ実装方法は、さらに、企業アプリケーションパッケージが、コマースエン
ティティに関連付けられている製品目録を含むことを備えてもよく、製品目録は複数の製
品を含み、製品の各々が価格に関連付けられており、複数の製品のうちの１以上が１以上
の製品オプションに関連付けられている。
【０２５７】
　コンピュータ実装方法は、さらに、クライアントデバイスの地理的な場所を受信する工
程と、受信した地理的な場所に基づいて、１以上の製品オプションのうちの少なくとも１
つを自動的に選択する工程と、を備えてもよい。
【０２５８】
　コンピュータ実装方法は、さらに、位置情報サービスサーバでクライアントデバイスか
らクライアントデバイスの地理的な場所を受信する工程と、コマースエンティティに対応
する地理的な場所に基づいて、企業アプリケーションパッケージをクライアントデバイス
に送信する工程と、を備えてもよい。
【０２５９】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザアカウントに対するページフォロー要求を受
信する工程と、ソーシャルグラフデータ構造内においてソーシャルグラフデータ構造内の
ユーザエンティティとコマースエンティティとの間にフォローエッジを作成する工程と、
ページフォロー要求に基づいて、企業アプリケーションパッケージをクライアントデバイ
スに送信する工程と、を備えてもよい。
【０２６０】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ソーシャルグラフデータ構造に基づいて、コマース
エンティティについてコマースアフィニティ分析を行う工程と、ユーザエンティティとコ
マースエンティティとの間のコマースアフィニティを予測するコマースアフィニティ分析
に基づいて、企業アプリケーションパッケージをクライアントデバイスに送信する工程と
、を備えてもよい。
【０２６１】
　コンピュータ実装方法は、さらに、コマースアフィニティ分析は、ソーシャルグラフデ
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ータ構造内の１以上の明示的なアフィニティ記号と、ソーシャルグラフデータ構造内の１
以上の黙示的なアフィニティ記号とを含むことを備えてもよい。
【０２６２】
　コンピュータ実装方法は、さらに、注文依頼パッケージに基づいて金融取引サーバと金
融取引を行う工程と、注文依頼パッケージをコマースフロントエンドサーバに送信する前
に、金融取引に関する金融取引記録を注文依頼パッケージに挿入する工程と、を備えても
よい。
【０２６３】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザアカウントに関してデフォルト支払構成記録
を取り出す工程と、デフォルト支払構成記録を使用して金融取引を行う工程と、を備えて
もよい。
【０２６４】
　コンピュータ実装方法は、さらに、注文依頼パッケージが支払構成記録を含むことを備
えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上のユーザ選択属性を定義する販促パッケージ
をコマース仲介サーバから受信する工程と、ユーザ選択属性に基づいてユーザアカウント
を選択する工程と、ソーシャルグラフデータ構造内のユーザエンティティとコマースエン
ティティとの間のコマースエッジに基づいて、ユーザアカウントへの販促パッケージの送
信を認可する工程と、販促パッケージの送信の認可に基づいて、ユーザアカウントに販促
パッケージ付きのメッセージを送信する工程と、を備えてもよい。
【０２６５】
　装置は、プロセッサ回路と、ネットワークインタフェースと、クライアントデバイスか
らの注文依頼パッケージをネットワークインタフェースから受信するようにプロセッサ回
路上で作動するコマース仲介サーバであって、注文依頼パッケージはユーザアカウントお
よびコマースアカウントを指定し、ユーザアカウントはソーシャルグラフデータ構造内の
ユーザエンティティに関連付けられており、コマースアカウントはソーシャルグラフデー
タ構造内のコマースエンティティに関連付けられており、および、コマースエンティティ
に関連付けられているコマースフロントエンドサーバに注文依頼パッケージを送信するよ
うに作動するコマース仲介サーバと、コマース仲介サーバがクライアントデバイスから注
文依頼パッケージを受信したことに応答して、ソーシャルグラフデータ構造内においてユ
ーザエンティティとコマースエンティティとの間にコマースエンティティを作成するよう
に作動するソーシャルグラフデータ構造コンポーネントであって、コマースエッジは注文
依頼パッケージに関連付けられている、ソーシャルグラフデータ構造コンポーネントとを
備え得る。装置は、本明細書に記載されるコンピュータ実装方法のいずれかを実装するよ
うに作動してもよい。
【０２６６】
　コンピュータ実装方法は、メッセージングサービスでメッセージングエンドポイントか
らメッセージングパッケージを受信する工程と、メッセージングパッケージに対応すると
予測される応答メッセージを決定するために、メッセージングパッケージの自然言語処理
を行う工程と、メッセージングパッケージに応答するように割り当てられている管理者ア
カウントを決定する工程と、管理者アカウントの管理者メッセージングエンドポイントに
、応答メッセージを含む定型応答パッケージを送信する工程と、を備えてもよい。
【０２６７】
　コンピュータ実装方法は、さらに、定型応答パッケージが応答メッセージを用いてメッ
セージングサービスを介してメッセージングパッケージに応答するための管理者メッセー
ジングエンドポイントを構成するように作動する工程を備えてもよい。
【０２６８】
　コンピュータ実装方法は、さらに、管理者メッセージングエンドポイントがメッセージ
ングエンドポイントに応答メッセージを送信するオプションを表示するように作動する工
程を備えてもよい。
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【０２６９】
　コンピュータ実装方法は、さらに、管理者メッセージングエンドポイントから応答用メ
ッセージングパッケージを受信する工程を備えてもよく、応答用メッセージングパッケー
ジは応答メッセージを含む。
【０２７０】
　コンピュータ実装方法は、さらに、応答メッセージが１以上のダイナミックフィールド
を備えることと、応答用メッセージングパッケージを受信する工程が１以上のダイナミッ
クフィールドのうちの少なくとも１つに、１以上の値を割り当てる工程と、を備えてもよ
い。
【０２７１】
　コンピュータ実装方法は、さらに、応答メッセージが１以上のダイナミックフィールド
を備えることを備えてもよく、メッセージングエンドポイントに関連付けられているユー
ザアカウント情報を取り出す工程と、ユーザアカウント情報に基づいて、１以上のダイナ
ミックフィールドのうちの少なくとも１つに、１以上の値を割り当てる工程と、をさらに
備える。
【０２７２】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自然言語処理を行う工程は、メッセージングパッケ
ージの少なくとも一部を自然言語プロセッサに提出する工程を含むことを備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、自然言語プロセッサがメッセージングサービスのた
めにメッセージング対話履歴に基づいて訓練される工程を備えてもよい。
【０２７３】
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上のメッセージング意図キーワードを自然言語
プロセッサから受信する工程と、１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、応
答メッセージレポジトリから応答メッセージを取り出す工程と、を備えてもよい。
【０２７４】
　コンピュータ実装方法は、さらに、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出
する工程と、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出することに応答して、意
図キーワードマッピングを自然言語プロセッサから受信する工程であって、意図キーワー
ドマッピングは複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連付けを定義す
る、受信する工程と、複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の定義された
関連付けを応答メッセージレポジトリに記憶する工程と、を備えてもよい。
【０２７５】
　コンピュータ実装方法は、さらに、管理者メッセージングエンドポイントから応答用メ
ッセージングパッケージを受信する工程と、応答用メッセージングパッケージが応答メッ
セージに基づいていないと決定する工程と、応答用メッセージングパッケージから管理者
指定の応答メッセージを抽出する工程と、メッセージングパッケージからユーザメッセー
ジを抽出する工程と、ユーザメッセージと管理者指定の応答メッセージとを自然言語プロ
セッサに提出する工程と、自然言語プロセッサから追加のキーワードマッピングを受信す
る工程であって、追加のキーワードマッピングは管理者指定の応答メッセージと１以上の
追加の意図キーワードとの間の関連付けを定義する、受信する工程と、管理者指定の応答
メッセージを応答メッセージレポジトリに記憶する工程と、管理者指定の応答メッセージ
と１以上の追加の意図キーワードとの間の関連付けを応答メッセージレポジトリに記憶す
る工程と、を備えてもよい。
【０２７６】
　コンピュータ実装方法は、さらに、管理者メッセージングエンドポイントから応答用メ
ッセージングパッケージを受信する工程と、応答用メッセージングパッケージが応答メッ
セージを使用するかどうかを決定する工程と、応答用メッセージングパッケージが応答メ
ッセージを使用するかどうかに基づいて自然言語プロセッサを訓練する工程と、を備えて
もよい。
【０２７７】
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　コンピュータ実装方法は、さらに、メッセージングパッケージの自然言語処理が１以上
の意図キーワードおよび１以上のパラメータを決定する工程を備えてもよく、１以上の意
図キーワードおよび１以上のパラメータに基づいて、自動コマース対話を構成する工程を
さらに備える。
【０２７８】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動コマース対話が予約または購入を含み得る。
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上の意図キーワードおよび１以上のパラメータ
のうちの少なくとも１つに基づいて、製品カタログから製品オブジェクトを決定する工程
を備えてもよく、自動コマース対話は製品オブジェクトを組み込む。
【０２７９】
　装置は、デバイス上のプロセッサ回路と、ネットワークインタフェースと、メッセージ
ングエンドポイントからのメッセージングパッケージをネットワークインタフェースから
メッセージングサービスにおいて受信し、メッセージングパッケージに対応すると予測さ
れる応答メッセージを決定するためにメッセージングパッケージの自然言語処理を行い、
メッセージングパッケージに応答するために割り当てられている管理者アカウントを決定
し、管理者アカウントの管理者メッセージングエンドポイントに、応答メッセージを含む
定型応答パッケージを送信するようにプロセッサ回路上で作動するコマース仲介サーバと
を備え得る。装置は、本明細書に記載されるコンピュータ実装方法のいずれかを実装する
ように作動してもよい。
【０２８０】
　コンピュータ実装方法は、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けら
れているユーザコンテキストを受信する工程と、ユーザアカウント用のユーザプロフィー
ルを取り出す工程と、ユーザコンテキストおよびユーザプロフィールに基づいて、１以上
の推奨を決定する工程と、推奨に基づいて、クライアントデバイスのメッセージングエン
ドポイント用の推奨インタフェースを構成する工程と、を備えてもよく、メッセージング
エンドポイントはメッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられている。
【０２８１】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザプロフィールが、ユーザアカウントのメッセ
ージング履歴に基づくメッセージングアフィニティを含むことを備えてもよく、１以上の
推奨を決定することはメッセージングアフィニティに基づく。
【０２８２】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザコンテキストが少なくともクライアントデバ
イスの地理的な場所を含むことを備えてもよく、決定された推奨のうちの少なくとも１つ
は、クライアントデバイスの地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内にある
ことに基づいて選択されるエンティティとの対話のためのものである。
【０２８３】
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上の推奨が、企業エンティティの１以上のカテ
ゴリと対話するための１以上の推奨を含むことを備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上の推奨が、１以上の特定の企業エンティティ
と対話するための１以上の推奨を含むことを備えてもよい。
【０２８４】
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上の推奨が、１以上の特定の製品を購入するこ
との１以上の推奨を含むことを備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上の推奨が、１以上の特定の製品を１以上の特
定の企業エンティティから購入することの１以上の推奨を含むことを備えてもよい。
【０２８５】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザコンテキストが少なくともクライアントデバ
イスの地理的な場所を含むことと、ユーザプロフィールが複数の推奨製品を含むことと、
１以上の推奨が、地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内の１以上の企業エ
ンティティから推奨製品のうちの１以上を購入することの推奨を含むことを備えてもよい
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。
【０２８６】
　コンピュータ実装方法は、さらに、複数の推奨製品のうちの１以上の推奨製品は、ユー
ザアカウントのメッセージング履歴で参照されている１以上の推奨製品に基づいて決定さ
れる工程を備えてもよい。
【０２８７】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザプロフィールがユーザアカウントのメッセー
ジング履歴を含むことと、１つまたは複数の推奨が少なくとも部分的にメッセージング履
歴に基づくことと、を備えてもよい。
【０２８８】
　コンピュータ実装方法は、さらに、メッセージングサービスにおいて消費者・企業間の
メッセージング対話を行う工程と、消費者・企業間のメッセージング対話において、ユー
ザアカウントのユーザに対して推奨される参照製品を決定する工程と、１以上の推奨に参
照製品を含むことと、を備えてもよく、消費者・企業間メッセージング対話はユーザプロ
フィールの少なくとも一部を含む。
【０２８９】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザコンテキストが少なくともクライアントデバ
イスの地理的な場所を含むことを備えてもよく、ユーザアカウントと企業エンティティア
カウントとの間の消費者・企業間のメッセージング対話が、さらに、クライアントデバイ
スの地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内の企業エンティティの地理的な
場所に関連付けられている企業エンティティアカウントに基づいて、消費者・企業間のメ
ッセージング対話から参照製品を含むことを決定する工程をさらに備える。
【０２９０】
　コンピュータ実装方法は、さらに、１以上の推奨のうちの１つを含む選択された推奨を
クライアントデバイスから受信する工程と、クライアントデバイスのメッセージングエン
ドポイントと選択された推奨に関連付けられているプロバイダメッセージングエンドポイ
ントとの間で、メッセージングサービスでメッセージング会話を開始する工程と、を備え
てもよく、メッセージング会話は、選択された推奨を自動的に含む。
【０２９１】
　コンピュータ実装方法は、さらに、選択された推奨の受入に関して、クライアントデバ
イスのメッセージングエンドポイントから推奨受入メッセージを受信する工程と、推奨受
入メッセージをプロバイダメッセージングエンドポイントに送信する工程と、選択された
推奨の注文処理（フルフィルメント）に関して、プロバイダメッセージングエンドポイン
トからフルフィルメント更新メッセージを受信する工程と、を備えてもよい。
【０２９２】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザプロフィールおよびユーザコンテキストに基
づいて、関連のある複数の製品を決定する工程と、関連のある複数の製品のうちの最高報
酬の推奨として１以上の推奨を決定する工程と、を備えてもよい。
【０２９３】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザプロフィールおよびユーザコンテキストに基
づいて、関連のある複数の企業エンティティを決定する工程と、関連のある複数の企業エ
ンティティに関するユーザアカウントのメッセージ開封率に基づいて、１以上の推奨を決
定する工程と、を備えてもよい。
【０２９４】
　装置は、デバイス上のプロセッサ回路と、メッセージングサービス用のユーザアカウン
トに関連付けてユーザコンテキストを管理するようにプロセッサ回路上で作動するユーザ
コンテキストコンポーネントと、ユーザアカウント用のユーザプロフィールを取り出すよ
うに作動するユーザプロフィールコンポーネントと、ユーザコンテキストおよびユーザプ
ロフィールに基づいて１以上の推奨を決定し、推奨に基づいてクライアントデバイスのメ
ッセージングエンドポイント用の推奨インタフェースを構成するように作動する推奨コン
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ポーネントとを備え得て、メッセージングエンドポイントはメッセージングサービス用の
ユーザアカウントに関連付けられている。装置は、本明細書に記載されるコンピュータ実
装方法のいずれかを実装するように作動してもよい。
【０２９５】
　コンピュータ実装方法は、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けら
れているユーザプロフィールを受信する工程と、クライアントデバイスでメッセージング
エンドポイントからメッセージング開始を受信する工程と、メッセージング開始に応答し
て、ユーザプロフィールに基づいて自動応答を構成する工程と、を備えてもよい。
【０２９６】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答を構成することが、ユーザプロフィールか
ら１以上のカスタム要素を抽出する工程と、抽出された１以上のカスタム要素に自動応答
を基づかせる工程と、を備え、１以上のカスタム要素は、名前、アドレス、誕生日および
場所のうちの１以上を含むことを備えてもよい。
【０２９７】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答がユーザ情報要素に従って構成されるよう
に作動すると決定し、ユーザ情報要素がユーザプロフィールに指定されていないと決定し
、自動応答がユーザ情報要素に従って構成されるように作動することと、ユーザ情報要素
がユーザプロフィールに指定されていないこととの決定に応答して、ユーザプロフィール
に関するユーザ情報要素の指定を促す工程と、を備えてもよい。
【０２９８】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答を構成することが、ユーザアカウントに関
連付けられている現在の地理的な場所を決定する工程をさらに含むことを備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、メッセージングエンドポイントがサードパーティウ
ェブページに埋め込まれているメッセージングウィジェットを含むことをさらに備えても
よく、構成された自動応答に基づいて、メッセージングウィジェットを介して自動対話を
行う工程をさらに備える。
【０２９９】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ウェブクッキーに基づいてユーザアカウントを特定
する工程を備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答は決定木および有限状態機械のうちの少な
くとも１つに基づいて生成される工程を備えてもよい。
【０３００】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答はメッセージングサービスとの管理者イン
タフェースによって作成される工程を備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答の一部としてコマース取引指示を受信する
工程と、コマース取引指示に応答してコマース取引確認ダイアログを開始する工程と、を
備えてもよい。
【０３０１】
　コンピュータ実装方法は、さらに、広告を表示する工程と、広告のユーザ選択を受信す
る工程と、広告のユーザ選択に応答して、メッセージングエンドポイントをインスタンス
化する工程と、を備えてもよい。
【０３０２】
　コンピュータ実装方法は、さらに、自動応答は、メッセージング開始の配送先住所フィ
ールドに基づいて、複数の自動応答から選択される工程を備えてもよい。
　コンピュータ実装方法は、さらに、構成された自動応答に基づいて、メッセージングエ
ンドポイントを介して自動対話を行う工程と、自動対話を記録する工程と、記録された自
動対話を自動応答のために管理者インタフェースを介して表示する工程と、を備えてもよ
い。
【０３０３】
　コンピュータ実装方法は、さらに、構成された自動応答に基づいて、メッセージングエ
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ンドポイントを介して自動対話を行う工程と、自動対話の現在の状態が管理者通知を示す
と決定する工程と、自動対話の現在の状態が管理者通知を示すとの決定に応答して、管理
者アカウントに通知を送信する工程と、を備えてもよい。
【０３０４】
　コンピュータ実装方法は、さらに、ユーザプロフィールからのユーザ情報に基づいて、
複数の管理者アカウントから管理者アカウントを決定する工程を備えてもよく、ユーザ情
報は、ユーザの場所およびユーザの人口統計学的情報のうちの少なくとも１つを含む。
【０３０５】
　装置は、デバイス上のプロセッサ回路と、メッセージングサービス用のユーザアカウン
トに関連付けられているユーザプロフィールを取り出すようにプロセッサ回路上で作動す
るユーザプロフィールコンポーネントと、クライアントデバイスのメッセージングエンド
ポイントからメッセージング開始を受信して、メッセージング開始に応答して、ユーザプ
ロフィールに基づいて自動応答を構成するように作動するメッセージング自動コンポーネ
ントとを備え得る。装置は、本明細書に記載されるコンピュータ実装方法のいずれかを実
装するように作動してもよい。
【０３０６】
　少なくとも１つのコンピュータ可読記憶媒体は、実行されたときに、本明細書に記載さ
れるコンピュータ実装方法のいずれかをシステムに行わせる命令を備え得る。
　本発明による実施形態は、特に、方法、記憶媒体、システムおよびコンピュータプログ
ラム製品に向けられた添付の請求項に開示され、ある請求項のカテゴリ、たとえば方法、
で述べる特徴は、別の請求項のカテゴリ、たとえばシステム、においても同様に請求する
ことができる。添付の請求項の従属または後方参照は、単に形式的理由のために選ばれて
いる。ただし、任意の先行請求項への意図的な後方参照（特に多項従属）により得られる
任意の主題も同様に請求できるので、請求項とその特徴のあらゆる組み合わせが開示され
、添付の請求項で選ばれる従属に関係なく請求することができる。請求できる主題は、添
付の請求項に記載される通りの特徴の組み合わせだけでなく、請求項の特徴のあらゆる他
の組み合わせも含み、請求項で述べられる各特徴は、請求項のあらゆる他の特徴または他
の特徴の組み合わせと組み合わせることができる。また、本明細書で説明または図示され
る実施形態および特徴のいずれも、個々の請求項および本明細書または個々の請求項もし
くは本明細書で説明もしくは図示されるあらゆる実施形態もしくは特徴、または添付の請
求項の特徴のいずれかとのあらゆる組み合わせで請求することができる。
【０３０７】
　本発明による一実施形態において、コンピュータ実装方法は、メッセージングサービス
において、メッセージングパッケージをメッセージングエンドポイントから受信する工程
と、自然言語プロセッサで、メッセージングパッケージの自然言語処理を行う工程と、自
然言語処理に基づいて、メッセージングパッケージの意図を決定する工程と、意図に基づ
いて、メッセージングパッケージ、好ましくは、メッセージングパッケージの意図に対応
すると予測される応答メッセージを決定する工程と、メッセージングパッケージに応答す
るように割り当てられている管理者アカウントを決定する工程と、決定された応答メッセ
ージに基づいて、管理者アカウントの管理者メッセージングエンドポイントに、応答メッ
セージを含む定型応答パッケージを送信する工程と、を備える。
【０３０８】
　実施形態において、定型応答パッケージは、決定された応答メッセージを用いてメッセ
ージングサービスを介してメッセージングパッケージに応答するように管理者メッセージ
ングエンドポイントを構成するように作動してもよく、特にそのように作動するように生
成されてもよい。
【０３０９】
　実施形態において、応答メッセージは１以上のダイナミックフィールドを備えてもよく
、方法はさらに、メッセージングエンドポイントに関連付けられているユーザアカウント
情報を取り出す工程と、ユーザアカウント情報に基づいて、１以上の値を１以上のダイナ
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ミックフィールドのうちの少なくとも１つに割り当てる工程と、を備えてもよい。
【０３１０】
　実施形態において、自然言語処理を行うことは、メッセージングパッケージの少なくと
も一部を自然言語プロセッサに提出する工程を備えてもよい。
　実施形態において、自然言語プロセッサは、メッセージングサービスのメッセージング
対話履歴に基づいて訓練されてもよい。
【０３１１】
　実施形態において、方法は、１以上のメッセージング意図キーワードを自然言語プロセ
ッサから受信する工程と、１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、応答メッ
セージを応答メッセージレポジトリから取り出す工程と、をさらに備えてもよい。
【０３１２】
　実施形態において、方法は、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出する工
程と、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出することに応答して、複数の応
答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連付けを定義する意図キーワードマッピ
ングを、自然言語プロセッサから受信する工程と、複数の応答メッセージと複数の意図キ
ーワードとの間の定義された関連付けを、応答メッセージレポジトリに格納する工程と、
のさらなる工程を備えてもよい。
【０３１３】
　実施形態において、方法は、応答用メッセージングパッケージを管理者メッセージング
エンドポイントから受信する工程と、応答用メッセージングパッケージが応答メッセージ
に基づいていないと決定する工程と、応答用メッセージングパッケージから管理者指定の
応答メッセージを抽出する工程と、メッセージングパッケージからユーザメッセージを抽
出する工程と、ユーザメッセージおよび管理者指定の応答メッセージを自然言語プロセッ
サに提出する工程と、管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キーワードとの
間の関連付けを定義する追加のキーワードマッピングを、自然言語プロセッサから受信す
る工程と、管理者指定の応答メッセージを応答メッセージレポジトリに格納する工程と、
管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キーワードとの間の関連付けを、応答
メッセージレポジトリに格納する工程と、をさらに備えてもよい。
【０３１４】
　実施形態において、方法は、応答用メッセージングパッケージを管理者メッセージング
エンドポイントから受信する工程と、応答用メッセージングパッケージが応答メッセージ
を使用するかどうかを決定する工程と、応答用メッセージングパッケージが応答メッセー
ジを使用するかどうかに基づいて、自然言語プロセッサを訓練する工程と、をさらに備え
てもよい。
【０３１５】
　実施形態において、メッセージングパッケージの自然言語処理が１以上の意図キーワー
ドおよび１以上のパラメータを決定することは、１以上の意図キーワードおよび１以上の
パラメータに基づいて、自動コマース対話を構成する工程をさらに備えてもよい。
【０３１６】
　本発明による一実施形態において、装置は、デバイス上のプロセッサ回路と、ネットワ
ークインタフェースと、プロセッサ回路上で、メッセージングサービスにおいてメッセー
ジングエンドポイントからのメッセージングパッケージをネットワークインタフェースか
ら受信する工程と、メッセージングパッケージに対応すると予測される応答メッセージを
決定するために、メッセージングパッケージの自然言語処理を行う工程と、メッセージン
グパッケージに応答するように割り当てられている管理者アカウントを決定する工程と、
定型応答パッケージを、管理者アカウントの管理者メッセージングエンドポイントに送信
する工程と、を行うように作動する、コマース仲介サーバとを備え、定型応答パッケージ
は、応答メッセージを備え、定型応答パッケージは、応答メッセージを用いてメッセージ
ングサービスを介してメッセージングパッケージに応答するための管理者メッセージング
エンドポイントを構成するように作動してもよい。
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【０３１７】
　実施形態において、コマース仲介サーバは、複数の応答メッセージを自然言語プロセッ
サに提出する工程と、複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出することに応答
して、複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の関連付けを定義する意図キ
ーワードマッピングを、自然言語プロセッサから受信する工程と、複数の応答メッセージ
と複数の意図キーワードとの間の定義された関連付けを、応答メッセージレポジトリに格
納する工程と、１以上のメッセージング意図キーワードを自然言語プロセッサから受信す
る工程と、１以上のメッセージング意図キーワードに基づいて、応答メッセージを応答メ
ッセージレポジトリから取り出す工程と、を行うように作動し得る。
【０３１８】
　実施形態において、コマース仲介サーバは、応答用メッセージングパッケージを管理者
メッセージングエンドポイントから受信する工程と、応答用メッセージングパッケージが
応答メッセージに基づいていないと決定する工程と、応答用メッセージングパッケージか
ら管理者指定の応答メッセージを抽出する工程と、メッセージングパッケージからユーザ
メッセージを抽出する工程と、ユーザメッセージおよび管理者指定の応答メッセージを自
然言語プロセッサに提出する工程と、管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図
キーワードとの間の関連付けを定義する追加のキーワードマッピングを、自然言語プロセ
ッサから受信する工程と、管理者指定の応答メッセージを応答メッセージレポジトリに格
納する工程と、管理者指定の応答メッセージおよび１以上の追加の意図キーワードを、応
答メッセージレポジトリに格納する工程と、を行うように作動し得る。
【０３１９】
　実施形態において、コマース仲介サーバは、応答用メッセージングパッケージを管理者
メッセージングエンドポイントから受信する工程と、応答用メッセージングパッケージが
応答メッセージを使用するかどうかを決定する工程と、応答用メッセージングパッケージ
が応答メッセージを使用するかどうかに基づいて、自然言語プロセッサを訓練する工程と
、を行うように作動し得る。
【０３２０】
　実施形態において、応答メッセージは１以上のダイナミックフィールドを備えてもよく
、コマース仲介サーバは、メッセージングエンドポイントに関連付けられているユーザア
カウント情報をソーシャルネットワーキングサービスから取り出す工程と、ユーザアカウ
ント情報に基づいて、１以上の値を１以上のダイナミックフィールドのうちの少なくとも
１つに割り当てる工程と、を行うように作動し得る。
【０３２１】
　本発明による一実施形態において、プロセッサ上で実行されたときに、メッセージング
サービスにおいて、メッセージングパッケージをメッセージングエンドポイントから受信
する工程と、メッセージングパッケージの自然言語処理を行う工程と、自然言語処理に基
づいて、メッセージングパッケージの意図を決定する工程と、メッセージングパッケージ
に対応すると予測される応答メッセージを決定する工程と、意図に基づいて、メッセージ
ングパッケージに応答するように割り当てられている管理者アカウントを決定する工程と
、定型応答パッケージを、管理者アカウントの管理者メッセージングエンドポイントに送
信する工程と、をシステムに行わせる命令を備え、定型応答パッケージは、応答メッセー
ジを備え、定型応答パッケージは、応答メッセージを用いてメッセージングサービスを介
してメッセージングパッケージに応答するための管理者メッセージングエンドポイントを
構成するように作動する、少なくとも１つのコンピュータ可読記憶媒体を備え得る。
【０３２２】
　実施形態において、コンピュータ可読記憶媒体は、プロセッサ上で実行されたときに、
　複数の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出する工程と、複数の応答メッセージ
を自然言語プロセッサに提出することに応答して、複数の応答メッセージと複数の意図キ
ーワードとの間の関連付けを定義する意図キーワードマッピングを、自然言語プロセッサ
から受信する工程と、複数の応答メッセージと複数の意図キーワードとの間の定義された
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関連付けを応答メッセージレポジトリに格納する工程と、１以上のメッセージング意図キ
ーワードを自然言語プロセッサから受信する工程と、１以上のメッセージング意図キーワ
ードに基づいて、応答メッセージを応答メッセージレポジトリから取り出す工程と、をシ
ステムに行わせる命令をさらに備えてもよい。
【０３２３】
　実施形態において、コンピュータ可読記憶媒体は、実行されたときに、応答用メッセー
ジングパッケージを管理者メッセージングエンドポイントから受信する工程と、応答用メ
ッセージングパッケージが応答メッセージに基づいていないと決定する工程と、応答用メ
ッセージングパッケージから管理者指定の応答メッセージを抽出する工程と、メッセージ
ングパッケージからユーザメッセージを抽出する工程と、ユーザメッセージおよび管理者
指定の応答メッセージを自然言語プロセッサに提出する工程と、追加キーワードマッピン
グを自然言語プロセッサから受信する工程であって、追加キーワードマッピングは、管理
者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キーワードとの間の関連付けを定義する、
受信する工程と、管理者指定の応答メッセージを応答メッセージレポジトリに格納する工
程と、管理者指定の応答メッセージと１以上の追加の意図キーワードとの間の関連付けを
、応答メッセージレポジトリに格納する工程と、をシステムに行わせる命令をさらに備え
てもよい。
【０３２４】
　コンピュータ可読記憶媒体は、実行されたときに、応答用メッセージングパッケージを
管理者メッセージングエンドポイントから受信する工程と、応答用メッセージングパッケ
ージが応答メッセージを使用するかどうかを決定する工程と、応答用メッセージングパッ
ケージが応答メッセージを使用するかどうかに基づいて、自然言語プロセッサを訓練する
工程と、をシステムに行わせる命令をさらに備えてもよい。
【０３２５】
　コンピュータ可読記憶媒体の実施形態において、応答メッセージは１以上のダイナミッ
クフィールドを備えてもよく、実行されたときに、メッセージングエンドポイントに関連
付けられているユーザアカウント情報をソーシャルネットワーキングサービスから取り出
す工程と、ユーザアカウント情報に基づいて、１以上の値を１以上のダイナミックフィー
ルドのうちの少なくとも１つに割り当てる工程と、をシステムに行わせる命令をさらに備
える。
【０３２６】
　本発明による実施形態において、コンピュータ実装方法は、メッセージングサービス用
のユーザアカウントに関連付けられているユーザコンテキストを受信する工程と、ユーザ
アカウント用のユーザプロフィールを受信する工程と、ユーザコンテキストおよびユーザ
プロフィールに基づいて、１以上の推奨を決定する工程と、推奨に基づいて、クライアン
トデバイスの、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられているメッ
セージングエンドポイント用の推奨インタフェースを構成する工程と、を備える。
【０３２７】
　実施形態において、ユーザプロフィールは、ユーザアカウントのメッセージング履歴に
基づくメッセージングアフィニティを含み得て、１以上の推奨を決定することはメッセー
ジングアフィニティに基づく。
【０３２８】
　実施形態において、ユーザコンテキストは少なくともクライアントデバイスの地理的な
場所を含み得て、決定される推奨のうちの少なくとも１つは、クライアントデバイスの地
理的な場所によって画定される地理的な検索地域内にあることに基づいて選択されるエン
ティティとの対話に関するものである。
【０３２９】
　実施形態において、ユーザコンテキストは少なくともクライアントデバイスの地理的な
場所を含み得て、ユーザプロフィールは複数の推奨製品を含み、１以上の推奨は、地理的
な場所によって画定される地理的な検索地域内にある１以上の企業エンティティから推奨
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製品のうちの１以上を購入することの推奨を含む。
【０３３０】
　実施形態において、複数の推奨製品のうちの１以上の推奨製品は、ユーザアカウントの
メッセージング履歴で参照されている１以上の推奨製品に基づいて決定され得る。
　実施形態において、ユーザプロフィールはユーザアカウントのメッセージング履歴を含
み得て、１以上の推奨は少なくとも部分的にメッセージング履歴に基づく。
【０３３１】
　実施形態において、方法は、メッセージングサービスで消費者・企業間メッセージング
対話を行う工程と、消費者・企業間メッセージング対話においてユーザアカウントのユー
ザに対して推奨する参照製品を決定する工程と、参照製品を１以上の推奨に含み、消費者
・企業間メッセージング対話はユーザプロフィールの少なくとも一部を含む工程と、をさ
らに備えてもよい。
【０３３２】
　実施形態において、ユーザコンテキストは少なくともクライアントデバイスの地理的な
場所を含み得て、消費者・企業間メッセージング対話はユーザアカウントと企業エンティ
ティアカウントとの間のものであり、方法はさらに、企業エンティティアカウントがクラ
イアントデバイスの地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内の企業エンティ
ティの地理的な場所に関連付けられていることに基づいて、消費者・企業間メッセージン
グ対話からの参照製品を含むことを決定する工程を備えてもよい。
【０３３３】
　実施形態において、方法は、１以上の推奨のうちの１つを含む選択された推奨を、クラ
イアントデバイスから受信する工程と、クライアントデバイスのメッセージングエンドポ
イントと選択された推奨に関連付けられているプロバイダメッセージングエンドポイント
の間で、選択された推奨を自動的に含むメッセージング会話をメッセージングサービスで
開始する工程と、をさらに備えてもよい。
【０３３４】
　実施形態において、方法は、ユーザプロフィールおよびユーザコンテキストに基づいて
、関連のある複数の製品を決定する工程と、関連のある複数の製品のうちの最高報酬の推
奨として１以上の推奨を決定する工程と、をさらに備えてもよい。
【０３３５】
　実施形態において、方法は、ユーザプロフィールおよびユーザコンテキストに基づいて
、関連のある複数の企業エンティティを決定する工程と、関連のある複数の企業エンティ
ティに関するユーザアカウントのメッセージ開封率に基づいて、１以上の推奨を決定する
工程と、をさらに備えてもよい。
【０３３６】
　本発明による実施形態において、装置は、デバイスの上のプロセッサ回路と、プロセッ
サ回路上で、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられているユーザ
コンテキストを管理するように作動するユーザコンテキストコンポーネントと、ユーザア
カウント用のユーザプロフィールを取り出すように作動するユーザプロフィールコンポー
ネントと、ユーザコンテキストおよびユーザプロフィールに基づいて１以上の推奨を決定
し、推奨に基づいて、クライアントデバイスの、メッセージングサービス用のユーザアカ
ウントに関連付けられているメッセージングエンドポイント用の推奨インタフェースを構
成するように作動する推奨コンポーネントと、を備えてもよい。
【０３３７】
　実施形態において、ユーザコンテキストは、少なくともクライアントデバイスの地理的
な場所を含み得る。
　実施形態において、メッセージングサービスは、ユーザアカウントと企業エンティティ
アカウントとの間の消費者・企業間メッセージング対話を行うように作動し得る。
【０３３８】
　実施形態において、推奨コンポーネントは、企業エンティティアカウントがクライアン
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トデバイスの地理的な場所によって画定される地理的な検索地域内の企業エンティティの
地理的な場所に関連付けられていることに基づいて、消費者・企業間メッセージング対話
においてユーザアカウントのユーザに対して推奨する参照製品を決定するように作動し得
る。
【０３３９】
　実施形態において、メッセージングサービスは、１以上の推奨のうちの１つを含む選択
された推奨を、クライアントデバイスから受信し、クライアントデバイスのメッセージン
グエンドポイントと選択された推奨に関連付けられているプロバイダメッセージングエン
ドポイントとの間で、選択された推奨を自動的に含むメッセージング会話をメッセージン
グサービスで開始するように作動し得る。
【０３４０】
　本発明による一実施形態において、プロセッサ上で実行されたときに、メッセージング
サービス用のユーザアカウントに関連付けられているユーザコンテキストを受信する工程
と、ユーザアカウント用のユーザプロフィールを取り出す工程と、ユーザコンテキストお
よびユーザプロフィールに基づいて、１以上の推奨を決定する工程と、推奨に基づいて、
クライアントデバイスの、メッセージングサービス用のユーザアカウントに関連付けられ
ているメッセージングエンドポイント用の推奨インタフェースを構成する工程と、をシス
テムに行わせる命令を備える、少なくとも１つのコンピュータ可読記憶媒体を備え得る。
【０３４１】
　実施形態において、コンピュータ可読記憶媒体は、プロセッサ上で実行されたときに、
ユーザプロフィールおよびユーザコンテキストに基づいて、関連のある複数の企業エンテ
ィティを決定する工程と、関連のある複数の企業エンティティに関するユーザアカウント
のメッセージ開封率に基づいて、１以上の推奨を決定する工程と、をシステムに行わせる
命令をさらに備えてもよい。
【０３４２】
　本発明によるさらなる実施形態において、１以上のコンピュータ可読非一時的記憶媒体
は、実行されたときに、本発明または前述の実施形態のいずれかに記載の方法を実施する
ように動作可能なソフトウェアを具体化する。
【０３４３】
　本発明によるさらなる実施形態において、システムは、１以上のプロセッサと、プロセ
ッサに連結されて、プロセッサにより実行可能な命令を備える少なくとも１つのメモリと
を備え、プロセッサは、命令を実行するときに、本発明または前述の実施形態のいずれか
に記載の方法を実施するように作動可能である。
【０３４４】
　本発明によるさらなる実施形態において、好ましくはコンピュータ可読非一時的記憶媒
体を備えるコンピュータプログラム製品は、データ処理システム上で実行されたときに、
本発明または前述の実施形態のいずれかに記載の方法を実施するように動作可能である。
【０３４５】
　いくつかの実施形態は、「１つの実施形態」または「実施形態」という表現と、それら
の派生語とを用いて説明され得る。これらの用語は、実施形態に関して説明される特定の
特徴、構造または特性が少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味している。本明
細書の様々な箇所に現れる「１つの実施形態において」というフレーズは、必ずしも全て
が同じ実施形態を指しているわけではない。更に、いくつかの実施形態は、「結合された
」および「接続された」という表現と、それらの派生語とを用いて説明され得る。これら
の表現は必ずしも互いの同義語として意図されているわけではない。例えば、いくつかの
実施形態は、「接続された」および／または「結合された」という表現を用いることによ
り、２つ以上の要素が直接物理的にまたは電気的に相互接触していることを示すように説
明され得る。一方、「結合された」という用語は、２つ以上の要素が互いに直接接触して
いないが、それでも互いに協働またはインタラクトしていることを意味する場合もある。
【０３４６】
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　本明細書において用いられる表記および専門用語を全体的に参照すると、本明細書にお
ける詳細な説明は、コンピュータまたはコンピュータのネットワーク上で実行されるプロ
グラムプロシージャの観点で表され得る。これらの手続き的（ｐｒｏｃｅｄｕｒａｌ）記
載および表現は、当業者によって、当該技術分野における他の当業者に自身の研究の本質
を最も効果的に伝えるために用いられている。
【０３４７】
　プロシージャとは、ここでは、また一般的に、所望の結果をもたらすオペレーションの
首尾一貫したシーケンスであると考えられる。これらのオペレーションは、物理的量の物
理的操作を必要とするものである。必須ではないが通例、これらの量は、記憶、転送、組
合せ、比較および他の形で操作されることが可能な電気信号、磁気信号または光信号の形
態をとる。場合によっては、主に一般的用法の理由から、これらの信号を、ビット、値、
要素、シンボル、文字、語、数等と呼ぶことが好都合であることがわかっている。しかし
ながら、これらの用語および同様の用語は全て適切な物理的量に関連付けられ、これらの
量に適用される好都合なラベルにすぎないことに留意されたい。
【０３４８】
　更に、実行される操作は、多くの場合、人間のオペレータによって実行される知的オペ
レーションに一般的に関連付けられる、追加または比較等の用語で参照される。１つまた
は複数の実施形態の一部を形成する、本明細書に説明されるオペレーションのいずれにお
いても、人間のオペレータのそのような能力は必要でないか、ほとんどの場合に望ましく
ない。むしろ、オペレーションは機械オペレーションである。様々な実施形態のオペレー
ションを実行するための有用な機械は、汎用デジタルコンピュータまたは同様のデバイス
を含む。
【０３４９】
　様々な実施形態は、これらのオペレーションを実行するための装置またはシステムにも
関する。この装置は、必要とされる目的のために特に構築されることが可能であるか、ま
たはコンピュータに記憶されるコンピュータプログラムによって選択的にアクティベート
または再構成される汎用コンピュータを含むことができる。本明細書において提示される
プロシージャは、特定のコンピュータまたは他の装置に本質的に関係しない。様々な汎用
機械は、本明細書における教示に関連して書かれたプログラムと共に用いられ得るか、ま
たは、必要とされる方法ステップを実行する、より特殊な装置を構築することが好都合で
あるとわかる場合がある。様々なこれらの機械のために必要とされる構造は、与えられる
説明から明らかとなるであろう。
【０３５０】
　本開示の要約書は、読み手が技術的開示の本質を迅速に理解できるようにするために提
供されていることを強調しておく。要約書は、特許請求の範囲の範囲または意味を解釈ま
たは限定することに用いられないという理解のもとに提出されている。更に、上記した「
発明を実施するための形態」においては、開示を効率化するために様々な特徴がまとめて
単一の実施形態にされていることを見てとることができる。このような開示方法は、特許
請求される実施形態が各請求項に明示的に記された特徴以外のものを必要とする意図を表
していると解釈されるべきではない。むしろ、以下の特許請求の範囲が表しているように
、本発明の主題は、開示されている単一の実施形態の全特徴よりも少ない特徴にある。こ
のため、以下の特許請求の範囲は本明細書において「発明を実施するための形態」に組み
込まれ、各請求項は独立した１つの実施形態に基づく。「第１の」、「第２の」、「第３
の」等の用語は単にラベルとして用いられており、それらの対象物に数的限定を課すこと
を意図したものではない。
【０３５１】
　上記で説明したものは、開示されているアーキテクチャの例を含む。当然ながら、コン
ポーネントおよび／または方法の全ての考え得る組合せを記載することは不可能であるが
、当業者であれば、多くの更なる組合せおよび置き換えが可能であることを認識すること
ができる。したがって、新規のアーキテクチャは、添付の特許請求の範囲の趣旨および範
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